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式 辞

会 長 榎 波 弥 一 郎

草萌え万象緑に映える爽やかな初夏を迎え、 本日行政書士法制定30周年の記念式典を執
り行うため御案内を申し上げましたところ、 北海道知事をはじめ多数の御来賓の御臨席を
戴き、 また全道各支部より代表の会員多数の参列を得まして、 ここに式典を挙行すること
は私の最も欣快とずるところであります。
省みるに行政書士法は昭和26年 2月22日公布され、 同年 3 月 1 日この法律の施行によっ
て従来の代書人規則による代書人は行政書士と改称され、 法律的にも社会的にもその地位
を認められることになり、 繭来星霜30年を経て今日に至りました。
法施行当時は業者間の連絡機関もなく、 従って何等の交流もない状態でありましたが、 黛渡辺慶吉氏等先覚者のお骨折により札幌市を中心とした札幌行政書士会が設立されました

“
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が、 当時の会員数は僅か40名前後であったと聞いております。
昭和28年に全国的組織として日本行政書士会が創立され、 同会は北海道支部となりまし
たが、 任意加入のため運営上いろいろ支障困難があったと聞き及んでおりますo
その後、 昭和35年 5月の法改正により行政書士会は強制設立強制加入の会となりました
が、 北海道には全道的な組織がなく、 そのため各支庁の協力のもとに渡辺慶吉氏等が中心
となって全道的に呼びかけ、 昭和35年 9月 = 日北海道行政書士会の創立総会を開催し、 9
月30日付をもって会則認可となり始めて強制会としての北海道行政書士会が発足し、同時
に日本行政書士会連合会へも自動的に加入し、 現在に至ったものであります。
繭来今日に至るまでには渡辺、 藤山、 野崎の代々の会長をはじめ副会長以下各役職員¥
支部長、 支部役員の大きな努力と会に対する御協力により現在のような会に発展したもの
であります。
その後、 数次の法改正により昭和46年法人となったのを始め多くの重要事項の改正をみ
ま した。

行政書士は、 今や社会的にも深く認識され社会機構の重要なる地位を占めつつあります 鎚扉

が、･それに対応するためには、 あらゆる法令事務の研鏡探究は勿論社会より尊敬信頼され
るよう一層品位の保持に努力すべきであります。
私は就任に当り、 会員の和と団結を特に要望いたし、 会員相互の親睦と財政、 研修を三
つの柱として運営につとめつつあるところであります。
本会も今や 鶏300余名の会員を擁し、 発展途上にあることは誠に喜びに堪えません。こ
こに法制定30周年を迎えるにあたり、 本会の育成のため献身せられた先人に感謝すると共
に多年本会会員として業界に貢献した会員に敬意を表すると共に、 永年に亘り本会の役員
又は支部役員として尽痺せられた方々を顕彰し、 その栄誉を讃えてその功に報いたいと存
じます。

この30周年記念式典を一つの節目として本会の発展はもとより会員福祉のため一層の御
協力を要望し、 本会の益々の発展を祈念し式辞といたします。

北海道知事代理祝辞

北海道総務部地方振興室長 秋 本 敏 艾

べきこ
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本日ここに、 行政書士法制定30周年記念式典が開催されるに当り一言ごあいさつ申し上

げます。
行政書士法は昭和26年に制定されて以来、 数次の改正を経て今日に至っておりますが、
この間、 社会経済の発展に伴い国及び地方の行政はその範囲を広げますと共に、 その内容

は複雑かつ専門化して参りました。
従いまして、 皆様の業務も拡大し、 いよいよ複雑となったのでありますが、 行政書士の

業務は道民の生活と密接に結びつき、 住民の権利義務に関する事務の円滑な処理や官公署
の事務の能率向上に大きな係わりをもつものであり、 この意味におきまして皆様は住民と

行政とのパイプ役として大きな役割を果してこられたのであります。
この機会に、 今日までの業績に対し、 衷心より敬意を表するものであります。
今後ますます住民の身近な相談役としての使命が増大するでありましょうが、 皆様にお
かれましては更に一層業務の研鑽に御精進され、 より親切な、 そして迅速な事務処理を進

められ、 地域住民の福祉の向上に寄与されますよう御期待申し上げます。
本道の行政書士会は、 全国行政書士会の中でも常に先導的な役割を果してこられたと承
知致しておりますが、 法制定30周年を一つの契機として、 会員の皆様が一致して更に一層

の御努力を重ねられますようお願い致します。
御承知のとおり、 最近の世情は誠に厳しいものがありゞ内外共に極めて難しい課題に直

面致しております。
皆様には、 日頃道行政の執行に対し何かと御協力を戴いており、 深く感謝致しておりま

すが、今後とも道政の推進に当りましては、皆様方をはじめ広く道民各位の御理解を得な
がら道民生活の向上のため、 引き続き最善の努力をして参りますので、 一層の御協力をお

願い致します。

本日の総会が、所期の目的を達せられますよう御期待申し上げますとともに、北海道行
政書士会と会員の皆様の一層の御発展を祈念してごあいさつと致します。



行政書士法制定30周年

記 念式典のあらま

行政書士法制定30周年記念式典は、北海道知事をはじめ官公署、関係諸士業界からの参
列を得て盛大に挙行され、この席上、北海道知事及び本会の顕彰行事が行われました。

o 日 時
o 場 所
o 式 典

昭和55年 5月26日 (月) 午前10時 ~ 正午
札幌市中央区北 1条西l2丁目 北海道厚生年金会館

開 式 の こ と ば 副 会 長
物故者に対する黙とう 副 会 長
式 辞 会 長
表彰状及び感謝状の授与〔受賞者の氏名朗読)

常任理事
理 事

o北海道知事感謝状

次の受賞者を代表し、十勝支部 平賀昌夫先生に授与
留萌支部 橋本雄一、室蘭支部 灰原泰広、日高支部
十勝支部 佐々木行雄、 野際荘一、 平賀昌夫、

(支部建制別 ･会員番号順 ･敬称略、以下同様)
o北海道行政書士会会長の表彰状
次の受賞者を代表し、札幌支部 渡辺慶吉先生に授与
札幌支部 渡辺慶吉、藤山利夫、佐藤幸之助、 成澤梅次郎、野崎 幸

小城清二、星 享克、森口松太郎、 石道政治、木川政蔵
函館支部 息才源七、石村賢大、田村英夫、黒島宇吉郎
小樽支部 松本又蔵
空知支部 後藤 勲、今村龍太郎、但野方吉、竹内茂一
旭川支部 佐藤武正、 谷本時次、高橋武次、荒 慶次郎、西川正信
留萌支部 橋本雄一、捻金昭二
網走支部 藤井 清、角田良一、浅利正一、今野藤男、佐藤三千三
室蘭支部 灰原泰広、石川常次郎、竹内芳正
日高支部 日向寺正幸

十勝支部 佐々木行雄、久我豊治、榎波弥一郎、 山根札市郎、野際荘-
平賀昌夫、鈴木一雄、米倉 博、幸谷栄一

釧路支部 伏見 勇、細木貞次
根室支部 鈴木 清、富樫正神

葛 西 義 雄
佐 藤 武 正
榎 波 弥一郎

佐 藤 兆 昭
渡 辺 明

日向寺正幸

し

o北海道行政書士会会長感謝状

次の受賞者を代表し、札幌支部 犬飼竹治先生に授与
札幌支部 小林英二、 中田高義、 脇 美隆、斎藤 工、 福田定恒、

鈴木次男、鈴木登美蔵、高橋 清、 林 覚守、 関根克治、
中川悦男、梶井与四郎、青山繁信、藤沢松暦、犬飼竹治、
長谷川寿延、荒谷松四郎、 阿部考一

函館支部 大高金五郎、 小仲康雄、 武田トヨ子、 小川公也、 高谷賢一
島野敏雄、遠藤竹次郎、 原 隆俊、 鎌田節子

小樽支部 清水光五郎、 武田信一、 今野辰巳、 大野新一、 工藤賢司、
野坂忠夫、 土岐 喬、 奥山五三郎、 井上半蔵、 亘理敏夫

空知支部 矢野スェ、 矢田日清太郎、 後藤素子、 高林 保、 尾関時男、
盧立貫一、 笹田 盤、 今井信治、 大崎国文、 土田清五郎

旭川支部 谷口浅一、亀田只光、 五十嵐信夫、 小松 仁、 細川与五郎
山内和夫、 伊藤初三郎、 西村文子、 丹羽 繁、 平田喜久丸、
谷口虎雄、 池田宗美、 三浦五郎、 木村道儀、 菅原清人、
川真田忠次郎、 南 千利、 鈴木正市、 新田久雄、 伊林利長、
日下部 豊、 新田英雄、 武田カー、 染川賢一郎

留萌支部 立山一三
宗谷支部 坂巻次郎
網走支部 佐々木正夫、後藤久藏、 中野善勝、 堂坂猛雄、 村越英信、

近藤隆一、 野々宮 迪、 堀川 清、 真貝四郎、 武田東七、
高橋栄助、 山口聡朝、 飯島 孝、 狩野日出男、 佐藤兆昭

室蘭支部 荒川隆志、橋本政種、 下国富士夫、 菅原繁治、 福田喜一郎、
江良二三夫

苫小牧支部 神 修三、 鈴木啓生、 高橋芳次郎、 早坂三郎治
日高支部 工藤健一

十勝支部 高橋直義、 田中重顕、 新谷寅次、 国本虎秋、 松田鶴治、
津川 博、 小野研一、 前寺忠三郎、 島崎邦男、 斎藤常司、
佐々木真助、豊田春男、西尾山彦、 田中誉興

釧路支部 尾越勝典、 斉藤政男、 中島 寛、 大沢 清、 沢野 浩、
遠藤隆吉、 前田紀久男、 下田芳子

根室支部 山田清一
o北海道行政書士会会長表彰状 (補助者)

次の受賞者を代表し、 苫小牧支部会員富田重雄先生の補助者白岩靖子さん
に授与

空知支部 佐藤憲男
網走支部 野呂敏範
室蘭支部 松田和子、 増山顕恵、 菅原保生
苫小牧支部 白岩靖子
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十勝支部 杉本敏子、 山本 節
釧路支部 尾越正典
来 賓 祝 辞
時間の都合上、 次の方々にお願い致しました。
北 海 道 知 事 堂 垣 内 尚 弘 殿 (代理)

札 幌 市 長 板 垣 武 四 殿
札幌司法書士会会長 青 木 茂 殿 (代理)
日本行政書士会連合会会長 佐 藤 義 哉 殿 (代理)
祝 電 披 露
理事佐々木兄一より地崎運輸相他の祝電を披露する。
受賞者代表の謝辞

十勝支部 平 賀 昌 夫 殿
8 万 歳 三 唱

:ゞ :

第21回定時総会のあらまし

･ 日 時 昭和55年 5月26日 (月) 13時 ~ 16時32分
･ 場 所 札幌市中央区北 1条西f2丁目 北海道厚生年金会館
･総会構成員 支部長 定数 14名

代議員 定数 51名

計 65名
･同出席者数 支部長 14名

代議員 51名 (内委任代理人 3名)

計 65名 (内遅参者 2名 ･ 13時42分出席)
･ その他の出席者 役 員 22名

Q
J

札幌土地家屋調査士会会長 竹 川 茂 殿
閉式のことば 副 会 長 佐 々 木 四 郎
式典終了後、 会場において参列者全員により記念撮影を行いました。

綱紀委員長 1名

来 賓 2名
一 般会 員 5名

I 開会のことば

副会長 葛 西 義 雄

耗,嚢麗覊圓養護“驚き第21回定時総会を開催致します。
亞 会長あいさっ !乾物議

多
“薬物廉嚢釀簾疑義きら衾多額.

会長 榎 波 弥 - 郎.
錫掻鞠雑獲癈離溌 麹翳薇癈鞠

御出席の皆様には大変御苦労様でございます。皆様には法制定30周年記念式典に引き
続き本総会に御出席いただいてお疲れのことと存じますが、 提出案件は昭和54年度の事
業報告並びに収支決算報告、 昭和55年度の事業計画案、 予算案等 8件でございます。
さて、 昭和54年度事業は各役員、 支部長を始め支部役員、 さらには会員各位の御協力
により概ね良好に推進されたものと考えております。 また、 予算の執行についても節減
につとめ、 その範囲内において若干の繰越を作って決算を終了した次第でございます。
ただ、 本年の重点事項である車庫証明については、 御承知のように順調ではありませ

んが、 幸い会員の熱意と業界の一部にも理解が浸透し、 昨年の中盤頃より受託件数が増

え始め現在全道 5、 6ヵ所で月間 700件以上処理されているようでございます。
また、 目下申し入れのところもあり、 順次増加しつつあることは誠に喜ばしく一層の

努力が必要と考えます。
次に、 今回の法改正は全国の行政書士会があげて運動した結果、 本年 4月30日に公布
9月 1日施行になりました。 今回の改正により提出代行と相談業務が加えられ一歩も二
歩も前進したことになりますが、 半面、 労務関係の業務が第 1条から削られ、 これらは

附則の経過措置で当分の間現会員に限り仕事ができるように規定されています。
改正法の解釈については皆様方から問い合せもありますが、 連合会に対し改正法施行

通達の中に明記してほしい旨を自治省に申し入れの要請をしてあります。
次に、 執行方針でございますが、 私が常に要望致している会員の和と団結、 健全財政

- “ -

謝辞を述べる 平 賀 先 生



の確立、 重要継続事業の積極的処理、 この
= つを重点としております。

本年度の予算編成は、 当初会費の増額をしない方針で、 不足の分は積立金をと
りくず

し、 さらに足りないものは事業の見直し或いは減額をす
る考え方により 3 月 8日の支部

長会、 理事会に提案しましたところ、 支部長会の御
意見としては積立金を使うのは今後

の財政運営に悔を残すので、会費改正を 1年早やめて今年から増額し、 事業の復
活と支

部交付金の増額を行うべきではないかという御意見が出て、 2、 3 反対意見もありまし

たが、 概ね満場一致の形で決定をみたわけであります。

こういう決定がありましたので、 本年 7 月から会費 1,000円の増額、 事
業の復活、 支

部交付金の増額の方針にしたがって事業計画及び予算の再編成を行い、 4月14日の支部

長会の審議を経て理事会に提出し、 その決定のもとに本日の提案と致しま
したo

本日は各議案について十分御審議をいただき、 和気あいあいのうちに有意義な総会で

ありますよう御協力をお願い致しましてごあいさつとしますo

m 議長 ･副議長の選出

仮議長 榎波会長 議長が選出されますまでの間暫時仮議長として議長席に着きます。

本総会の議長の選出方法をどのようにするか御審議願います。

会場より仮議長一任の声あり

それでは御賛成いただきましたので仮議長より指名致します。

北海道行政書士会支部長会議長の函館支部黒島宇吉郎君を議長に指名致しますo

御異議ありませんかo

異議なしの声、 拍手

き

議長は黒島宇吉郎君に決定致しました。
これをもって仮議長の職を終ります。

黒島議長 副議長の選出は恒例に従い議長の指名と致したいと存じますが、御異議あり

ませんか。

異議なしの声

副議長に伊藤正敏札幌支部長をお願いします。
拍 手

黒島議長 一言ごあいさつを申し土げます。
さきほど会長より極めて丁重なごあいさつがありましたように、 本日の総会は法制

定30周年を意義あらしめる立派な総会として終了させたいと思いますので、 代議員各

位の特段の御協力を心からお願いし私ども正副議長の就任のごあいさつと致します。

黒島議長 本総会の成立について報告します。
総会構成員数65名、 定足数33名でありますが、 現在支部長14名、 代議員49名併せて

63名の出席があるので、 本総会は適法に成立致しました。
拍 手

y 議事録署名人の選出

黒島議長 議事録署名人は議長に指名させていただきたいと思いますが、 御異議ありま

せ んカコ。

異議なしの声

御指名申し上げます。

小樽支部長の松本重一、 旭川支部長の西川正信の両氏を議事録署名人として指名致し
ます。

V 議 事
黒島議長 第 1 号議案から第 3 号議案まで関連がございますので、 一括上程します。 よ
ろしいでしょうか。

異議なし

それでは第 1号議案から第 3号議案まで一括上程致します。
第 l号議案 昭和年54度事業報告について説明願います。
以下、 総務、 経理、 企画、 業研、 監察、 車庫証明対策特別委員会の順に議案の記載内
容につき要点説明を行う。
黒島議長 次は第 2号議案 昭和54年度一般会計収支決算及び第 3号議案 昭和54年度
特別会計収支決算について要点のみ説明願います。経理部長。
高橋経理部長 議案別冊決算書により概括説明を行う。
黒島議長 続いて監事の監査報告を求めます。細木監事。
細木監事 監事の細木貞次です。本日中野監事は急病のため本総会に出席しておりませ
んので私が代表して報告を行います。 (このあと故二本松監事の在任中の功績をたた
え、 追悼の辞を述べた。 )

さて、 監査報告は、 担当監事がそれぞれ報告をすることになっておりますが、 本日
は御承知のような日程のため監査結果については、 在任監事 2 名の共同報告としてお手
元の監査報告書に譲り、 ここでは本会の監査にあたる監事団の姿勢について若干申しあ

げ、 報告に代えたいと思います。
例年の監査報告でも申しあげておりますが、 監査にあたっては法施行規則第t5条の趣
旨に従って、 会員に代わって会務執行の状況を明らかにすること、 予算については会則

第73条の規定を原則とすることを 2 本の柱として厳しく検査をしてきました。
昨年 6月門日開催された改選直後の役員、 綱紀委員会同会議では、 会長はそのあいさ
つの中で、 特に監事に対して ｢監査は厳正に執行してもらいたい｣ と要望されました。
監事団は本会の各機関に対しては本会は ｢会員全体のものという認識をあらたにして
もらいたい｣ ということも申しあげております。
現在の本会機関の執行状況は、会員のだれが見ても理解と納得が得られるものでなけ
ればならないことを基本として必要な措置要求と改善勧告をしており、 予算関係では指
摘事項に該当する事例をあらかじめ示して、 あやまりのない執行を期しております。
去年の総会でも申しあげましたが、 54年度でもまた若干の支部の会員から、 本会並び

に支部の会務執行や会計処理について具体的な事項をあげて監査の要望が、 直接監事に
よせられま した。

本日配布の監査報告書の中には、 その要望の一部にもふれたつもりです。
本会総会に出席できない会員、 また出席しても時間的制約もあって発言できなかった

り、 支部総会では日ごろ顔をあわせる間柄から遠慮があるなど、 要望をよせられた会員

はその理由をあげております。
それらの事項の中には監事の気のつかなかったこともあり、 また監査にあたって非常
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に有益な事項もありましたo

本年度も貴重な御意見や要求を監事団によせられるようお願いを申しあげますo

以上をもって監査報告に代えさせていただきます。

黒島議長 以上で議案第 1号から第 3号併せて監査報告を終りましたので、 これから質

疑に入りますが、 第 1号議案に関する質問要旨が提出されておりますので、 その方を

優先して発言を許します。

函館支部 入間川代議員。
入間川代議員 (函館) 車庫証明対策特別委員会の活動報告の中にあるューザー向け啓

発のことは、 佐々木委員長の説明で分かりましたが、 55年 3月 18日北行第56号に
よる

チラシ作成はどの程度まで進んでいるのか、 われわれはこれを相当重くみて待ってい

るので説明願います。

佐々木委員長 お答え致します。 チラシのことにつきましては 3 月 18日付けで各支部長

あてに、 どのようにしたらよいかという文書を出してありますが、 これに対し
て未だ

回答が集まっていないことと、 ューザー対策がまとまっていないところもあ
り、 まだ

早いのではないかという支部もあります。 枚数について要求があったのは 4 支部から

50枚、 3 千枚、 亀万枚、 10万枚となっており、 中には必要がないという支部もあり
ま

す。 こういうことから次回の特別委員会で検討したいと考えておりますo

入間川代議員 (函館) 佐々木委員長が来函の節に、 私は急ぐやるの専門部をつくらな

いかといいました。 車庫証明がうまくいっているなら別ですが、 われわれは 1年間と

いうもの食うや食わずでやってきたのです。 車庫証明についてそういう決定をしたと

いう通知を出し、 それをまっていたのに60日も投げていたということは只今の回答で

は納得できないので再度答弁をお願い致したい。
佐々木委員長 御意見ごもっともでございますが、 先程申しましたように十分煮つまっ

ていない状態なので、 しばらくお待ちいただくということで御了解願います。

上出代議員 (十勝) 車庫証明調査省略問題の見通しをお聞かせ願いたい。
次に車庫証明業務は各支部のセンター会員以外が取り扱うことの可否について伺い

たい。 また、 この業務はセンター加入会員でなければならない場合は、 本会より当該

書士に対してセンターに加入するよう通知してほしいがどうかの 3 点でございます。

黒島議長 只今の御発言は事業計画の中で答弁を求めるのが適当と思いますので御了解

願います。

上出代議員 (十勝) 了解。
丹羽代議員 (旭川) 車庫証明対策特別委員会は専門部会が昇格したもので、 昨年の総

会でもこの重要性について質疑応答が相当あった経過から考えると、 総会終了後直ち

に委員会が発足してもよさそうに思いますが、 11月22日に設立され相当の期間が経過

した点について伺います。

次は些細なことですが、 委員の任命は理事会で任命と記載されているが、 これは理

事会の議決を経て会長が任命なり委嘱するという手続になると思うので、 どちらが本

当なのか伺います。
もう一点は、 会費の滞納整理事業のことですが、 支払命令を出したのがt3名で、 こ

のうち 4 名が納入され、 残りのものは仮執行宣言、 又は
訴訟を経て強制執行が残るこ

とになり、 それなりの理由もあると思います
が、 私は支払命令の発せられる段階まで

に除名か何かの措置があったのではないか、 そうすると秩序を守るためにはこうし
た

ことも必要かも知れませんが、 われわれの同業者であった人達なので、
できるだけ実

情を調査して減額するなりの寛大な取り扱いをして円満解決をできないものかと考え

ますが、 これまでの経過を伺います。

佐々木委員長 お答え致します。前回の総会で車庫証明の特別委員会を作るべきである

との意見のあったことは御指摘のとおりです。

それに基づきまして、 業研部会から分離して強化を図ろうとい
うことでしたが、 一

方、 既設の部会で活動を続けておりました。 そ
のうちに業研部の中にそのままおくこ

とは仕事が重荷になるということで、 11月22日に特別委員会が発足した
もので、 この

間いろいろと検討を重ねてきたもので、 全く推進がなかったわけではない
ので御了承

ください。

佐藤業研部長 業研部長と車庫証明対策特別委員会の副委員長も兼ねておりますので、

その間の事情についてつけ加えて御説明申し上げます。

私の当初の考え方は、 朝令暮改という言葉もあります
が、 機構を作ったり変えたり

せず、 現在ある機構の中に 7 名のスタッフを
増員して活動を転開することにしたわけ

ですが、 そういう活動の中で特別委員会に作
りかえる時期にきたという気運になりま

したので、 あの時期に発足したということであ
ります。 御理解いただけましょぅかo

それから委員任命のことは御指摘のとおりでございますo

黒島議長 ‐特別委員の任命のことは、.会則89条によると理事会の
決するところにより、

特別委員会を設けるとあるので、特別委員会を設けるために特別委員の委
嘱について

理事会にかけたという趣旨だと答弁しなければならないと思いますがo

佐藤業研部長 そのとおりです。

横波会長 私から補足しますが、 只今お話しがありましたとおりです。 丁度
この時の理

事会に諮ったところ、 特別委員会を設けるべきであると
いうことで委員を人選し、 議

決したという趣旨でありますから御了承願います。

高橋経理部長 支払命令関係について御答弁申し上げます。

会費の滞納整理については、 ヶース
パイヶースという考えを十分もっておりますo

誠意を示したものは分割、 返納も認めています。 ただ、
そうした中で何回納入催告し

ても返事もよこさない、 誠意を示さないそうした人達に
対してやむを得ない処置とし

て支払命令を出しているわけでございます。 お互い同業者でございますので、 経済的

実情等を調べてやっているものであり、 決してだれ、 かれの別な
く.強制的手続に訴え

たものではございません。 したがって、 今後の督促手続の進め方につい
ても十分実情

を調べ、 本人の納得のゆく納入の
仕方で進めてゆきたい。 ただ、 問題は長期滞納者は

いるいる支障が出てまいります。 このような障害をなくするにはある程
度強力に進め

ることが必要で、 減免ということも起り得る
と思いますが、 それはその時々に応じて

適切な措置をしていきたいと考えております。

丹羽代議員 (旭川) 只今のお話しで大体分かりました。
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次に第 2 号、 第 3 号の決算議案については、 詳細に監査が執行されて監査報告書も

提出されており、 このくらい厳重に監査が執行されたので、 質問することはありませ

ん。 質問を省略して承認してはと思いますが、 賛成の方があればあらためて動議を出

したいと考えています。

黒島議長 只今の御発言については、 議長は適当な時期にあらためて皆様にお諮りしま

す。 札幌支部の方、 どうぞ。
後平代議員 (札幌) 会費値上げ問題について、 今までの経過をお聞きしますが、 最初
に本会では会費値上げについて、 どのような形で会員に周知徹底を図ったか。 それか

ら次に総会の開催日のことですが、 2 年続けて平日に行われてきたのでずが、 これは

どういうことか。 われわれ行政書士は自分で食べているわけです。 遠いところでは、
まる 3 日もついやすことになるが、 今後もこのようにやるのかお聞きしたい。 それか

らもう一つ、 会費の支払命令で 3 名から異議の申立が出ておりますが、 なぜこうなっ

たかお聞かせ願いたい。
黒島議長 只今の御質問の中で、 会費値上げに関することは、 後で議題として上程され
たときに経過説明するのが順序であると思います。 総会の平日開催について答弁願い

ます。 総務部長。

阿部総務部長 本会の総会は非常に遠くからおいでになりますし、 諸般の事情もあるわ
けです。
第 1に多数を一堂に集めて会議を開くという会場の確保の問題もからみ、 なるべく

支障のないよう開催日を設定致しますけれども、会場の準備その他諸般の事情があり

やはり日曜、 祭日に限定することにはならないと思いますので、 その点御了承願いま

す。

高橋経理部長 支払命令に対する異議の申し立てですが、 これは事由を書かなくても異
議申立書類を出せば、 異議の申し立ては成立するわけです。 それから口頭弁論になり

ますが、 委任を受けた他の理事の方に出ていただいていますので、 その内容まで一件

毎に説明するには相当長くなりますので省略させていただきたいと考えております。

後平代議員 (札幌) 会場はもっと早くあたれば土曜、 日曜でもとれると思うんです。
こ こ 2 年間はやっていないが、 その前はやってきたんです。 諸般の事情といいますが

それを具体的に説明してください。
それからもう一つ、 口頭弁論に理事が代理して出ているということですが、 勝訴す

るかどうか見通しをお聞かせ願います。
黒島議長 只今の後平代議員の発言の趣旨を十分尊重して配慮するということ以外に、
今、 諸般の事情が明確にならなければ本会の運営に重大な支障があるということでも

ございませんので、 昭和56年度の総会には十分その趣旨を体して執行部はあたるとい

うことを議長にまとめをおまかせいただきたいと思います。 後平代議員如何ですかo
後平代議員 (札幌) 分かりましたo
黒島議長 ありがとうございま した。
それから支払命令に対して勝ち目があるかないかについて、 経理部長。
高橋経理部長 勝ち目があるということで御了解願います。

後平代議員 (札幌) 昭和54年度一般会計決算について、 収入で約 100 万円の増収があ
り、 それに予備費で l50万円、 両方で 250万円の繰越が出たわけですが、 実際には300
万円からの繰越がある。 これは支出で使われないで残る分が l00 万円で、各予算科目
に減も増もありますが、 予算執行についてどのように考えるか監事にお聞きしたい。
細木監事 予算の執行が適正であるかどうかの質問ですが、適正であったと認めました。
野際代議員 (十勝) 監査報告書中に会費収納事務の合理化のため、例えば機械化の方
法などを検討してはどうかとありますが、 機械化について具体的にお聞きします。
細木監事 例えば、 コンピューター等による事務処理によって事務の合理化 ･簡素化を
図ってはどうかという中野監事の監査所見によるものであります。 中野監事は税理士
として経理事務に明るい方でございますし、 それに最近は経理事務の処理にコンピュ
ーターを導入している実態もあり、 そのようなことを検討してはどうかということで
あります。
野際代議員 (十勝) 私は、会費の納入方法について当座預金による自動振込の方法を
とったらどうかと考えていますが、 その方法をとる意思があるかどうか伺います。
阿部総務部長 このことに関しては対話集会の際提言されたこともあり、 また随分以前
に検討したこともございますので、 私の方からお答えします。
自動振替の条件として特定の金融機関に集中して会員が預金するとか、事務局で作
る書類作成の手数が膨大に増えるとかの問題点があり、また加入者負担で振替を使う
と物資あっせん代金等も一緒に納入されるなど問題点がいろいろあるわけです。
このことについては最もよい方法があれば、 それにしたがって推進したいと考えて
おります。

野際代議員 よく分りました。ただ、私は銀行等の自動振込みにすると滞納や支払命令
等の問題が少くなると思うんです。
黒島議長 この際、 皆さんにお諮り致します。 先程、 丹羽代議員から御意見のありまし
た質疑省略採決をとってはということについて時間の関係もあり、 お諮りします。
第 1号議案から第 3 号議案まで執行部提案報告のとおり承認することに異議ありま
せ ん力"。

異議なし ･拍手

黒島議長 第 t号議案、 第 2号議案、第 3号議案は多数の賛成を得まして原案通り承認
可決致しましたo

満場拍手

黒島議長 第4号議案 北海道行政書士会会則の一部改正についてを上程致します。
‐ 提案説明 阿部総務部長。
阿部総務部長 北海道行政書士会会則の一部改正について御説明申し上げます。
本会会則第68条別記4 の会費月額3 ,000円を月額4 ,000円に改め、 適用は昭和55年 7
月 1日にしようとするものです。
改正の理由は財政事情によるものでありますので、 経理部長から説明してもらいま

す。 それから札幌支部の後平代議員から質問のありました、 どのような方法で会員に
対して会費値上げの趣旨の徹底をはかったかということにつきましては、 これは会員
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の代表者である支部長会で審議をいただき、 その賛成を得て値上
げしようとしたもの

であります。

高橋経理部長 改正の理由につきまして議案に改正の理由を詳細に
書いてございます。

さらには会費改正時の昭和51年度以降における諸経費の増加状況説明表の
中にも詳細

に載ってございますので、 その点を十分御理解いただき
たいと思います。

今回の会費の値上げ問題につきましては、支部長会の審議の過程におい
て積立金の

とりくずしを何んとか避けて会費増額で賄っていこうという御意見
があったわけでご

ざいます。

現在、 財政調整積立金は 879 万円ばかりに
なりました。 しかし、 これは ,1 年間でで

きたわけではございません。 昭和52年度か ら、 こつこ
つと積立ててきたものでござい

ます。

それから、 本会における年度初めの必要経
費、 これは古い方はご存知でしょ

うが、
釘

諸会議、或いは事業費、業務運営等の諸経費を賄うの
に 500万円程度の遊び金はどう 趨

しても必要でございます。 これには支部交付金の概算払をす
ることによって、 支部の

活動を円滑にするという目的のものもあるわけでございます。

前年度の総会で積立金の目標額はどうかという質問等もございましたが、
最少限度

篤000万円の資金は確保する必要があると考えております。

なぜなら、 本会にはいわゆる固定資産というもの
は何もありませんo したがって、

もし一時借入金をするという時には何の担保もないのでございますo

私はここ 4 年間、 財政をあづかって参りまして、 昭和
41年度には 443 万円という未

払金の整理をして、 あの苦しい財政を切りぬけてきたの
でございます。 今回の値上げ

に対し、 特段の御理解をもって御承認いただくこ
とをお願いします。

拍 手

黒島議長 只今提案説明が終りました。

この第 4号議案に対する質問の通告が函館支部の入間川代議員から提出されて
いま

すので、 入間川代議員の質問を許します。

函館支部 入間川代議員。
入間川代議員 (函館) 結論から申しますと約30 % 1,000円の値上げにつ

いては大賛成

でございます。 去る 4 月 26日函館支部総会において万
場一致で賛成の決議がされまし

たが、 現在の物価情勢をみると、 例え
ば石油は倍増している。 それに今日配布された

本年度の会計予算の構成図にもあるように 1,000 円以上のものが同んら
かの形で支部

に還元されているのですo

助成金、 交付金というものだけでも相当の
割合で支部に戻ってきているわけで、 こ

ういう状態から見まして、 われわれは本会全体の考え方と
して矢張り値上げする事が

適当かと思います。 なお、 この議案の説明表の中に示
されているものの中で、 若干問

題があると思うのは昨年改正された旅費です。

今の日当は 3 ,000 円、 宿泊は 5 ,500 円のよ
うですが、 そのような金額で泊ま

れるか

どうかと考えますと、 宿泊料は低く過ぎると思います。

それから監査報告書の中にもありますが、 夜おそく蛮でやっても宿泊料
が出されて

いないという不合理な点があるようなので、 その点もう一度考えて見る必要があると

思います。 これは、 ガソリンを入れないで車を走らせるようなもので、 本会のために

皆さんが一生懸命やっているわけですから、 申請代理のような簡単なものでも -時間
l,600円であるのに、 これと比較しても日当3 ,000円ということはあり得ない。 したが

って 2 時間であるうと 5 時間であろうと日当 3 ,000 円ということはあり得ないと思う

ので、 その点もう一度考え直す必要があると思います。 会費の値上げは賛成であるが

こういう点を検討していただきたい。

黒島議長 会長の総括的答弁を求めます。
榎波会長 会費 鴇000 円の値上げにつきましては、 さきほど私のあいさつの中で申し上
げ、 また議案の中にも値上げの理由を詳しく書いてございますので、 内容は一応御理

解いただけると考えているのでございます。

現在の 3 ,000 円の会費は昭和51年度に改正されたもので、 それから 3 年間会費は値

上げしておりません。 おそらく他の土業会は、 かなり値上げをしていると思いますが

司法書士会、 税理士会、 労務士会等に比較致しましても決して多いものではないと思

いま す。

さきほど説明のありましたように、 折角蓄積致した積立金を消費致しますと色々な

支払の場合に財政が窮屈になる、 そういうことではいかんということで昨年、 一昨年

も積立金 L OOO 万円を目標としていることを皆さん方に申し上げたつもりです。
今年の予算で最初に考えたのは来年度春から値上げしよう、 事業費をつめても 60 0

万円か 700 万円の取り崩しをしなければならない、 そういうことも考えたのですが、
この際会費を値上げしたらどうか、 そうしなければ足りないんではないかという皆さ

ん方の御意見、 これは支部長会の御意見であり、 また理事会におきましても、 それが

妥当だということでしたo

そういうことか ら、 この値上げについて 2 ,000 円上げたらどうかという御意見もあ

りましたが、 私はこの際 範000 円で 2、 3 年やらしていただこうと、 このような考え

でございます。

それから入間川さんの御意見は本当に妥当なお話しでございます。
役員として私どもの方から旅費を上げてほしいということは仲々いい得ないもので

して、 遠くからきていただく方には一日の会議のために 3 日間も要するわけで、 その

3 日間は自分の仕事ができないことになりますが、 これは本当に気の毒です。 しかし

過去にはろくに払わなかった日当、 旅費を最近では少ないながらも、 すぐ支払うとい

う方法をとって参りました。
旅費のことは役員にあまり気の毒にならないよう、 旅費の改正については今年は一

応予算を提出してございますので、 途中で変更するわけには行かないと思いますが、
御意見を十分ふまえて考えて行きたいと存じます。

黒島議長 入間川代議員、 よろしいですね。
入間川代議員 (函館〕 は い、 分 り ま した。

黒島議長 他に質問ありませんかo
札幌 後平代議員。

一 7 2 一 - 7 3 一



後平代議員 (札幌) さきほど私の質問にお答えがありましたが、 納得の行
かない点が

ありますので再質問致します。

支部長に連絡しただけで、 この問題は片付けられない
と思うのでありますo なぜ会

報に載せて会員にその徹底を図らなかったということです。

会員全員が納得して会費を払うためには今総会にかけるのでなしに、
その前に全会

員の了解を得る事が必要でなかったか。 ましてや会費の値上げについ
ては大部前から

分っていたんではないかと思うが、 このことは会報の中に
は一切触れていないo 今後

値上げするにしても、 もう少し慎重に検討して行
くべきであると思うので、 もう一度

回答願います。

会費について 篤000 円上げることについては、 札幌支部としては現時
点では反対と

いう立場を取っております。

これは総会の議決もしくはわれわれ代議員にまかされておりますが、 支部
会員の意

　 　　

向等を調査したところ 5 割以上が反対。 さきほど会長のお話で他士業会
が上ってし、る 態

ということでしたが、 それはそれなりの理
由があってのことと思います。

行政書士会のように運営が苦しいから上げるというんではなくて、 司
法書士会や土

地家屋調査士会では、 別な面でそれ相当な理由
があって上げたんだと思うんですo

社労士会は 亀000 円で上がっていないと思いますが、 よくわかりま
せんが、 そうし･

うことで今一度回答願います。

札幌支部としては、 今の会費が妥当ではないかとい
うことと l,000 円上げるとすれ

ば、 もう少し支部への還元が多くて
もいいんでないかという考えを持っております。

黒島議長 総務部長。
(この時、 函館支部入間川代議員より議事

進行についての動議あり、 議長これを許

濾 す)

答弁で執行部と代議員の間でやり取りするより賛成、 反対の討入間川代議員 (函館)

論をさせた方がいい。 その方が時間の浪費も防げると考える
が、 どうか。

黒島議長 只今、 賛成、 反対の討論をさせたらどうかということ
ですo

i / したがって質疑を省略してよろしいですか、 お諮り致しますoしたがって質疑を省略してよろしいですか、 お諮り致します。

値上げ提案理由についての質疑を打切ってはどうかという意見があります
がo

賛成、 異議なしの声

反対の声

異議ありの声

黒島議長 異議ありの声もございますのでこの際質疑を打切に御賛成の方は挙手を願い

ます。

挙手の方が 3 分の 2 以上と認めます。 したがいまして質疑については打切りと致
し

まして賛成反対の討論に移ります。

その前に札幌支部の方、 議事進行についてどうぞo

岸田代議員 (札幌) 当初予定されていた方の質問に対し、 再質問の回怨まないのです

事 が、 回答をすることが行政書士会の本当の姿であ
るべきと思います。 それに対して全 -

“

くといいましょうか函館の代議員さんお一人から意見があっただけで、 質疑打切りと

- “ -

いうのはあまりにも早すぎるのではないかと思います。 それから、 これは重大な問題

ですから十分に質疑応答が行われてしかるべきかと存じます。

質疑省略、 討議の措置は議長の職権の乱用ともなりかねないので、 その辺を考えて

しかるべきかと存じますのでよろしく願います。

黒島議長 総会を円滑にするため、 あらかじめ代議員の皆さん方に議案配布と同時に質

問のある方は質問要旨を事務局に提出するようにという御案内が行ってい る は ず で

す。

会場よりきているの声あり

いっておりますね、 したがって議長はあらかじめ質疑のある方は既に執行部の方に

出されていると理解しております。 それが亀名より出ていない、 それが只今の総会の

実態でございますo

しかし質問通告がなかったけれども後平代議員からあらかじめ会費の問題について

発言がございましたので、 私はこの発言に対して答弁をさせました。

その後質疑を打切って賛成反対の討論をしてはどうかという御発言がございました

ので議長は皆さんにお諮りを致しました。 ところが 3 分の 2 以上の多数の方々が質疑

を打切ろう、 こういうことで皆さん方の多数の御賛成をいただいたので議長は議長の

権限で打切ったのではなくて、 代議員の皆さん方の御意見を尊重して取りまとめたの

でございます。

会場より、 その通りの声あり

議事進行の声もあり

いうなれば、 議長は代議員の皆さん方の御意思のとおり、 議事を運ぶだけでござい

ますのでよろしく御協力をいただきたいと思います。 ‘

したがって賛成反対の中に建設的な意見が出れば、議長は執行部から親切丁寧に回

答をさせたいという気持もありますので、 あくまでも民主的に和気あいあいのうちに

議事を進めて行きたいと考えます。

拍 手

岸田代議員 (札幌) 只今の議長のお話は大変民主的で結構だと思います。その前に今

皆様方の御意思に基づいて決定を見たということですが、 皆さん方の意思集約がどう

かということは、 その前の検討がなされたあとで皆さん方の御意見をまとめるのが適

切と思います。
最初から一つも質疑がなされないうちに質疑打切りというのは早やきに失しないか

と思います。

黒島議長 只今札幌支部の方から極めて建設的な御意見がありましたが会費値上げにつ

いては私も札幌支部長も支部長会に出席して相当長い時間をかけて集約し、各支部長

の責任において各支部においてそれぞれ対応しただろうと思います。 さきほどの話し

のように函館支部では支部総会にかけて支部の皆さんに会費値上げの趣旨徹底を図っ

たわけです。 もし札幌支部で十分、 会員の皆さんに趣旨の徹底がなされていないとす

れば、 これは支部の内部事情ではなかろうかと存じますので議長の関知しないところ

だと存じますo
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会場よりそうだ、 そうだの声あり

副議長降壇し札幌支部の実態について説明する。

伊藤支部長 (札幌) 只今いろいろとお話しがありましたが、 ここ
ではっきりと札幌支

部の実態は、 こうであったということ
を参考に申し上げて見たいと思います。

札幌支部は全会員 442名に対してアンケートの提出を求めたの
でありますo 回答数

303名、 回答率56 % でした。

その内容を申しますと、

① 反対が170名で全体の56 %

② 値上げやむを得ないが、 97名、 32 %

③ 積立金とりくずし後は値上げやむを得ないが、 36名、 12 %

反対者170名の内訳は、 これは本会の役員も知ってい
ていただきたいと思いますが、

予算を縮小して現会費維持が77名で45 %、 それから営業状態よりして
負担能力がない

というのが、 51名、 3l %、 この問題
が将来会費徴収に相当のウェートをもつことだと

思いますので考えていただきたい。 それから会員に対しての利益還元
が少ないが、 16

名で 9 % 支部への交付金の増額がないか、 8 名で 4 %、 その他名
倦むま諸々の意見が出

ております。

以上がアンケート調査の結果でした。

私は経理部長にお考えいただきたいのは、 こういう状態をふまえ
て執行に当っては

相当の考慮をしていただきたいo

それから会費増額は長期展望に立って若干の時間をかけることが必要で
はないか、

このままでもう少しの期間やって見てどうしても見通しが困難であれ
ば、 これもやむ

を得ない。 その時は全員賛成するという要望を出して
おきます。

各代議員の皆さんは本総会において何んとか結論の出ますことを願って札
幌支部の

実情を申し上げたわけでございます。支部長と副議長の立場より重ねてお願いを
申し

上げ説明を終ります。
拍 手

榎波会長 会費値上げの問題についてはいるいる御意見がございました。 札幌支部の
こ

とも今朝お聞きしております。 アンケートをとります場合には理由等を
入れないと仲

々正確なものが出てこないと思いますが、 アンケート調査をした
ことはそれも一つの

方法であったと思います。

ただ、 ここで申し上げたいことは昭和5
1年から今日まで会費の値上げをしないでき

て今年の予算を組むのに積立金を全部使っても足りないことは、 さき
ほど申し上げた

とおりです。 消費してしまうと再びこれは戻って参
りませんo

私はこれまで財政積立をしなければ適正、 円滑な会の運営はできないとい
うことを

皆さんに話して参りました。 私は常に申し上げておりますように会費は本
当に一人 ｣

人の血のにじむようなお金なのでこれは絶対無駄に使ってはならない。

予算を執行する場合も私は経理部長にお願いして必ず実行予算を組んで、その実行

予算の範囲内で執行し、 しかも、 そのほかに少しでもと考え
て54年度も 100万円位の

特別支部交付金を工面し年末に差し上げたのでございます。

　 　

麟解毒圭

もう限界のところまできているのでございますので、 予算を切りつめてといわれま

しても実際には切りつめるところはない実情でございます。 それから物価は日増に上
がってきております。 紙 1枚にせよ、 印刷費にせよ、 郵便料、 旅費、 運賃等の公共料
金は総て上がってきておりまして、 倒底去年と同じような内容ではやってゆけない状
態でございます。

私等はこの案を今年春に出しました時は誠に情けなく思いました。
今までこつこつとようやく糖立ててきたものが今年すっかりなくなって しまう。 来

年からはどうしてやってゆくかということも考えたんですが、 しかし、 これは今年は
我慢してもらおうというつもりで第亀回の予算を提出したわけです。
ところが、 各支部長はこんな予算でどうするんだ、 もっと出すべきところは出さな
ければならないし、 やるべきことはやってもらわねば会の趣旨に反するものではない
か、 それで本年度から値上げすることにした方がいいとの大方の御意見があり、 その
際も先程札幌の伊藤支部長さんからもお話しがありましたように、 仲々そうは行かな
い。 札幌の場合も全面賛成というわけには参りませんよ、 したがって支部の方にでき
るだけもう少し支部費用を援助してほしいという要望がございまして、 私もそれはも

っともだと思い支部交付金の増額を認めたわけでございます。
ここにあります表を御覧になりますと、 分りますように 5 年前と比較しますと実際
に支部費は相当増額されております。 支部の収支決算を見ましても各支部において、
30万円、 50万円、 70万円と支部においては繰り越し金を残しているところもできてき
ましたし、 また、 支部会費を取らないでこの交付金だけで賄っている支部も沢山ある
わけであります。 私は支部活動を活発にするには早く交付金をあげることが大切でこ

の総会が終ったならば、 すぐ支部の仕事に入ってもらいたいと考えているわけでござ
います。

先程もお話しのありましたように、 こんな少ない旅費ではどうするんだといわれな
がらも役員の方々には泣いて貰って何んとか会の財政をよくするために進んで参った
わけでございます。 こういうことで、 本日提案した予算は会費 l,000円を上げるとい
うことにして作りかえた予算でございます。 したがいまして 亀000円の会費値上げが
認められないと予算についても全部お流れということになりますし、 また、 われわれ
もそれに対しては相当の責任を取らなければならないとこのように考えるものであり
ます。

そこで皆さん方に特にお願いを申し上げますが、 色々な事情もあり、 また、 御意見
もございましょうが、 とに角会費は大事に使う、 そして皆さん方の厳しい御意見を体
しまして、 今後会の運営に当るという私の提案の趣旨を御理解いただきまして、 何ん
とかこの提案を通 していただきたいと思います。

私達はこうした経過をたどり、 検討に検討を重ねて本案ができ上がったわけですか
ら、 今ここで大声を張りあげてのやりとりはな しにし笑ってお互いに理解 し合い、 今

後の会の発展を考えて決定するよう特に皆さん方にお願いして総括説明と致します。
万場拍手

黒島議長 他に発言はございませんかo
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曄壁竇瞬き -

後平代議員 (札幌) 質問に対する回答が欲しい。

阿部総務部長 質問に対する答弁とは会費値上げについての全会員
に対するアンケート

を出すべきだということですかo

後平代議員 (札幌) 全然違います。 会報に載せて全会員に周知したか
どうか、 それは

今度会費がこのように上がるということをなぜ会報等で知らせなかった
かということ

です。

阿部総務部長 会報で通知していないのは御承知の通りです。

まず本年度の事業なり予算を総会に提出するためには、 その前提として支
部長会の

意見を聞くということになっております

支部長会で審議したところ、 事業を縮小しないでこ
ういう事業も、 こういうことも

やって欲しい。 そのためには来年度といわずに今年
度から上げるべきであるという御

意見が多かったのであります。 その中には 1,000円といわずに
もっと上げてはという

話しもありましたが支部長会の要望を入れて も000円の値上げを本日ここに
提案致し

たのが事業計画、 予算編成のいきさつであります。

会費を値上げするには会則の改正が必要となるわけで、会則改正は総会の
議決によ

らなければなりません。 従って総会提出前に何故に全会員に
周知しなかったといわれ

てもそれは良識ある代議員の方々には御了解がいただけることだと思います。

以上であります。

近江代議員 (網走) 先程質疑打切りということで決を取ったはずです。 この
総会は一

度決を取ったのに何回もバックしながらやるのはおかしいo

罫

拍 手

黒島議長 ありがとうござし･ま した。

只今の答弁は質問に対して適確に答えないという再度の議長に対しての催促
でした

ので、 民主的にやるためには矢張りこれを
許した方がよいという議長の配慮によるも

のですので網走支部の方御了解願います。

質疑は、 一応打切ってございますので、 只
今は賛成反対の討論の発言をいただいて

いるのでございます。

大沢支部長く釧路) 本件につきましては先程来、 執行部から詳細なる説明
がなされて

おります。 そのような状況の中で札幌支部の代議員からい
ろいろと出て、 そのために

大分遅れております。 大方の方は本会の執行部の提案に賛成のようで
ございますので

議事を進行させていただきたいと思います。

黒島議長 ありがとうございま した。

只今釧路支部長の発言で議事を進めよ、 いうなれば、 賛否が出つくしたので、
この

辺で採決を取れという議事の進行の意味だと思いますので、 議長はそのように理解し

まして第 4 号議案について採決を取りたいと思いますがいかがでしょうか。

異議なしの声あり、 拍手
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異議なしの声多数ありますので、 第 4 号議案について採決をとります。
第 4 号議案北海道行政書士会会則の一部改正、 具体的には会費値上げに対する反対

の方の挙手を願います。
反対“票

賛成の方は挙手を願います。
賛成48票、 出席者の 3 分の 2 以上の賛成をいただきましたので、 本案第 4 号議案は

原案通り可決成立致しました。
万場拍手

黒島議長 執行部に特に要請しておきます。
札幌支部の会費値上げ反対の趣旨は十分に尊重するに価いすると思いますので、 今
後 1 年間執行の段階で反対の趣旨に反しないよう十分意を尽していただきたいことを

議長から特に執行部にお願いするとともに、 札幌支部の皆さんには大多数で決定した

ことでございますので、 総てのわだかまりをすてて御協力いただくことをお願い申し

上げます。
榎波会長、 簡単に願います。

榎波会長 反対の方々の御意見は非常に貴重な御意見と受けとめております。 したがい
まして、 そのことを十分にふまえて、 今後の会務の執行に極力反映して行くつもりで

ございます。 どうぞ今後共皆様の何分の御協力をお願い致しまして簡単ではございま

すが本案成立の御礼といたします。
万場拍手

黒島議長 第 5 号議案、 昭和55年度の事業計画についてを上程いたします。
お諮りを致します。 議案につきまして皆さんのお手元に早くから配布されておりま

すので、 十分検討済みのことと思いますので、 提案理由の説明を省略、 直ちに質疑に

入りたいと思いますが如何でしょうか。
会場より異議なしの声あり

御賛成を得ましたので、 これより第 5 号議案の質疑に入ります。

最初に質問の通告がありました、 網走支部、 函館支部、 十勝支部、 次いで苫小牧支

部の方の順に発言を許します。

網走支部長
今野支部長く網走) 企画部の中で、法令の研究、 法令の新設改廃等の周知徹底を図る
このようになっておりますが、 4 月 13日の支部長会でも申し上げたように、 税理士法

の改正、 社労士法の改正、 また今回の行政書士法の改正に見るように必ずしも、 われ

われの業務に有利ではないのであります。
そこで、 これは日行運の方でも法令の研究をなされているとは聞いておりますが、
日行連のみに頼らず、 会員以外にも法律の専門家を委嘱してきまった法令の解釈をす

るのではなくして法令が改廃される場合に進んでわれわれの身分、 業務の拡充を図る

ための前向きの研究機関が必要とするのではないか、 そのように提案申し上げたので

すが、 本年度の事業計画には、 それがもり込まれていないので、 企画部、 或いは会長

の御見解をお聞かせ願いたいと思います。
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黒島議長 答弁は質問の全部が終ったあとで、 まとめてやっていただきますo

次に函館支部 入間川代議員

入間川代議員 (函館) 第 5号議案、 業研部関係30頁にありますが、運輸交通部会の中

に最後に業務分担で車庫証明などとありますが、 これはミスプリントではないかと思

います。 これを訂正していただくことと、 もう一つ32頁は、 車庫証
明対策特別委員会

の誤りと思いますので訂正していただきたい、 それだけですo

黒島議長 只今の発言は議案のミスプリントですので、 事務局の方で訂正を願います。

次に十勝支部の方

上田代議員 (十勝) 先程の質問の車庫証明の現地調査の件と同じですo

黒島議長 そうすると、 第 2 点目の車庫証明センター会員のことですね。

それでは苫小牧支部本野代議員

本野代議員 (苫小牧) 車庫証明業務の推進でございますが、 報酬額が支部によって違

っているように聞いております。 こういうことについて本会としての指導につい
て、

お聞かせ願います。

黒島議長 一応質問通告のありました方の質問全部が終りましたので、 執行部の答弁を

お願い致します。

横波会長 網走から御提案の法令研究機関の問題は支部長会でもお話しがあり、 確かに

私共も法規部というようなものが必要であろうということであったわけですo

しかし、 お話しの中で弁護士とかそういう人を頼んでは
どうかとこういうことであ

ったと記憶しています。 これは法令の出る前にする研究というのは大変なことであ
り

ます。
･

法令は御承知のように立法府から原案が出され、 それを検討している間にも、 だん

だん変ってくるわけで最初条文を見ただけでは到底、 内容が分からないのが実体でご

ざいまして、 私達の方では日行連の方にこういう法令が出たんだか、
その法令は一体

どういう法令なのか、 どういう内容なのか関係省に聞いて通知してほしい
と常に要請

しています。

この間も佐藤連合会長から全国であんたのところぐらい、 うるさいところはないo

何かあるとすぐ聞いてくるが、 私の方でもその内容等については、 実は
分からないこ

とが多いといっておられましたが、 私の方としては、 日行連の方では法令の趣旨、 根

本等がどういうところにあるかを早く情報としてつかんでほしいということを申し上

げております。

したがいまして、 この問題は企画部だけでやるのは、 なかなか難しい、 しかし、 今

しばらく時間を与えてほしいと考えております。 その対処方法等については五里霧中

でございますけれども、 貴重な御意見として検討することに致します。

佐々木副会長 十勝支部質問の 之点目、 自販連のいわゆる雇用書士の問題は、 御要望の

ように致したいと考えております。

次に苫小牧支部から御質問の車庫証明報酬額の問題、 これはある程度実績がついた

後、 基本的には 5 ,000円ということを打ち出してあります。 しかし、 現在の
ところ札

幌支部で扱っている金額を各ディーラーが対象にしていると思いますが、 それは場所

的にも地域的にも差異があり、 札幌の金額に500円或いは L OOO門を上積みしていると
ころもあります。 小樽支部では 1 件につき 500円を上積みしてやっておりますので、
それぞれのセンターにおいてこのような方法で取り扱っていただいて結構でございま
す。 それと各地区に特別委員会の委員がおりますのでよく連絡を取り合ってやってい
ただきたいと思います。
黒島議長 日行運の副会長に先程の十勝支部長の発言に対して御答弁いただければ幸い
と存じます。
芳賀副会長 (日行達) 日行連の業務指導部会の担当副会長を致しております芳賀でご
ざいます。

先程の各支部の料金の相違点がありましたけれども、 これは合意確認の際に 5 ,000
円という基本の料金ということで、 各単位会の事情もあるだろうから良く話し合って
やっていただきたいということで合意に達しております。
残念なことに全国的には未だ13単位会が全く交渉ができない状況でございます。 し
かし、 昨年 9 月の話し合いでは、 自販連では全国支部に書面を出して各単会と折衝し
なさいということで、 その写も貰っております。
ですからゴーサインが、 既に出ておりますのでこの点については十分努力されてい
ることと存 じます。

それから現地確認の件ですが、 この点については警察庁の規制課長との相談をまと
めなければなりませんので、 葛西運輸交通部長と私と会長の 3 名で私達の作ったもの
は厳密に現地確認をしているものであるから、 確認調査を省略していただきたいとい
う折衝を準備中ですが、 これも実際にはなかなか困難だと思われます。
特に申し上げたいのは、 今回の法改正により相談業務と代行業務ができるように明
文化されました。
現在は省令の改正で自治省と合意に達しつつあります。 代行業務をする上において
合意点の一つの考え方として、 まず行政書士の代行業務のできる全国統一的なものが
必要で、 今話し合いの最中でございますので、 窓口に提出しても拒否されるようなこ
ともなくなるのではないかと思います。
法規の改正解釈につきましては、 日行連では顧問弁護士 3 名を頼んでお り ま す の
で、 この人達が中心になって研究を致しており、 今回改正の代行業務にしろ相談業務
についても、 弁護士法第72条に関係するのではないかとも思われますので、 この方々
が目下研究中でございます。
それから現地確認の件については、 私の説明の不足の点は葛西副会長から補足して
いただきますが、 とにかく今ミキリ発車をしているところでござい.ますので何分よろ

しくお願い致します。
黒島議長 先程十勝支部の代議員の方から現地調査が行政書士に委嘱される見通しにつ
いてのお尋ねでしたが、 日行連の副会長から極めて困難な情勢にあるという報告があ
りました。 今後の推移については、 本会の副会長を通じて情報を提供していただくと
いうことで、 十勝の方の御質問を終りたいと思いますがよろしいでしょうか。
米倉支部長 (十勝) 確認をしたいと思います。
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さきほど佐々木副会長のお答えでは自販連のいわゆる雇われ書士に通知するとい
う

ことですが、 それは各支部のセンターに加入し
なければ、 業務をすることができない

と解釈してよろしいですか。

佐々木副会長 センターに加入するように勧告したいと思います。

しかし、 これについても、 いろいろと問題
もあろぅかと考えますので、 特別委員会

で検討し対処しようと思っていますので了解願います。

葛西副会長 これから申し上げることは、 日行運の車庫証明業務の責任者として、
日行

連の55年度の計画、 考え方を皆さんにお知らせ致します。

第 1点は自販連との折衝でございますが、先程芳賀副会長が申し上げたとおり、
大

変友好的に話し合いの場が持てるようになり、 これは一歩も二歩も前進し
たのではな

いかと思いますが、 話し合いが円満にできるように
なったことだけで、 総てが解決で

きるとは思っておりません。 今後は話し合いの中で、 理解を深め
ながら、 われわれの

希望する方向にもって行きたいと考えております。

それから日行連の車庫証明に対する推進目標としては、 今まで多くの目標を掲げて

参りましたが、 看板を掲げても実行がなけれ
ば同んにもならない。 そういうことから

今年は国会対策、 或いは関係官庁との折衝に全力を傾ける、
それから各単位会に対し

ては自販連の各支部との折衝に専念していただく、 しかし、 どうしても折
衝がうまく

いかない場合は日行運に報告してもらい、 日行運では責任をもって
その解決にあたる

ということであります。

の問題は一朝一夕には解決がつかないという見方をいたしております。 そこでわ
れわ

れ行政書士が作成した書類については現地調査を省略していただく、すなわち現在警

察署が安全協会に委託している現地調査は、行政書士の書いたものについては、
調査

を省いていただこうということで、 去る 3 月 19日警察庁にお伺いをた
て、 その趣旨説

明もしてございます。 それから 6月の日行連総会にこれを
提案いたしまして、 55年度

の目標として、 この問題の解決に総力を上げるこ
とで、 只今芳賀副会長をはじめ業

務

指導部全員が、 その心がまえでおりますことを報告
し説明を終ります。

米倉支部長く十勝) 行政書士の作成した車庫証明願については、 調査を省略するとい

うことですが、 問題点のあるものまで省略され
ることのないように、 どうか、 その点

を十分考慮していただくように、 お願いいたします。

豊島代議員 (空知) 一言だけ要望を申し上げます。

私は車庫証明のことについて随分、 警察署長に話し合ったり折
衝いたしましたが、

ある署長は非常に熱心で熱意のある人で何回かお伺いしたところ、 車庫証明の問題
だ

けでなく、 自賠責業務に関してまで言及し、 行
政書士の在り方について助言されたこ

とがございます。

また、 窓口規制のことでは一般住民に迷惑
をかけることになるので、 もっと行政書

士が実績を上げたときに、 その方向にもって行くことはやぶさ
かではないともいわれ

た。 この方は非常に理解と熱意があるので、 本会で
もこの方に会ってもらうよう要望

します。

それから、 自賠責業務についても車庫証明の二の舞にならないように、 少なくとも
各市町村内に一人でもよろしいから取り扱いできる書士をおくよう本会が指導するこ

とを強く要望して終ります。
河合支部長 (苫小牧) 車庫証明業務の推進については委員会の様子が何時もトンネル
で、 支部長会議等で始めて分かるという状況でございます。 それで55年度は委員会の

開催結果は早く流してもらいたい。 そうすることによって地区の委員にも連絡や相談
をして支部の運営の円滑化を図って行きたいと思います。
今までは全く地区委員からの連絡もなく、 地域の実情によってやれといわれても仲

々そうは行きませんので、 その点について執行部の見解なりを具体的にお聞きしたい
と思います。
佐々木委員長 お答え致します。
委員会で協議 ･議決されましたことについては、 速報や文書に出すようにします。
委員には全道各陸運事務所所在地の中から選出しておりますので、その委員とよく連
絡をとっていただくということ、 そしてこのことについては私其の方でもよく連絡 ･

協議をいたしまして、 只今のお話しのようなことのないようにやって行きますので御

了承いただきたいと思います。
後平代議員 (札幌) 来年度の総会についての要望でございます。それは折角会議をや
っても時間に制約されて質問の時間がなくなり、 なんのための総会かその意味がなく

なると思いますので時間的にもう少し余裕をもってやっていただきたいということ。
それから行事、 或いは会議の日程等も会報等に登載して会員に知らせるということも
一つの方法かと思いますので、 これは企画部の方にお願いいたしておきます。
それから、 これは議長にお願いいたしますが、 小数意見というものも非常に大事な

ことだと思いますので、 この点も十分考慮していただきたいと思います。 これは要望

ですのでよろしく願います。

黒島議長 後平代議員からの要望が執行部と議長によせられておりますので、 それぞれ
の立場で十分尊重したいと思います。
五十嵐代議員 (札幌) 只今の会則の変更でございますが、 さきほど札幌支部長からお
話しがございましたように、 札幌支部の春の総会ではそのように決まっております。
決定したことについては、 われわれも当然会員としてそれに従うべきであり、 従って
まいります。 ただし、 さきほど会長からもお話しがございま したように、 執行に当っ

ては十二分に留意していただきたいと思います。
それで私は 2、 3 点ですが支部交付金、 これは確かに札幌支部は増額されてはおり

50何万円が増えております。
黒島議長 御発言中ですが、 只今の御質問は予算審議の中でお願いしたいと思います。
五十嵐代議員 (札幌) 分かりま した。
黒島議長 お諮りいたします。 すでに55年度の事業計画については質疑、 御意見が出つ
くしたように思いますが、 この辺で質疑を終りたいと思いますがいかがでしょうか。

異議なしの声あり

佐藤業研部長 業研部の事業計画の中で専門部会の充実強化(1)の運輸交通部会に車庫証
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明などとありますのは、 車庫証明業務についても業務研修会等の開催をするというこ

とでここに載せてあります。 これはミスプリントではございませんので御了承願いま

す。 委員会の名称についてはミスでございますので御指摘のように訂正いたします。
黒島議長 議案第 5 号について採決をとります。
一応、 大多数の方が御賛成のようでございますので、 皆さんの拍手をいただいて万

場一致決定したいと存じます。
一同、 拍手

ありがとうございました。
以上で議案第 5 号は万場一致で原案通り可決 ･決定いたしました。
議案第 5 号に対する意見については執行部は執行にあたって配慮されますよう特に

議長から要請いたしておきます。
次に議案第 6号昭和55年度一般会計収支予算について並びに第 7号昭和55年度特別
会計収支予算、 第 8 号一時借入金についての 3 議案を一括上程いたします。
執行部の説明を求めます。
経理部長。

高橋経理部長 昭和55年度の収支予算でございますが、 細部の数字の朗読を省略し、 お

手元にお配りした昭和年55度一般会計予算の構成を御覧ください。これは新年度予算
の分析でございます。 これによって予算の内容はあらまし御理解いただけると思うわ

けでございます。

また、 予算書総括表には前年度予算との対比及び予算の伸び率を示してあります。
それで、 予算書には収入課目別に積算内容を詳細に掲げ.てございます。 また、 事業内

容等の細部につきましては所管の各部長から、 また、 ここに書き切れないその他の分

につきましては、 それぞれ御質問によりお答えすることに致してと考えておりますの

で、 甚だ簡単ながら昭和55年度予算の関係は以上でございます。
次に、 一時借入金の問題でございますが、 これは特別に災害等の場合以外は借入れ

をしないという方針でございます。 しかし、 どのような異変が起るやも分かりません

ので、 非常の場合に備えてこのように提案したわけでございます。
以上。

五十嵐代議員 (札幌) 先程は失礼しました。 それでは時間の関係上、 全般的なものを
! 百 の こっ 、略して直接の事項についてのみ質問致します。

支部交付金でございますが、 総額で馬400万3,000円 (代理出席特交を除く) でござ
います。 これにつきまして 3 月末現在の会員数 鶏333 名、 会則変更により 亀000 円値

上げによる本年度の会費は会員一人当り 4 ,000 円の負担になり玄す。
ところで、 支部交付金は一人当りlo ,504円となり、 会員負担の23 .3 % が会員並びに

支部に対する還元率となるわけですが、 札幌支部の場合は、 この割合が18 .5 % で約 5

% 減少していることになりますが、 なんといっても会費の収入源の一番大きいのは札

幌でございますので、 予算執行につきまして何分一考していただきたい。 札幌支部ば

かりでなく、 各支部とも今後この算出方法の見直しということで検討をお願いしたい
と思います。

次に、昭和54年度は支部交付金の中に車庫証明特別対策費 100万円が計上されてお

りますが、 本年度は零となっております。 聞くところによりますと、 値上げ案が通れ

ば捻出の方法もあるということですが、 その辺の真意もお聞かせいただきたいと存じ

ます。

次に、 細かい点もありますが、 それを省略して特別会計につきましては物品頒布事

業でございますが、 55年度予算によると 3 ,899 万円の収入をあげるために、 仕入費、

印刷工料、 人件費、 発送費等これは原価計算と思いますが、 これを投入して 1,929 千

円の赤字で、 これは一般会計からの繰入でございます。 前年度は 125 万円、 今年度は

185万円の繰入をすることで 特別会計が成り立っているわけですが、 収支のつぐなう

ような特別会計でなければいかんと思います。 例えば、 頒布事業は民間に委託すると

か、 このようなことも一つの方法でないかと思います。 今す ぐとは申しません
が、 前

進的に御検討いただければ幸いに存じます。 以上です。

上家代議員 原案に賛成しながら意見を申し上げたいと思いますo
第 tに先程会費の値上げが決定され、 いろいろと詳細に理由が述べられましたが、
総てがこのような事情にあるんだから止むを得ないということですが、 それでは本会

ほどのように努力したということを会員に知らせなければならんのではないかと考え

ております。

この総会において具体的に説明することは困難であろうかと存じますから、 来年の

定時総会に向けて本会の体質的な改善、 これを今後の会運営に当り相当考えていかな

ければならない時期に来ているのではないかと考えますので、 今後の会務執行に当っ

てその面も深く留意していただきたい。

第 2点は、 例えば支払命令手続きで債権総額 107万円. これに要する費用は 56万円

計上されております。 会の規則は会員として守らなければならないのは当然であり、

何等かの方法をとらなければならないと思いますが、 もう少し合理的で、 しかも会員

の信頼感を失わないような方法の中で今後手掛けて行くことも必要でないかと思いま

す。

第 3点は、 各支部の交付金の問題です。札幌支部の御意見も非常に大切だと思いま

すし、本会が出されております交付金の基本的な概念は私達賛成をしたいと考えてお

ります。

それからもう一つ、 支部交付金は次年度からは増額の方向に持って行くように努力

すべきであると考えます。

日行連に出す経費の割合は11 % であり、 支部に交付されるものは2I %、 こういう数

字になっており、 実際に活動するのは支部の段階でありますから、 全部とまではとい

うことではなく、 全体から見で合理的な組織の運営を図ることもなければ将来大きな

. 支障を来たすと思います。
以上 偽点につきよろしく配慮願います。

黒島議長 上家代議員の御発言は執行部に対する強い御要望でございますので、 執行部

においては十分意をもちいて執行に当っていただきたいと思います。

大沢支部長 (釧路) 会員の品位保持の問題ですが、 総務部長にお伺いします。
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過般 3年位前のことですが、 綱紀委員会にかかって一応この会員には改善勧告が出

されているが、 その会員は勧告に何等従わないで現在にいたっている。 その会員の実

態はその事務所に常時いないわけで改善勧告がなされ相当期間が経過しているが、 事

務所には専ら補助者のみが執務しております。最近 2件程市民から仕事をお願いした

けれども、 あそこでは用事が足りない、 金も払っているが、 さっぱりやって貰えない

という苦情がございます。 こういうことでは支部会員の統制上非常に支障があります

ので、 早急にそして厳正な態度で処理に当っていただきたいと思います。
もう一つは、 役員の旅費の件ですが、 役員の各位は増額してくれといい出せないと

思います。 今回、 会費が増額されたので、 それを上げれというわけではございません

が、 本会の旅費規定はあまりにも安過ぎるんではないかと思います。 当支部では本会

の用務で役員が出張した場合は、 その差額を支給しており、 支部の財政負担も嵩むこ

とになりますので、 本会の旅費を増額していただけば支部もそれだけ楽になります。
これも一つ考慮に入れて来年度の総会に向って準備を進めていただきたい。 隻‐

以上です。

黒島議長 ここで総括的に会長から発言をいただいて関係の議案の採決に移りたいと思
い ま す。

榎波会長 いろいろ貴重な御意見をいただきありがとうございましたo
支部交付金の配分問題、 これは例えば根室とか宗谷とか遠い所では電話料も高くな

るだろうし、 旅費も相当高くなるということで、 それに支部の集まりをするにしても

非常に経費もかさむだろうということもあり、 支部交付金をきめる場合、 一定の交付

方式を作るべきでないかという監事の御指摘もございまして、 このような方法で作っ

たわけでございまして、 汽車賃もかからない、 市外通話もかからないという点から見

ますと、 どうしても札幌の場合は歩が悪いという算定結果が出てきたりすると思いま

す。

一面先程もお話しが出ましたが、 遠い所では余程うまくやってもらわないと、 われ

われの方では困るという意見もあるわけでございますので、 これにつきましてはもう

一度十分考えなおして見ようという考えをもっております。 しかし、 お互いに無理を

いわないようにしていただかないと遠い所も近い所もいろいろ事情があるわけです。
次に本会の旅費のことですが、 先程大沢支部長からお話しがございましたが、 支部

から差額支給を受けられる役員はよいとしても、 支部から出ない本会の役員もいるわ

けでして、 実際に本会の役員は犠牲になっていることは事実でございますから、 これ

も検討しなければなりません。それから車庫対策の支部交付金を今年は盛り込んでな

いということは、 その通りでございますが、 今後の理事会等で十分検討させていただ

きたいと考えております。
なお、 皆さん方にお願いしたいのは、 ここに提出した予算案は私の方では相当厳密

に検討を重ねて作り出した予算でございますが、 やはり若干は片方で余って片方で足

りないということも考えられますので、 その補正につきまして支部長会なり理事会な

りに御一任願いまして枠内での執行はよろしいと御承認をいただきたいのでございま

す。

今日は本当に熱心に皆様から貴重な御意見等をいただき、 私共はこれを十分ふまえ
てその御希望に添うべく努力するつもりでおりますo

黒島議長 只今議員 6 号、 7 号、 8 号については会長より総括答弁がございましたので
これをもちまして質疑、 意見を終結いたしたいと思います。 御異議ありませんか。

会場より異議なしの声あり

ありがとうございました。
御異議がありませんので、 これより直ちに第 6 号議案、 第 7 号、 第 8 号議案の採決

に移りますが、 補正予算については支部長会の意見を聞いて理事会で決定するという

附帯決議を併せてお願いしたいと思います。
お諮りいたします。只今の附帯決議を付して議案第 6号、 第 7号、 第 8号の 3議案

については全員一致でこれを決定したいと思いますが、 御異議ありませんか。
会場より異議なしの声、 拍手

ありがとうございました。
議案第 6 号、第 7 号、第 8 号につきましては万場一致で原案通り可決いたしました。
伊藤副議長 (札幌) 本日の定時総会に当り各地域の代議員の皆様の御熱心なる御意見
や御要望をいただき誠にありがとうございました。
本日の御意見等を集約し、 本会執行部に強力に働きかけをいたしまして皆様の御期

待に添うべく努力をいたすつもりでございます。 本日のこの定時総会にあたり皆様の

御協力に対し深く感謝申し上げましてお礼のことばといたします。
W 開会のことば

副会長 佐々木 四 郎
本日は30周年記念式典に始まりまして休む間もなく定時総会に移行しましたが、そ

の総てを滞りなく無事終了しましたことは支部長さんはじめ各代議員の皆様の熱心な

御審議と御協力によるものであり、 深く感謝申し上げます。
執行部におきましては、 本日のこの御意見なり御要望なりを十分認識いたしまして

執行に万全を期していきたいと思っております。
今後、 皆様方には何かとお世話になりますがよろしくお願い申し上げ誠に粗辞では

ございますが、 閉会の言葉といたします。
万場拍手

以 上
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議

ミ学ぼ

案 圏 監 査

昭和 54. 4.2l 本 会 事 務 局 (決 算 監 査)

第 1号議案 昭和54年度事業報告について

昭和54年度事業について次のとおり報告します。

〈総 務 部〉

l. 諸 会議 の開催 ( ) 内は主要謎

u ) 総 会

昭和 54. 5.31 北海道自治会館 (第20回定時総会)

.{幻 支 部 長 会

昭和 54. 4.29 北農健保会館 (総会提出議案)

“ 54. 8.11 雪印健保会館 (顕彰規程、法制定30周年行事、車庫証明)

( ) 内は主要議題を示す。

き-
“雛霧 髭箋 綴罐艶然}(中間監査)
祐 , 3.髪 本会事務局片岡窃 (義鬆鰍第 } (決算予備監査)
" 55. 3.14 本会事 務 局 (出 納事務)

旧) 行政書士登録資格審査委員会

(審査件数) (適格件数) (不適格件数)(再審査件数)

“･ 5 5 . 3 . 8 北農健保会館 (55年度事業計画及び予算案、車庫証明)

(3) 理 事 会 ふみ

昭和 54. 4 3 0 北農健保会館 (総会提出議案、規程改正)
" 54. 5.10 “ (顕彰事業)

イン 54. 6. n 雪印健保会館 (常任理事の互選、各部担当理事の決定) '

" 5 4 . .8 . 12 片 岡 ビ ル (顕彰規程の整備、法制定30周年行事、車庫証明)
"

" 54.10.22 北農健保会館 (55年度事業計画試案、車庫証明推進機構)

" 5 5 . 3 . 9 雪印健保会館 (55年度事業計画及び予算案、車庫証明)

雄) 支部長会 ･理事会合同会議

昭和 54. 5.10 北農健保会館 (支部長会要望事項、役員の改選方法)

同 役員 ･綱紀委員会議

昭和 54. 6.11 雪印健保会館 (会務執行の基本方針、日行連総会対策)

圏 常 任 理 事 会

昭和 54. 4.14 片 岡 ビ ル (総会提出議案、車庫証明業務対策)

" 5 4. 7,19 (法制定30周年行事、 資金カンパ、 車庫証明)

“ 5 4 . 9 . 6 雪印健保会館 (日行連と北海道地方本部との協議会、雇用書士対策)
“ 54.11.22 北農健保会館 (車庫証明対策特別委員会の設置、日行連顧問の推薦)

“ 55. 1.19 片 岡 ビ ル (55年度事業計画及び予算案、車庫証明推進対策方針)
" 5 5 3.25 “ (55年度事業計画及び予算案の調整)

“) 正副会長会議

昭和 54.12.24 片 岡 ビ ル (55年度会務運営基本方針、事務局職員の昇給)

昭和 54. 4‐10 片 岡 ビ ル 18 18 0 0 :

“ 5 4･ 5 ･ 9
メリ ー9 . 19 0 0

" 54‐ 6･ 8 本 会 事 務 局 4 4 0 0 J

" 54‐ 7‐ m 片 岡 ビ ル 19 19 0 0 さま
“ 54･ 8 ･ 9

メリ ー2 12 0 0 ,

" 54. 9. m
“ 8 8 0 0 セ

ミ
,

れソ 54･10･ 9
"

‘
l8 18 0 0

メゾ 54. u . 7 " 6 6 0 0

" 54.12.1l
" 30 30 0 0 !

" 5 5. L 18 本 会 事 務 局 3 3 0 0 ノ
　 　　

" 55. 2.13 片 岡 ビ ル l5 15 0 0 ゞ,
　

　

" 55. 3.12 本 会 事 務 局 8 8 0 0 -;

=

( 160 ) ( 160 ) (0 ) ( 0 ) ≦!

鋤 綱紀委員会関係

昭和 5 4. 4.23 本 会 事 務 局 (綱紀問題総括)

" 54. 6.11 雪印健保会館 (綱紀委員会議)

ノン 55. 3.27 片 岡 ビ ル (雇用書士対策、会員綱紀問
題)

QD 日 行 連 関 係

昭和54. 68 8 静 岡 県 (日行達定時総会)

裡 ,9諺 東 京 都 (地方協議会長会及び会長会)

“ 54‐lo弱 静 岡 県 (全国事務局長会議)

" 54.11.22 北 海 道 (日行達と北海道地方本部との協議会)

Qa 法制定30周年記念事業関係

昭和 54.11.lo 本 会 事 務 局 (記念誌編集)

-≠ゞ
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昭和 54.12. 5 本 会 事 務 局 (記念誌編集)

“ 54･12.20 " ( )

" 55. 1.20 片 岡 ビ ル (回顧座談会)

u3 総 務 部 会

昭和 54. 4.13 片 岡 ビ ル (総会提出議案)

" 54. 6.21 “ (事業計画の推進、 業務分担、 30周年記念行事)

" 54. 7,16 (顕彰規程、 30周年行事)

" 6 4. 8.31 (規程の改正、対話集会の推進)

ノン 54.10.29 (55年度事業計画項目、雇用行政書士対策)

" 54.12. 1 (雇用行政書士対策 (監察部長、在札綱紀委員出席))
" 54.12. 7 (顕彰該当者の調査)

“ 55. 3.19 (法制定30周年記念式典及び定時総会準備)
2, 事業計画の実施

田 対話集会の開催

対話集会を次の 3 ブロックで開催し、 会員の意見を会務に反映するよう努めた。
(前年度と併せ全道一円の対話集会完了)

開催時期 開 催 地 参 集 範 囲 出 席 人 員 出 席 率 本会側出席者

54. 9. 6 札 幌 市
札幌＼
4 精 ･ ブロック

空知‘ 繋ぎね 10.4 %

会 長

副 会 長

各 部 長

54 . 9 . 7 函 館 市 函 館 ブ ロ ッ ク 32 人 28.8 %

54.10.13 ‐釧 路 市

釧路、

十勝 ' ブ ロ ック
根室 ,

釧路 25 1

十勝 10 ト 38 人
根室 3 ‘

19. 1 %

觴) 品 位 の 保 持

品位保持について会報に掲載し、 会員の理解と協力を求めた。

旧) 行政書士名簿の整備

行政書士名簿の整理を進め 119 名の登録まっ消と原簿の整備を行った。

(創 他士業団体との連絡協調

当番団体の都合により有資格者団体協議会の開催が翌年度へ繰り延べになり実施できなかっ
た。

〈経 理 部〉

1. 健全財政の確立

収入面では入会人員及び登録人員の減少により、入会金、登録手数料の大幅な減収が予想され、

支出面では諸物価の高騰、車庫対策特別交付金及び30周年記念行事準備経費等捻出のため、実行

予算を組み極力支出の抑制に努力した。特に、本会財政の主軸をなす会費徴収に重点をおき、大

口滞納者に対する支払命令手続きと会費納入催告の成果が年度末に至って実現し、会費収入は当

初予算を上回る結果となった。 このため予想外の繰越額も生じ、 どうにか健全財政を保持するこ

とができた。

2, 滞納会費徴収対策の推進

滞納会費の催告を反覆して行ったほか 5万円以上の滞納者13名 (滞納額 107 万 4,000 円) に対

し支払命令の措置を講じ滞納整理に努力した。概要は次のとおりである。
Iゞ

支払命令手続きと進行状況

支部名 支払命令手続き人員及び金額
進 行 ･ 状 況

納 入 済 異議申立 仮執行宣言手続 支払期限未到来 一部納入者残額

札幌 6名 428
網 刊
3 名 194

刊
2名 159 1名 72

稍 帶
1夢 3

稍

函館 3名 29 1 1名 45 1名 141 1名 72 分割払残
1名 33

空知 1名 90 - l･名 90

旭川 1名 78 f名 78

釧路 1名 57 1名 5 7

根室 1名 130 1名 130

計 13 名 1,074 4 名 239 3名 300 72 1名 427 2 名 36

注 納入済には、一部納入者を含む。

3. 部 会 の 開 催
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昭和 54, 4.l3 片 岡 ビ ル (会費、 旅費に関する会則、 規程 ･予算及び決算)

" 54. 7.13 " (事業計画の推進 ･総会時意見の検討)

" 55, 1.18 " (会費滞納者の支払命令 ･55年度予算)

" 55. 3.19
グ (55年度予算原案の調整)
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< 企 画 部 >

l. 報酬額運用要領の改定

報酬額の改正に伴い ｢報酬額の運用要領｣ を全面的に改正し、全会員に配付した。 (業務研修

部共管)

2, 法令の研究、業務の改善等の企画立案

(1) 法令等の改正による会員への通知は、 会報に登載して周知を図った。
鰯 ｢行政書士業務講義｣ を編集した。 (業務研修部共管)

(3) ｢行政書士必携｣ 及び ｢行政書士の業務講義｣ に検討を加えて加除録を作成し、全会員に配

付した。

3. ｢会報｣ の発行

会期は、 業務資料の登載に重点をおき計画どおり隔月発行を行った。

4. 行政事務手続き無料相談
行政事務手続き無料相談の実施を推進し、開催支部に助成金を交付した。
実施状況は次のとおりである。
区分 実施支部 実 施 時 期 実施場所 周知方法 相談員数 主な相談件数

週年 函 館 毎 週 金 曜 日
函館市民

相談室

市公報
ラジオ

テレビ

毎週 1名

交通事故 1、 民事15、 国土 1

風俗衛生 1、年金 3、農地 1

税 3

随時

釧 路
昭和 54. 9.

･2死村

10時 ~ 16時

釧路市役所

ロ ビ“ -
鰤
翁襲

支部長他

6 名

年金 2、 農地 2、 民事 9、
交通事故 3、その他13

十 勝
昭和 54.10.16ぐ灼

10時 ~ 16時

藤丸デパー

ト 7 F

広 告
チラシ

看 板

支部長他

12名

民事 6、 運輸3、自賠責 5、

労務蛙

宗 谷
昭和 員.11,1錠鈷

13時 ~ 16時

稚内市

海員会館
看 板

支部長他

1名
雇用 4、年金 7

5. 年計報告等の分析

前年度年計報告及び同附帯調査を分析し、会報 114号に掲載した。また、各支部別の状況は支

部へ通知した。

6, 啓 発 普 及

行政書士の業務を北海道新聞に 2回掲載 (54年10月下旬、 54年1l月下旬) し広告した。

7, 労務提出代行問題活動

昭和 5 4.11. 7 本 会 事 務局 (打合せ会議)

“ 54.l1. 7 道 労 働 部 (窓口規制の解除折衝)

" 54. 11.15 本 会 事 務 局 (社労士会役員申入れ)

-
" 54. = .27 労 働 省 (窓口規制の解除折衝(会長上京))

" 54.12. 6 札 幌 職 安 (窓口規制の解除折衝)

“ 54.12. = 片 岡 ビ ル (札幌支部との打合せ会議)

" 5 4.12.18 札 幌 職 安 く窓口規制の解除折衝)

" 5 5 . 3 . 7 道 労 働 部 (職安窓口職員による規制の是正要望)

8. 部 会 そ の 他

昭和 54. 6,23 婦人文化会館 (事業計画の分担)

薇 , 9猪 静 岡 県 (全国広報担当者会議)

〈業 務 研 修 部〉
　　　

1. 専門部会の充実強化

各部会は、 次の役員が担当して業務の研究と確保に対応し、業務資料の作成等にあたった。

部 会 担 当 理 事 担 当 部 ･長 委 員

運輸交通部会 能 勢 理 事 山本 明委員 渡辺 明理事

建設農地部会 ･ 南 理 ･事 佐藤三千三理事 ･ 能勢理事

風俗衛生部会 佐藤ニ千三理事 深谷常任理事 小田桐委員

労 務 部 会 橋 本 理 事 安藤寿建委員 堂前友吉委員 中川宏煕委員

民 事 部 会 平 賀 理 事 米屋 智委員 三浦清一委員

経 理 部 会 染 川 理 事 長谷川寿延委員

車庫証明部会 佐藤兆昭 部長
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昭和 55‐ 3･27 網 走 (車 庫 証 明) ≦'
" 55. 上 25 室 蘭 (公証人役場関係)

　
" 55, 2.26 (車 庫 証 明)

" 55. 3.18 " (建設業許可申請)

" 54.10.27 苫 小 牧 (風俗営業、飲食業許可申請手続)

2. 業務研修会の推進

田 支部研修会の開催状況

昭和 54. 9.29 札 幌 (雇用保険、労働基準法、労働安全衛生規則)
“ 55. 3. 1 " (車 庫 証 明)

" 55. 3.24 (行政書士法のしくみ、 法律と生活について)

" 54. 5.19 函 館 (自 賠 責)

" 5 4. 6.お く行政相談の知識)

〃 54, 7,23 建設業許可申請)

" 54. 9.29 (行政書士業務)

" 54.11. 17 (建設業許可と変更届)

" 54.12,17 (民 法 (契約編))

" 5 5 . 2‐ 3 ( " ( " ))

“ 55. 2,23 " ( “ (相続編))

" 55. 2.24 (車 庫 証 明)

“ 55. 3.22 (民 事 (相 続))

" 54.lo. 6 小 樽 (財務諸表、建設業許可申請)
" 54.lo.20 (自 賠 責)

“ 54. 6.30 空 知 (風 俗 衛 生)
" 54. 9,2 1 (車庫証明、車検登録業務)

“ 54.11.15 (保健衛生法令及び許可手続)

" 55. 3. 2 " (車庫証明、経理の基礎的知識)

" 5 4. 7.25 旭 川 (登録、免許申請書作成業務)

“ 5 4. 8.1l " (雇用保険、民事 (相続))

" 54. 8.22 (自賠責、任意保険査定基準)

れソ 54. 9. 7 “ (車庫証明、建築確認申請書作成業務)

" 54, 9.l4 " (社会保険、協同組合設立)

" 54. 9.27 " (行政書士法と会則、③報酬額運用要領)

" 55, 3.14 (車庫証明業務の基本的推進対策)

" 54. u .20 留 萌 (国土法、開発行為申請)
“ 55. 2.15 々 谷 (厚生年金社保の適用について)･　

“ 55. 3.27 " (改正労災保険)

" 54.12. 1 網 走 (国土利用法)

" 55. 1.26 " (公正証書作成、行政書士法)

“ 54.12, l { (日高と合同)
(公証制度と公証手続事務)

" 5 5. 3 2 7 (税務事務処理)

" 54. 9.22 十 勝 (農 地 ‐法)

" 54. 9.29 (会 社 設 立)

ノン 54.10.20 (自動車保険請求)

れソ 54. lo.27 (車庫証明、 自動車登録)

" 54.1 1.17 (雇用保険関係)

“ 5 5 r 2. 16 (車 庫 証 明)

" 55･ 3･27 " ( ′′ )

" 54 . 7 , 7 釧 路 (権利義務、事実証明関係書類基礎知識)

“ 64. 7.25 (風俗営業許可申請実務)

" 54 , 9.27 “ (自 賠 責) 三

" 55. 2.23 (公正証書作成の基礎知識と事例)

" 5 5 ･ 3･22 ( )

ノン 54. 7. 14 根 室 (民 法 (債 権)) ＼

“ 54. 7,29 (自賠責、 車庫証明)

" 54. 9.15 (民法 (所有権の限界と所有権の取得、不法行為))

" 5 4.10.20 (商法 (銀行取引法諸問題))

" 55. 2.10 (民 法、 刑 法)

“ 55 , 3 , 2 (民 法 (破産法))

(2) ブロック研修会の開催状況

月 - 日 フ ロ ッ ク 別 会 場 内 容

昭和 54. n .29
第 3 ブロ ック

(札幌、 小樽、 空知)
札幌教育文化会館 河川法、建設業法

昭和 55. 1.26
第 2 ブロ ック

(苫小牧、 室蘭、 日高)
苫小牧市市民会館 車 庫 証 明
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(3) 金道新人会員研修会の開催状況

年 月 日 会 場 内 容

昭和54‐ 9≧蕁 札幌市定山渓 渓流
荘
新入会員59名が参加して下記のとおり研修会を開

催 した。

日 時 科 目 講 師 日 時 科 目 講 師

13日
9 ;00 ~ 10 :00

受 付 15:30 ~ l7:00 農地申請 ･届出 各業研部員

10:00 ~ 10 :20 開 会 ･日程説明 穰業研部長 17 :00 ~ 18 :30 入 浴 ･夕 食

lα 20 ~ 12 " 0

12:00 ~ 13 :00

行政書士法 ･
行政書士心機

昼 食 ･休 憩

阿部
総務部長

18 :30 ~ 20 :30

14日
9 :00 ~ 11:00

グループ別自由討議

借地借家法

各 講 師
- -

平賀
業研部員

l3 :00 ~ l4 :00 報酬額運用要領
下国
企画部長

11:00 ~ 12 :00 質疑応答 (全 般) 各 講 師

14 :00 ~ 15 3 0 建設業許可申請
佐藤(三)
業研部員

12:00 ~ l2:10 修了証授与 ･閉 会

3. 業務資料の発行

本会会報 (行政はっかいどう) に各種業務資料を登載した
ほか次の業務資料を作成し配付した。

(" 報酬額表 (事務所掲示用)

(2) 報酬額の運用妻領

解) 行政書士の業務講義

焔) 車庫証明と自動車の登録

同 慶地法手続根拠法令一覧

同 労働保険 ･雇用保険手続きの手引き

4. 部会の開催その他

昭和 54. 6.23 婦人文化会館 (部 会)

" 54. 8.23 静 岡 県 (全国業務指導
担当者会議)

" 6 4.10. 9 北農健保会館 (専 門 部 会)

" 55, 2.12 本 会 事 務局 (業務資料作成
担当責任者会議)

監 察 部〉

職域の確立と非行政書士の排除

1. 支部監察担当者連絡会議

昭和54年 8月 10日、 札幌市さっ
しんピルにおいて、 支部長 ･支部監察担

当者 ･監察部理事によ

る連絡会議を開催し、監察事業計画 ･監
察強調月間の設定 ･監察情報交換等監察業務推進対策に

ついて協議した。

2. 関係官公署並びに諸団
体への啓発活動及び折衝

(1) 本 会 の 活 動

昭和 64.10. 4 北海道商工会連合
会長あて、商工会が建設案許可申

請書等を作成して手数

料を徴収することは行政書士法違反となる旨末端浸
透を図り、職員が個人

的立場において同様の行為をすることについて
も法違反であることの徹底

を期するよう依頼した。 (提出文書 別記 1参
照)

昭和 54 10.23 北海道農務部長に対し、
農地法に基づく申請書 ･届書を非資格者が作成し

ないよう会員証の提示を求める等違反行為の防
止方道へ出向き要請した。

(携行文書 別記 2参照) (佐藤副会長、豊田監察部長)

昭和 44.10.23 北梅道土木部長に
対し、建設業許可手続に関し

行政書士法の違反防止方道

へ出向き要請した。 (携行文書 別記3参照)

(佐藤副会長、豊田監察部長)

囮 支 部 の 活 動

監察活動強調月間中支部においては、行政書士
業務の理解を求めるとともに法違反防止につ

いて協力を求めるためポスター、 チラシ、 要
望書を携行して市町村、 同農業委員会、 警察

署、

保健所、商工会等を役員
が分担して訪問し、 非行政書士の排

除についてキャンペーン活動を展

開、 協力を求めた。 (各
支部の実施状況 別記 4参照)

3. 違反事実の実態は握
とその処置

= 函館支部における非行政書士の告発活動とその
経箋過

昭和54年 5月下旬、函館市新川町に宮腰
労働行政事務所が開設され、事務所の構えは市内で

も人目を引く立派なものであった。同事務所の開設
案内状が函館市内及び渡島支庁管内の事業

所に配布して活発な動きをみせはじめた。

函館支部では、会員名簿にない
者が大大的に開業したのを不審に思い、支部長以

下の役員が

同事務所を訪問したところ、顧問及び建設課長ほか
数名の職員が在所していて本会会員と称す

- 3 6 一
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る宮越大作は不在であった。

この宮越は、 未登録、未入会のニセ書士であることを本会と連絡の上確認したので支部役員

会議に附した上、 同年 6月 6日付け、行政書士法第19条違反被疑事件として函館支部長名で函

館中央警察署長あて告発状を提出した。

その後も宮越の所在は分からず経過しているが、 前記顧問は、 以前に本会の会員として開業

歴があり、 本春退会したのち消息を断っていたものであった。 職員 9名を使用するこの事務所

の責任者宮越は架空の人物であったのか、 スポンサーであったのか、 未だに分かっていない。

同年 6月12日付け、 顧問の元会員から入会届が本会に提出された。 添付書類の不備で整備に

手間どり、 ようやく書類が完備したものの、 旧事務所の現状を調査したところ、大きな看板を

掲出したままでビルの管理人も困っているとの回答に接した。そのままでは行政書士の事務所

が外形上 2ヵ所になるので旧事務所の看板を撤去するまでは入会届は受理できないと拒否した。

その後本人から旧事務所の看板の表示まっ消の報告があり、 本会で確認の上入会届を受理した。

(届出後約 3週間経過)

昭和54年 6月末、某建設会社から昨年暮に建設業許可更新を依来し証紙代lo万円を支払ったが、

行政書士の事務所が不在で連絡もとれず困っているとの苦情があり、 この行政書士が宮越事務

所を継承することとなった前記会員であったので早速本会では、 その事実の有無等について文

書回答を求めたところ、 当該会員は突如行方不明になり、受託業務の処理に困った同事務所で

は函館支部に救済を求めてきた。

同年 7月 16日同事務所は明け渡しとなり、 同年12月 7 日退会届が本人から郵送されてきたが、

現在に至るも本人の消息及び事の真相は不明のまま推移している。 本会では、潜行して不法に

業務を行うことを懸念し、同年10月17日それまでの情報を各支部に通知した。

{2) その他通報による本会支部の処理

･札幌支部 監察通報に基づいて現地調査を行い本会に報告、 本会では 1件に警告書を送付、

再調査 2件を支部に依頼し継続中である。

･根室支部 退会者の標札掲示に対し警告を行い撤去させた。

･空知支部 非行政書士による建設業の業務誘致通報を本会に行い、本会で調査中に関係者が

死亡したので不明のまま終結した。

･ 本 会 ｢建設業許可代行｣ の看板掲出について某法人に対して文書回答を求めたが、 回

答がなく継続している。

倦) 広 報 掲 載
はさ るふっ“、

wる もい“、
= しらおし“

(鋤 他士業との話し合い

昭和 55. 3.27 網走支部では、社労士会北網支部と建設業許可等非行政書士行為の排除につ

いて話し合い、相互に意見の交換が行われ有意義であった。

4. 監察担当理事の業務及び支部分担

業 務 支 部 担 当

関 係 官 公 署
旭川、宗谷、 留萌 佐 藤 副 会 長

網走、 十勝、 釧路、 根室 豊 田 監察部長

有資格者

団 体

司 法 書 士
土地家屋調査士

函館、室蘭 石 村 理 事

税 理 士
社会保険労務士

苫小牧、日高 佐 々 木 理 事

そ の 他 諸 団 体 ′J癩專、 札幌、 空知 , 能 勢 理 事

5. 部 会 そ の 他

昭和 54. 7. 6

“ 54. 8.24

部 会

日 行 連 会 議

さ っ し ん ビル

静 岡 県

(事業計画推進協議)

(全国監察担当者会議)

豊田監察部長、佐々木理事

(55年度事業計画協議)" 55. 3.26 部 会 本会 事務 局

北 行 第 2 2 5 号

昭和 54 年 10 月 4 日

北海道商工会連合会

会 長 金 喜 代 治

北海道行政書士会

会 長 榎

建設業許可申請等の事務取り扱いについて

弥一郎 圈

商工会が建設業許可申請書を作成して手数料を徴収することは、行政書士法違反となる旨行政解釈が示され
ましてから、 貴職は昭和53年 3月 3日付け、 53道商工連 G旨) 第 137 号をもって各商工会長あてにその解釈と

運用について通知されました。

しかしながら、前記通知の趣旨が未だ、末端には浸透していないのではないかということをしばしば耳にし

ています。

つきましては、再度文書によりあるいは諸会議等の機会に建設業許可申請書等官公網野に提出する書類、権利

一 3 9 一

〔別記 1〕
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義務又は事実証明に関する書類 僕地調査に基づく図面類を含む。) を反覆して作成し、何らかの報酬を得る

ことは違法であり、たとえ職員が個人的立場において行ったとしても同様であることを徹底さ
れますよう特段

の御高配をお願い申し上げます。

〔別記 2〕

地 方 第 1 1 2 3 号

昭和 51 年 10 月 20 日

各 市 町 村 長
殿

各 支 庁 長

北 海 道 総 務 部 長 圃

行政書士でない者が行う諸届行為等の防止について (通知)

他人の依頼を受け報酬を得て、 官公署に提出する書類その他権利義務又は事実証明に関する書類 (司法

書士法、土地家屋調査士法、 建築士法等、 他の法律で制限されているものを除く。) を作成することを業

とする者は、行政書士法 (昭和26年法律第 4 号) 第19条第 1項の規定により、行政書士会に入会している

行政書士でなければならないとされています。 したがって、 北海道行政書士会に入会している行政書士以

外の者が反覆継続して報酬を得て書類の作成 届出等を行うことは、行政書士鵲と違反することになります。

つきましては、 今後書類の受理に当たっては、 法の趣旨に御留意の上御指導方よろしく御配意願います。

(地 方 課 行 政 係)

〔別記 3〕

北 行 第 2 3 5 号

昭和 54 年 10月 23 日

北海 道農務部長

厚 海 忠 夫 殿

北 海 道 行 政 書 士 会

会 長 榎 波 弥 一 郎 圈
農地法に基づく許可申請書等の作成について

平素格別の御指導をいただいており厚く御礼申し上げます。

さて、 土業界における非行政書士行為の排除活動につきましては、それぞれの土業
と関連の深い例えば司法

書士の業務.については法務局、 税理士の業務については税務署、 社会保険労務士の業務については公共職業安

定所等の窓口において規制を行っていますので、この面に対して強い注意力を払う必要はない現状にございま

す。 ‐

しかしながら、行政書士の業務は広般多岐にわたり関連する官公署の窓口も非常に多いた
め監察活動を強化

しなければならない実態におかれておりますが、自主的活動には限界があり労多くしてその効果は極
めて少な

いので御協力をお願いしなければならない実情にございます。

官公署に提出する書類を反覆継続して報酬を得て作成することは、行政書士法第l9条第 1項の規定により本

会に入会している行政書士に限られていますが、 農地法に基づく各種の申請書又は届書を非資格者が作成して

いる旨しばしば耳にするところです。

つきましては、再三不特定多数の上記書類を提出する者に対しては、本会の会員証の提示
を求める等違反行

為の防止方について窓口担当者の御協力を得るよう特別の御高配をお願い申し上げます。

なお、 行政書士法違反防止に関する北海道総務部長通知を御参考まで同封致します。

北 海 道 土 木 部 長

村 田 孝 雑 穀

北 行 第 2 3 6 号
昭和 54 年 10 月 23 日

北 海 道 行 政 費 士 会

会 長 視 波

建設業法に基づく許可事務の取り扱いについて

弥 一 郎 圓

このことにつきましては昭和51年11月 1日付け、 管理第 729 号をもって各支庁長あて通達される等非行政費

士行為の防止について御協力をいただいており厚く御礼申し上げます。

さて、 土業界における非行政書士行為の排除活動につきましては、 それぞれの土業と関連の深い例えば司法

書士の業務については法務局、 税理士の業務については税務署、 社会保険労務士の業務については公共職業安

定所等の窓口において規制を行っていますので、この面に対して強い注意力を払う必要はない現状にございま

す。

しかしながら、 行政書士の業務は広勾股多岐にわたり関連する官公署の窓口も非常に多いため監察活動を強化

しなければならない実態におかれておりますが、自主的活動には限界があり労多くしてその効果は極めて少な

いので御協力をお願いしなければならない実情にございます。

つきましては、 支庁の職員を招集して会議を開催の節に前記通達の趣旨を説明くださるとともに、 再三建設

業の許可申請書を提出する者に対しては、 行政書士会の会員証の提示を求める等、適宜窓口での指導について

特段の御高配をお願い申し上げます。

支 庁

建設指導課経由)

長 殿

建設業法に基づく許可事務の取扱いについて (通知)

⑤
管 理 第 1 3 7

昭和 51 年 11 月 1

号

日

土 木 部 長 圏

建設業法による許可の申請に際し、 近時、建設業者等が、 行政書士会に入会している行政書士以外の者に許

可申請手続きを依頼し、 許可までに相当の日時を要するなど建設業者が戈鬱感を受けているやに聞き及んでおり

ます。 .

このような場合、別紙の10月20日付け地方第 11芻号総務部長通知にもあるとおり、行政書士以外の者が反覆

継続して報酬を得て書類の作成、届出等を行うことに該当するときは、行政書士法違反となります。

つきましては、かかる事態の生じないよう十分に留意のうえ、 建設業に係る事務処理の適正化について御指

導方よろしく御配意願います。
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さですきせな

〔別記 4〕

関係官公署、諸団体への啓発と折衝の支部活動状況

支 部 名 訪 問 時 期 訪 問 先 訪 問 .者,

札 幌
昭和 54. 9. 5
5

昭和 54. 9,26

南 警 察 署

西 警 察 署 西 区 役 所

北 警 察 署 北 区 役 所

西村支部監察部長

他5名

函 館

小 榑

昭和 韓.
“?. 5 函館市農業委員会

黒島支部長、石村本会

理事他2名

昭和 54, 7.26
南茅部町役場、鹿部村役場

南茅部町農業委員会、鹿部村農業委員会
原副支部長他3名

昭和塊. 8,16
森町役場、森町農業委員会、森町保健所

砂原町役場、砂原町農業委員会
安保副支部長他5名

昭和 54. 9, 5

昭和 54.10.12

戸井町役場、戸井町農業委員会

尻岸内町役場、尻岸内町農業委員会

椴法華村役場、椴法華村農業委員会

′i樽市役所、小搏保健所、小樽警察署

黒島支部長、石村本会

理事他2名

松本支部長他2名
昭和 54.10,23 倶知安町役場、後志支庁

云 口

小林副支部長他 1名
昭和 54.10.25 岩内町役場、岩内商工会 亘理副支部長他1名
昭和 54,10.29 余市町役場、余市町保健所、仁木町役場 青木副支部

昭和 積.11. 6 管内15町村
文書、 ポスター他添付

郵送

空 知
昭和 54,10 8
'

昭和 54.lo,23

支庁、警察署、保健所、 市役所、 町役場、

農業委員会、商工会議所等を訪問

岩見沢市、三笠市、栗沢町、美唄市、 砂川市

奈井江町、 浦臼町、滝記Il市、 新十津川町、

深川市、芦別市、赤平市、歌志内市、栗山町

由仁町、上砂川町

土田支部長、 能勢理事

他11名

旭 川

昭和 54. 7. 6
5

昭和 54, 7.10

昭和 54. 9.25
'

昭和 54.10.31

市役所、 同支所、 町役場、農業委員会、

上川支庁、職安、社会保険事務所等を訪問

東神楽町、東川町、 旭 =市、 愛別町、比布町

鷹栖町、 名寄市、 美瑛町、上富良野町、

中富良野町、富良野市

西川支部長、 監察担当

佐藤本会副会長、高橋

本会理事他

留 萌

昭和 54. 9.20 留萌市役所、遠別町役場、羽幌町役場 給金古都辱他 3名

昭和 54.10.15 留萌市農業委員会 捻金支部長他 1名

昭和 54.10.16 増毛町農業委員会 捻金支部長

･亀＼
“に=“%主事
--

- “ゼ ー

支 部名 訪 問 時 期 訪 問 先 訪 問 者

宗 谷

昭和 54.1上 6 稚内社会保険事務所･

川村支部長他 l名昭和 54.11.13 稚内労働基準監督署

昭和 54.11.16 宗谷支庁 簡工労働課、土木課)

網 走

昭和 64.10,15
'

昭和 54.10,31

丸瀬布町役場、丸瀬布町農業委員会

生田原町役場、生田原町農業委員会

湧別町役場、湧別町農業委員会

上湧別町役場、上湧別町農業委員会

白滝村役場、白滝村農業委員会

遠軽町役場、遠軽町農業委員会

件P 聞町役場、 佐呂間町農業委員会

宮本担当委員長他5名

昭和 54.10,23
;

昭和 54,10.31

滝上町役場、興部町役場、興部警察署

雄武町役場、紋別市役所、紋別警察署 今野支部長他 3名

昭和 54.10,卸
'

昭和 54, u .20

北見市役所、北見市農業委員会、北見警察署

道管北見方面本部、 北見公証人
メ役場、

端野町役場、 訓子府町役場、留辺蕊町役場、

置戸町役場

近漉副支部長他 7名

昭和 54.11. 8
'

昭和 54.1 1.l2

網走支庁、 網走市役所、網走市農業委員会、

女満別町役場、女満別町農業委員会、

常呂町役場、 常呂町農業委員会、
‘
｢ l;匙宋委員会" ｣外切、 畑濕

角田副支部長

本会佐藤理事他4名

室 蘭

昭和 54. 8.27

昭和 54. 9.lo

室蘭市商工会議所、

輸西民主商工会、労働基準協会、

登別市技能者協会、登別市商工会議所

室蘭市役所

文書発送

支部長、江良副支部長

昭和 54r 9.残 BB焉支庁 支部長他2名

昭和 54. 9,26 踏 支部長

昭和 瓢. 9,末
伊達市商工会議所、 豊浦町商工会、

虻田町商T 令、洞爺村商T 会
文書発送

苫 小 牧

昭和 髭. 9.11

昭和 54.lo.15
‘

苫小牧市役所他、諸官公署

商工会議所等関係諸団体

諸官公署、 市役所、 町役場、 警察署、保健所

文書発送 (34通)

" (袋 通)

支部長、副支部長

他 4名

- “' -



く車庫証明対策特別委員会〉

1, 委員会の位置づけ

(1) 任務は、 車庫証明業務誘致対策の具体的方向づけと、 そのための実践活動を行う。

鰯 組織の構成は本会窒研部担当副会長、 業研部長、 常任理事より 1名、 道内陸運事務所所在地

支 部 名 訪 問 時 期 訪 問 先 訪 問 者

苫 小 牧

昭和 54,10,26
社労士会、 司法書士会、 宅建協会、

土地家屋調査士会、建設業協会

支部長、 副支部長

他 4名

昭和 54.lo.31
;

昭和 54.11. l

穂別町、 鵡川町、厚真町、管内行政書士不在

町村

支部長、副支部長

他 4名

日 高
昭和 鎖.11. 1
‘

昭和 54. 11.30

様似町役場、えりも町役場

様似町商工会、浦河町役場

三石町役場、浦河警察署

三石町農協、静内町役場

新冠町役場、静内町商工会

新冠町商工会、新冠町農協

門別町役場、門別町農業委員会

金田支部長他 1名

十 勝

昭和 54. 9.l4

帯広土木現業所ほか5出張所

帯広保健所ほか4保健所

帯広警察署ほか5警察署

帯広開発建設部ほか 6出張所

帯広市農業委員会ほか19町村農業委員会

帯広社会保険事務所ほかn諸官庁 支部監察担当理事

昭和 54. 9.17

十勝支部会員 ( 120名)

･非行政書士の排除要請

･職域侵害者の報告依頼

･作成書類に職名ゴム印 ･押印の励行示達

釧 路

昭和 韓.10.16 釧路支庁農務課
大沢支部長

前田副支部長

昭和 54. lo.23 釧路文な
大沢支部長

支部辰尾監察部長

昭和 54.10.30
標茶町、 弟子屈町役場、町農業委員会、

農協、 商工会、警察署

大沢支部長、 本会豊田

監察部長他 2名

昭和 54.11. 5
その他市町村、農業委員会、 商工会等に対し

ては文書で依頼した。,
前田副支部長他 1名

根 室
昭和 54. 10.16
'

昭和 5 4.10.29

根室支庁振興課

根室警察署、中標津警察署

根室市役所、中標津町役場

中標津町農業委員会、農協

根室支庁 ･中標津合同庁舎

中標津保健所

山田支部長他3名

昭和 54.11. l 町村 他 4名
より各 1名 ( 7 陸運事務所) の 10名をもって構成する。

様似町役場、えりも町役場

様似町商工会、浦河町役場
(3) 性格は、 本会会長に直結することとし、 その任務を遂行する。

日 肯
昭和轤で1. 1

三石町役場、浦河警察署

2. 委員会の構成及び分担同
昭和 54. n .30

三石町農協、静内町役場 金田支部長他 1名

新冠町役場、静内町商工会 構 成 員
新冠町商工会、新冠町農協 委 員 長 佐々木 四 郎 (副 会 長)
門別町役場、門別町農業委員会 -, ー 副委 員長 佐 藤 兆 昭 (業研部 長)
帯広土木現業所ほか5出張所

" 伊 藤 正 敏 (札幌 支部)
帯広保健所ほか4保健所

昭和 54. 9.l4
帯広警察署ほか5警察署 委 員 深 谷 秋 之 (常任理 事)

帯広開発建設部ほか 6出張所 安 保 幸 .雄 (函 館 支 部)

十 勝
帯広市農業委員会ほか19町村農業委員会

べ

“ 染 川 賢一郎 (旭 川 支 部)

帯広社会保険事務所ほかn諸官庁 支部監察担当理事 上 家 俊 雄 (網走支 部)

-ゞ
十勝支部会員 ( 120名) " 腰 山 寛 (室蘭支 部)

-:
昭纈,伽

･ 新政書士の排除要請
上 出 {二 郎 (十勝支部)

･職域侵害者の報告依頼
清 (釧路 支 部) ｣

: 謎 .作成書類に職名ゴム印 .押印の励行示達
“ 大 沢

!‘
大沢支部長

鯉年ーー月22日第 4回埋事会で任命 選 別 日第 l回特別-委員会開催)

昭和 韓.10.16 釧路支庁農務課
分 担前田副支部長

J 昭和 54 1 0.23
‘
釧路文な

大沢支部長 内 部 対 策

!ゞ′ “ 釧 路
支部辰尾監察部長

{ゞ }
佐 藤 兆 昭 染 川 賢一郎

門 .
昭和 弘 1G B。

標茶町、弟子屈町役場、町農業委員会、 大沢支部長、 本会豊田
、

◎上 家 俊 雄………W 農協
＼敵
会･警察署 監察部馳 2名

タ卜 部 対 策

李 昭和 54 11 5 露 雙雙艶農業委員会、商工会等に対し 前“副支部長他 ･名 佐“木 四 郎 伊 藤 正 敏

l
鰓 嬉で依頼したo,
根室支庁振興課 ◎大 沢 清 安 保 幸 雄

! 根室警察署、中標津警察署 深 谷 秋 之

! 根 室 露鰡g会議◆墾警醒鰹離霧 崚 部長他3名 i 長期衰雙農 . . “

i 根室支庁 ･中標津合同庁舎 ◎上 出 仁 郎

が 中標津保健所
(55年 1月l2日分担業務を決める。 ◎は主査)

ノ - … - - “' -
　

　　 　



3. 対 策 会 議

昭和 54. 7.28 片 岡 ビ ル (車庫証明専門部会)

圏 取り扱い業務件数

昭和54年度業務取り扱い総件数 2,778 件、月平均 お1件であった。 各自の受入数は多少の
バ

　
　

ラつきがあり、 一般に冬枯れ時期といわれる 1月 ~ 3月にむしろ取り扱い件数は増加の傾向を
" 54.12. 1 (車庫証明対策特別委員会……対策方針協議)′′、、

/
‐‐、

′
‐、、

" 55. 1.12

" 55. 3. 7

……対策方針樹立)

……外部対策小委員会開催)

示し、 将来の展望が期待される。

各 自 別 受 注 件 数

セ、
＼◇ゞ
~翅夕‐別
5簑年 5 6 7 8 9 lo 11 12 岬 2 3 計

白石 ･豊平 74 152 l59 202 135 229 201 181 109 149 227 373 2,191

東 北 20 42 5 1 79 56 74 52 47 40 28 38 60 587

計 94 194 210 28 1 191 303 253 228 149 l77 265 433 2,778

4. 基本方針に基づく指導とディーラー交渉

内部態勢確立のため次のとおり実施し、 併せて外部対策活動も行った。

昭和 55. 1.26 苫 小牧 支部 (佐々木委員長)
" 55. 2.16 十 勝 支 部 ( “ )

" 55. 2,24 函 館 支 部 ( “ )

菊 , 2,笏 室 蘭 支 部 ( “ )

" 55. 3. 1 札 幌 支 部 ･ ( " )

" 55. 3. 2 空 知 支 部 ( " )

“ 55. 3.14 旭 川 支 部 (佐藤副委員長)
" 55. 3.27 網 走 支 部 ( “ )
55. 3,30

(4) 業務配分及び移送状況

区 分
札 幌
白石 ･豊平

札 幌
東 北

札 幌
中央 ･西

札 幌
南
管外紡
セ ンター

総 取 り

扱い件数

配分 ･移送件数 1,634 559 305 246 34 2,778

十 勝 支 部 (佐々 木委員長)" ‘
55. 4. 1

5. 啓発活動の推進

雑誌社の取材活動に協力し、 ユーザー向け啓発活動を行った。

一転

6. 札幌支部センタテの活動状況

○) 業務取り扱いセンター

昭和53年 5月、 センター発足時は市内 4、 市外 2 ヵ所であったが現在、 業務取り扱いは

次の市内 2 センターで集約管理を行っている。

･ 白石、 豊平センター 札幌市豊平区月寒中央通 3丁目 稲田 ビル 3 F

･ 東 北 セ ン タ ー 札幌市東区北22条東 4丁目

甥) 業務受託契約関係

社

社

社

社

3

6

6

第

･自販連組織関係

･中古版組織関係

･中古未組織関係

ー“6 ー - “7 -

'
‐
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““
‐
･“‐
“
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第 2号議案 昭和54年度決算報告について
会則第75条の 1項の規定により承認を求めます。

昭和54年度一般会計収支決算
収 入

諸 支 出 2,310.0O 2,410,00O 0 2 4lo,00 2,032,000 378,00

特別会計繰出 L 250 00O P
行政書士名簿塾債費 84,酬 F滞納膠理対策費 116.200 P対話集会交付金 1% .0⑭ F資金カンパ経費 69.280 F30周年記念顔彰準痺諸費 315,520円法 人 道 民 税 2,000円

款 項 目 節 当初予算額補正予算額 予算現頻 翻 定 額 収入済額 不続欠損額収入未済額予算現頸に対する増減 説 明

l 会 費 46,鷁2." 0 46,7飼,0皿 467 04,000 5主9飼,90C姓 饅,⑭5 74,0閲 3.828,895 1,298.005

田 現年度分 現 年 度 分 44,562 000 44,56a m o 44,562,000 47,538,000 45 606.030 0 1,934,970 1,041 030 収納率 95.9 % 45,603,m o円
賜需 要 6.202,0O 5,773,00 215,61 5.鎌粥燭 5.988,615 00

峻)浦箱蝸薑分 滞納繰越分 2,280 000 2,142,ooo 2,142,000 4,3臨,9OC 2 398,975 74,000 1,893,925 256 975
死亡者欠損処分 4名分 74,000円
収 納 率 559 % 2,398.975円 侑 品 質 1飼,の0 00 00 00 00 00

2 入 会 金 入 会 金 乱670 のo 3,770,000 3,770,000 4 070,001O 4 070,000 0 0 300 000 67名x 20,000円十91名x 3O,000円= 4 070,酬 円

消 耗 品 費 816,00 710,O0

○縞 用 費
印刷費へ
△ 17,89 692,11 692! I0 0

ヰャノン用紙及びカウンター料 4427 60【
リコピー用紙及び現像剤 18,8加工署名用印(新人会員交付用) 100,00O LB行連勝議会用信者板 7,000 I宛名カードタイプ打込料 22,880 T印刷用紙代 36,“0工ゴム印各種 5.790円 発送資材 6,800じタイプ用品 10,300円 事務用品類鋼,塒O L

3 手 数 料 登録手数料 ],800′側O 1-440.000 1,440,00O 1,590,000 1,590,000 0 0 l即,⑧ l59名× 10.000円 = j,590,000円

4 助 成 金 道 助 成 金 2,700,000 2, "‘節0 2,鯏 ,聞0 2,蜘0,酬 2,900,000 0 0 0 道研修事業補助金 23 0b.飲め円

6 繰 越 金 前年度繰越金 5.88焉 000 5,885.000 5,樅P M 5,886 809 5 8858 09 0 0 809 前年度搬薑金 5,885.8鱒円

日行連交付金椥ゆ,000円、
総会祝儀45,酬 円、預金利子89.275円、
図書斡旋手教科 u 5 700円、タイプ斡旋
手数料4,0脚円、共済年金手数料24,000
円、新日本法規発送負担分鮪江00円、あ
てな印刷使用料 lも" o円、支払命令手続
費用8,225円、督促郵便料収入6.540円、
通話料4,422円、コピー使用収入脇 300
円、会社組織テキスト頒布収入2L 160円
物品売払収人鰡 584円.その他29,総0円

印 刻 費 i,442,00 !,493,00O

0 会議費より
2i5.616の需 用 費

消耗品費よ
17,89逓信運搬費よ‘
!05,26 )光熱水費より
6,216倍上料より
800

1 838.78 1,斑 ,7鋤 0

会員名綜 73L DOO円 役員名簿 17,00O P総会議案 90,M O円 予算 ･決算書73,00O P会員と証(新人会員交付!=) 115 830円
会員のうとき 53,000円法令 ･会則 ･規程集の加除菱 田5 00円
会務ノート80 0凹円
登録 ･入会関係 147,200円 封 筒 191 000円会費関係(はがき)67.000円経理関係 95,卸0円
対話集会はがき 20.000円 その他 69 9舂0 Iq

B鐘 入 雑 人 300,ODO ?○! 000 7餌,0OO 755 1邸 755,186 0 0 48J 臨

通信連戦費

円

上952,000

円

1,821,000

o 需 用 費円

印閲費へ
△ 105,260

円

上れ5,740

円

1,7!5.740

円

O

切手 ･はがき隅人 393,790円会員名簿発送 181,200円法令 ･会則 ･規程加除表発送 66! 00円
会員のうとき発送 131,2f50円会費納入通知 123,640円会費催告内容証明他 80,650円対話集会通知37.600円 トラック便 17.360円

合 計 62-197,000 B'-406,000 6l,406,COO B7,105,89: 63途03,000 鉾刃凹 3,828,895 も拇れ00〇

光 熱 水 費 156.0ob 151,000

0需 用 費
印刷費へ
△ 6.215雑費へ
人 2.第5

1427 即 142 750 ｣ 0
電 灯 料 74.683円 水 道 料 26J 47円

灯 油 代 4し920円

歓 項 目 節 当初予算額 補正予算額 流充用額 予算現額 支出済額 不 用 額 説 明

l. 総 務 管 理 費
･

円
得,49a ooo

円
49 282 000

円
O

円
49,282 000

円
48,562 345

円
719,655 ･

借 上 目 1,芻," よ44a oob
0需 用 費
印刷費へ
△ 800

1.447,200 1,447,200 0
事務所、倉庫情上科 月 120,600円×12カ月

=】“47,200円

m会 議 費 会 議 費 6,750,卸0 7話76,000

0 需 用 費
印刷費へ
△ 215,6お
0旅費へ
△ 22 lo
o渉外費へ
△ 150,362

6,削?,8t3 6,659,245 148,568

総 会 !,028,l85円正副会長会 79.750円

雙読増 8礬蜘円 理事会L印M 1o門!,162,430円
支部長 ･理事合同会議 541.510円

饑久昼食罐 繋留鯛
監 査 費 442,540円
雇用書士対策会議 77辺70円

れ希テ夢代 詳報胃

雑 費 288,000 160,000
○需 用 費
光熱水費より
2.035

152 035 152.035 0

共同管理費 40.574円 茶 代 29,l84円ハイヤー ･バス代 26.630円新 聞 代 24,鰡 円 洗 剤 代 6,055円そ の 他 26,592円

(創旅 費 旅 費 2.558,000 2,287,000

0会議費より

2,210 2,第9,210 2,289,210 0

行連総会 1.356,僻0円I行連会議 68,000円 支部行事 I50,拗 円,土業団体関係l5,400円-話集会 345,640円 法 改 正 36,耕0円"長会務処理 65,500円く員行動旅費 71,桝円誓轉塞 172.鋤 円
6,740円

囮支 部 交 付 金 支部交付金 l2,357,000 13,第5,000
0負担金へ
△ 100 13.284,900 13,284,620 280

一般交付金 1l,530,000円
特別交付金(代議員旅費) 754,620円
特別交付金(車寧対策) 1,鈍ゆ,000円

{到負 担 金 連合会負担金 5,849,000 5 鞘4,000

0 支部交付金
より

loo 5,微 ,1の 5.8で34 1節 0

月 300円x l,鸚 名x 3ヵ月(54,4 ~ 6月)+
月 400円x l,265名×3カ月(7 ~ 9月)十月
400円x l,謬 名x 6ヵ月(10~ 553 月)

= 5,834J OO円･

" )渉 外 費 渉 外 費 455.000 448‐000

0会議費より

160,362 598.362 59且362 0

支部総会祝儀 45,加o円各土嚢団体関係 39.000円‐鴦務拡充対策
. 300,052円銭 別 30,000円 香典･生花他 39 5の円

年賀広告 30,000円 来客接待 86,280円贈 答 品 3.530円 そ の 他 25,の0円

l4,32a ooo 1礼479,000 0 l4,479.000 13,908J 93 670,807

給 料 手 当 lo,692,000 io,902,00O 0 ]0,902,のO 10,768,365 143,635

給 料6,炙ぬ … 円 扶養手当304,抑 円
濶勤手当贅i,350円時間外勤務手当745,391円
期末手当 2、301,600円 燃料手当347,224円
臨時暇員賃金208,㈱ 円

福利厚生費 976,00O 976,000 0 976,00O 936.428 39,572

社会保険料6642 84円 労働保険料 139.572円
職員厚生費 125,282円 救急薬品代 4,790円
社会保険協会賞2,500円

′

'‘

- '
‘
"

:･

.-

.;

ー“9 ー

款 項 目 節 当初予算額 補正予算額 流充用額 予算現額 支出済額 不 用 額 説 明

弔慰見舞金

円

30Q OOO

円

l9l,00O

円‐

O

円

l9L OOO

円

18l,400

円

9,600

香 典 10、000円x 14名= 140.000円生 花 6,リ加 Iq
病気見舞 も000円x 5名十 10,000円x l名

= 35,000円
表 彰 費 5G OOO 0 0 0 0 0



数 項 目 節 当初予算額 補正予算額 流充用額 予算現額 支出済頸 不 用 額 説 明 数 項 目 節 当初 r丹限 植止予算額 流充用頸 予算現額 支出済額 不 用 額 説 明

2. 企 画 費
円

3,60-,000
円

3,l36,000
円
O

円
3.-36,000

円
3! 04,175

円
3l-825 {刃専 門 部 会 費

円

2.366,000

円

2,366,000

円

424 I40 2,79Q M 2,790.M

円

0

q }企 画 計 画 竇 ?83,000 660,000 △ 22,臨 637,435 印5,610 31,825

活 動 費 1,744,00O 1,?44,000

0専門部会費
印刷費へ
△ 280,約O 14 63,61 1,463.61 0

部 会 活 動 費 418.即O F車服特別委員会費 730.020 P車 庫 対 策 費 78,250 P全国担当者会嬢旅費 51,260 P労務担当者会議費 758 00 P
各専門部会費 684 80 I1活 動 費 5餌,00O 409,00O

0会報発行費
編集賞へ
△ n ,6加
0啓発指導費
活動費へ
△ 11,065

386,435 373,230 13,205

部 会 75,550円
改正報酬額 1077 70円
法改正打合会議 25.300円
労務提出代行問題会議 90.470円
業務資料打合会議 74 140円

印 刷 費 3の,0皿 抑,0側

○研究研修会實
活動費より
422,975
印刷費より
L】65

○専門卸会費
活動費より
280,390
通信費より
1,捌

消耗品費より
7,490

1,014,000 1,014,0脚 0

報 酬 額 表 75,000円
報酬額の運用要領 125,伽 円
行政書士の業務講義 276,側0円
農 地 法 一 覧 40,000円
車庫証明と自動車登録 192,000円
労働保険 ･雇用保険 260,000円
経 理 の 知 識 100,000円
相談料掲示表 14,酬円
車庫証明文書 25,000円
業務資料申込み用はがき 7,000円

国 富 費 l79,000 164,000 0 !“,000 1457 80 18,220
官 報 22,440円 各種追録 121,060円
そ の 他 2,280円

印 刷 費 1の･000 87,000 0 87,000 86,600 400 行政書
士必携加除録 65.000円

M開業をめざす方のためにU 21,鱒 円

鰯会 報発 行 貿 1,鸚,… 1,78L OOO 虹忠節 1,792,500 1 792,瑚 0

こ て .

錆 巣 貸 榔鵡,m o 銘a o00

0企画計画費
活動費より
1l,5飼

0会報発行費
印刷費より
720

通信費より
220

235,440 235,440 0

編集活動費 190,280円

全国広報担当者協議会旅費 29,鰡 円
会報資料提供謝礼 雑,000円

写 真 代 2,100円

通 信 費 300,0{)○ 釛0,職
0 専門部会費
印刷賃へ
△ ],980

298,020 298 020 0
各種業務資料会員送付 第5 550円
そ の 他 12,470円

印 朝 費 ?13,000 839,000
○会報発行費

△
編集費勧 慨2蜘 8382 80 0

会 報 4422 00円
総会特集号 380.000円
速 報 16.… 円

図 書 費 lo･000 lo-㈹0
0専門部会費
消耗品費より
4,5]0

14,510 14,510 0
業務資料作成用図書費 2,750円
車庫証明対策資料(マイカー情報) ロ.760円

通 信 費 780,000 674,00O
0 会報発行費
錺集費へ
△ 220

673,?80 6737 80 0 会鞍送料 6737 80円

消 耗 品 貴 ]2,000 12,00O

0 専門部会費
印刷酋へ
△ ?,490
図書費へ
△ 4 510

0 0 0
貸 金 21,0{刃 45,000 0 45,節O 45,000 0 賃 金 45.000円

{錫啓 発 指 導 費 活 動 費

円

鱒,…

円

695.000

円
0企画計画費
活動貿より
= ,僕綣

円

706,慌5

円

706,065

円

O

行政飼料相談助成金 2節,000円
新 聞 広 告 料 440.0脚円
年計報告催告等経費 鋭,770円
そ の 他 1,295円

4. 監 篶 部 費
円

'J 23,0餉
円

1,Ol6,00O
円
O

円
L O1貌閲0

円
粉料,l00

円
税刃00

活 動 費 1.第3,00O 鞘7,鰻 0 897,000 835.700 6],300

部 会 活 動 費 , l97,420円監察担当者会話 5058 10円
監察活動派員 102,870円全国担当者会議旅費 29.460円
そ の 他 140円

3. 檗 務 研 修 費 4,850,000 4,860,00O 0 4,850,00O 4,849,215 766

m 研究研修会費 2,484,閲O 2,4鋭,0{刃 △ 424,140 a 059,860 2.059,076 785
印 刷. 費 50,000 25,加o 0 25,000 24.900 1呵 キャンペーン活動用文書印覇費 24.9の円

活 動 貿 2,4鯛･000 2,404 閲O

0研究研修会員
図管費へ
△ 5,680
0専門部会實
印刷費へ
△ 422,975

1,976 345 1,975,345 0

支部研修会助成金 1,423,660円
ブロック研修会助成金 82.000円
新入会員研修会経費 241,260円
購 師 旅 費 224J 卸円
送 金 料 525円
そ の 他 3,720円

蓮 ‐信 買 lo,凹0 製,000 0 94,000 93,S" 500
ポスター発送費 73,750円そ の 他 19,760円

登 録 資 格
･ 審査委員会費

委 員 会 費 380,000 268,000 0 2斑,000 234,690 23,3IO 委員会開催費 12回 笈鈎.690円

綱紀委員会費 活 動 費 409,000 109,00O
G 7 言責より
I3,390 l22,390 l22,39o 0 員会開催費 鴎,030円目会活動費 鮒.360円

印 刷 費 40,00O 40,000
○専門部会費
印鰯費へ
△ 1,165

38,835 38,500 335 新入会員研修会用印刷費 38,5の円 . 積 立 金 積 立 金 1,935,000 l,935,00O 0 l月35,000 1.934,547 453 政調整積立金 1,50Q oob 円
戰 積 立 金 434,547円

通 信 費 20,00O 20刃閲
0研究研修会費
図書費へ
△ 14,600

5,400 5,400 0 新入会員研修会案内発送費 5,400円 . 予 備 費 予 備 費 1,5閲-000 820,000 活動費へ
△ l3,390.

806,610 0 8第,610

合 計 62溝餅,000 8l,406,000 0 61話第,00O 59,76l,482 1,B44,638

図 書 費 10,000 lo,000

0 研究研修会費
活動費より
5,剱通信費より
14,600

302 80 30,280 0
新入会員研修会テキスト作成用図書費

8,020円

研修会講師用図書費 22.260円

消 耗 品 賀 lo･000 lo,0ob 0 10,000 9,550 450 …【会只罰=少会7ベスト印刷用紙代 9,550
円



第 3号議案 昭和54年度特別会計収支決算報告について 監 査 報 告

昭和54年 5月3l日開催の本会第20回定時総会において選任された監事 3名のうち、 二

本松善雄監事は、昨年 7月中旬ごろから不調を訴え、 8月24日札幌市斗南病院に入院、

9 月26日ごろから容態が急激に悪化し、 10月 8 日56才の生涯を閉じました。

監事団として、 本総会に報告を申しあげ、 つつしんで亡き二本松監事のどめい福を祈

ります。

なお、 二本松監事の担当事項については、 関係者協議のうえ、 監事細木貞次がこれを

引き継ぎ、 以後の監査を執行したことを報告しておきます。

会則第75条第 1項の規定により承認を求めます。

収 入 昭和54年度特別会計収支決算
科 目 当肋予算頸 予算現細 崗 定 額 収入済奪覊 不籍畑額 収入未済鯛 霧
L 物 品 飯布収入 3,= 2,00H0

ロ
3,飼2,00O
R
3,598,5蜘
R
3,劉3,340
R

O
目
552 50
R
5o

2. - 綬会計綴入金 1,260,m o 1,250,卸o l,250,皿 i,250,000 0 0

3. 前 年度繰越金 597.… 597,000 596.821 596.821 0 0 △

4, 雑 収 入 95,m 0 95,飼 88,蝦 37,鮒 0 . L鮑0 △

合 計 4,9稠,即 4,984,職 5,534,鷄5 5,478,= 5 0 56,280 49

科 目 当肋予算頸 予算現細 崗 定 額 収入離覊 不籍欠損額 収入未済鯛 霧翼難 説 明 1
物 畠待布鳶入 , m , 節 , M m ･ ,輯黙節 鱒 鰯. 1 訓 鰡即1 則鋭n 物糊布収入 3.員,鈎円

1

二 =一三肝要 "憲三テー憲三 ¥憲三 "無毒 I H
)〕.--
蓉1 …ニー≧三壷鬆 扇市岡1一杖縊訂楓人笠 J,観,蝸 1,‘W ,W U 一‘0U,脚 1,鐵 UUU U U U 一叔云0隅ハ立 1･“U'UU〉n

3‐前 年度提趨金 597‐… 597･000 596‐821 596‐821 0 0 △ l79 鑿璽鑿.--
596･821円

4雑 収 入 95･期 95･飼 88璃 37･鮒 o u ,鱒0 △ 7田6 籍金利字g溜樹 過年度収入 則円

合 計 4,9稠,即 4,984,職 5,534,鷄5 5,478,= 5 0 56,280 494! l5

支 出

囃 さ, 行 政書士法施行規則 (昭和盤年総理府令第 ,号) 第 暸 第 2項には ｢行政書

士会は、 会員から請求があったときは役員の選任および解任、 会員の入会および退会、

会議の次第その他重要な会務に関する事項の記録、会計帳簿を閲覧させなければならな

い｣ と規定しています。

すなわち監事は、 この規定の趣旨に従って会員に代わって監査を執行しているのであ

ります。

その執行にあたっては、 民法第59条のほか、 学説等をも参考とし厳正、 公平を第一と

して、 権限を逸脱しないよう、 またできるだけ客観的に監査することを原則としている

ことを申しあげておきます。

以下に監査結果の概要を報告します。

-. 予算執行および出納関係

本年 5月 7 日本会事務局において{ 昭和54年度一般会計並びに特別会計収支決算に

ついて監査を執行しました。

提出された収入および支出に関する決算書、財産目録、関係諸帳簿および証拠書類

の全部にわたって詳細かつ厳正にこれを検査したところ、 おおむね適正に執行された

ものと認めました。

昭和54年度は石油類価格の異常な高騰、 公共料金の大幅値あげ、 さらに、 これらを

誘因とする諸物価の上昇は、経済政策の貧困とあいまって、 戦後 2番目のインフレを

招き、本会財政もまた昭和5l年度に現行会費を定めて以来の財政圧迫を強いられる結

果となりました。

科 目 当初予算額 流 充 用 額 予算現顫 支出路頭 末 払 領 不 用 額 説 明

1. 仕 入 賞 芻0,000 予備費より 269 954 549,鮴 549,954
円
0 0 建設繁許可事輔の手引値9品目購入費 549,954円

2‐印 弱 工 科 l,870,00O
人件費より 90
攝翳り諺8
予備費より 熊O

鰍
加
即
篤
2.210.550 2,210ふ50 0 0 委任状値!斑尾目印肘製造費 22 10,550円

3. 人 件 費 2,227,000 印刷工料へ△9O叙4 れ136,葛6 2,1第,291 0 “
給 料 1,留め,0の円 通勤手当惚4.607円
鰯議廚箸轢撮円

鰐躍当韻錯担円錢】3翔円
4. 発 送 寶 120,0脚 印離工科へ△39,?30 80,270 80.270 0 0 発送門 74,…円 発送資材 6.1BO円

も 雑 費 27,000 印刷工料へ△20 130 6,870 6,870 0 0 擾病用紙他 6,870円

6. 予 備 費 46〇boo 仕入賞へ △269.9弱印鰍工目へ△190,餌6
0 0 0 0

合 計 4,綿t ooo 0 4,g84,飼O 4,983,935 0 65

6, 予 備 費 460,叩 印鰍工目へ△】9o,餌6
0 0 0 0･

合 計 4,綿‘-桝 0 4,g84,飼0 4,983,935 0 65

収 入 総 額 5月78, n 5円
支 出 総 額 4,983,935円
差 引 494 180円
翌 年 度 へ 繰 越 494, 180円

昭和54年度監査報告書
昭和 54年度収支会計は正確に処理されており、 収支決算書も適正である

ことを認めます。

昭和 55 年 5 月 7 日

監 事 細 木 貞 次 ◎

監 事 中 野 幸 一 噂
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現行支部交付金の交付方式は、年間交付額を予算議決と同時に決定し、年度当初に

およそ 3 分の 1相当額を、 その余については以後 2 回に分けて年度内にその全額を

交付することとなっており、 支部の自主的活動を確保するためには、 この方式を堅持

することが必要であります。

厳しい財政事情の中で支部交付金を、 計画に従って執行したことは、 評価に価する

ものと認めます。

特に年度の中間において、 財政担当機関から後半における予算の執行に厳しい条件

を提案された理事機関は、 緩急、 軽重の度合を冷静、 慎重に判断して、 破たんを招く

ことなく年度を終了したことに敬意を表します。

なお、 54年度決算において翌年度繰越金は収入済額に対し 5.44 %、53年度にお←いて

は 10.04 % であり、 本会財政事情の低下を示しています。

以下に若干の事項について所見を申しあげます。

8 位 函 館 支 部 93. 6 %

9位 札 幌 支 部 9 3. 1 %

10位 旭 川 支 部 92. 1 %

11位 留 萌 支 部 91.8 %

12位 根 室 支 部 90, 9 %

13位 宗 谷 支 部 90.2 %

14位 釧 路 支 部 89.2 %

平 均 93 . 5 %

甥) 支部交付金について

54年度における支部交付金の総額は 13,284,620 円で、 現年度会費収納済額に対

し 29.13 % (前年度 26.29 % ) であり、 助成金を含めるときは、 現年度会費のそれ

に対し、 32.87 % となり、 現年度会費収納済額の 3分の 1を支部に交付したことに

なります (49年度交付率 l6 3 6 % )。

なお、 支部別の交付率すなわち言いかえれば還元率の最高は宗谷の 97.53 %、 最

低は札幌の 20.67 % となります。

現行の地方交付税方式に準じた支部交付金算定方法は、継続実行されることを要

望しますが、 なお会費収納とあわせ、さらに、支部機関の理解を求めるよう要望しま

す。

(1) 会費の収納について

会費は本会収入の 4分の 3を占める主要な財源であり、その収納率の消長は本会

の運営を支配します。

54年度の現年度会費収納率 95.9 % は史上最高を示し (前年度比 1.6 % 上昇)、 51

年度 90.6 % と比較すると、 ほぼ限界とも思われますが、 地域的 (支部別)ではなお

格差がある (最高 100.00 %、 最低 9l,78 % )ので、 支部機関のいっそうの協力を要

請するなど、 積極的な方策を講ずるよう要望します。

なお、 最近 3 年間 (52 ~ 54年度) の支部別現年度会費平均収納率は、 次のとおり

です。

圏 会計事務処理上の若干の事項について

ア、 会則施行規程第66条ただし書の支出行為については、 可能な限り関係者の復命

書写又はてんまつ書等を添付し、 事案の内容および経過を明らかにすること。 す

べてに支出証明を附して処理することは、 合法性はあっても必ずしも合理性があ

るということができない。

イ、 会費収納事務の合理化のため、 たとえば機械化の方法などを検討してはどうか。

ウ、 役員等の旅費支給内容について、 最寄りの駅を早朝に出発し、 深夜に帰着する

場合、 宿泊料を支給しない慣行であるが、 いささか合理性を欠く措置と考えられ

るので、 検討のうえ会則施行規程第 9 章第 1節において明文化の措置を講ぜられ

たい。

◎ 最近 3年間 (52 ~ 54年度) 支部別現年度会費収納率

1位 小 樽 支 部 97 . 9 %

2 位 日 高 支 部 9 6.2 %

3位 空 知 支 部 96.0 %

4 位 十 勝 支 部 94.9 %

5 位 室 蘭 支 部 94.7 %

6位 網 走 支 部 94 .5 %

7 位 苫 小 牧 支 部 94 ,0 %

ー 5“ - - 5 5 一



2. 会 務 執 行 関 係

予算執行関係において述べたとおり、 54年度、 特に後半期における会務の執行は、

財政事情の悪化によって相当の制約を余儀なくされたにもかかわらず、定時総会決議

の事業計画および義務的事務の執行は支部機関の協力と理事機関の創意性の発揮によ

り、 重大な破たんをきたすことなく、 骨格的執行に終始したとは言いながら事態に適

確に対応し、おおむね適切妥当であったことを認めます。

以下主要な事項についてのみ若干の所見を申しあげます。

田 支部活動について

ァ ~ 54年度支部定時総会の開催について、当該支部規則規定の期間内に開催した支

部は半数の 7 支部であり、年度内未了は 1支部となっています。

支部における63年度収支決算の収入に占める交付金の依存率は平均 57.63 %

く最高 札幌 75.8 3 %、 最低 日高 38.51 % ) を占めかつ、本会一般会計におけ

る現年度会費収納済額のほぼ 3 分の 1を支部交付金として交付している現状では、

所定の期間内に定時総会が開催できない、収支決算の報告ができないという事態

に対しては、 理事機関は･重大な関心をもつよう勧告します。

イ、 52年度支部収支決算において、翌年度繰越金は合計 3,659,770 円、 53年度決算

では合計 4,652,855 円で、 54年度決算においては 700 万円程度に達するものと推

測されます。

支部によっては繰越金の一定額を財政調整積立金として積立てる (旭川、函館)、

電話加入権の取得 (函館)、支部旅費規程による旅費支給 (函館、網走、釧路ほか)、

本会会議等の出席者に対する旅費の差額支給 (釧路)、隣接支部間の交流集会 (苫

小牧、 日高など) 等、 自主的、 創造的な事業や、 活動家の経済的負担を一部保障

するなどの事例がありますが、 支部機関はもちろん、 支部長会、 理事機関におい

ても支部活動の全般にわたって具体的に理解するよう要望します。

(幼 年計報告について

会員が定期に本会に対して義務を負うものとして、会費納入 (会則第68条第 1項)

と年計報告 (会則第85条) があります。

年計報告は本会施策の立案、 執行に重要な役割を果たしていることを認識し、 期

眼内提出の厳守を厳しく要望します。

特に、総会選任役員 (綱紀委員を含む) および支部長を含む支部機関構成員の相

当数が期限内に提出しない現状は、極めて遺憾であり、会則遵守義務 (法第16条の

6 ) の履行に一段の配慮を望みます。

(3) 行政事務手続無料相談について

54年度実施支部は、 前年に引き続き函館、 釧路のほか、 十勝、 宗谷の 2 支部があ

ります。

十勝、宗谷各支部の綿密な実施計画と密度の濃い実施結果は、他支部の参考とし

て十分活用される価値があり、 会報によって会員全員に周知の方法をとるべきであ

ったと考えます。

日刊ローカル紙の報道は、 地域住民の行政書士に対する理解と認識を深めかつ、

正当に評価したものと認めます。

むしろ理事機関の認識と理解に欠けるところがあったことを指摘しておきます。

(創 新入会員研修会について

回を重ねるごとに参加率が向上し、 研修内容も充実、 受講者の好評を得ているこ

とは担当機関の努力の成果と認めることができますが、 あらかじめ通知した科目を

変更することは、 受講者の期待を裏切ることになるので、 事前の計画段階で綿密な

検討を望みます。

また、 受講者のアンケートに対する回答は、 会報で紹介することが適当と考えま

す。

(5) 業務研修部所管に係る若干の事項について

業務研修事業は本会の重要な事業であることはもちろん、 道費補助事業であるこ

とを深く認識し、 以下の事項を要望します。

ア、 支部研修計画、 実施結果報告、 助成金交付申請の内容を十分精査、 検討し、 単

なる形式的事務として処理しないこと。

イ、 担当理事 (企画兼任) から研究成果の価値ある論文、 資料などが提供されてい

るので、 有効な活用方策を検討すること。
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ウ、 計画の進行、 予算の執行状況を適確かつ具体的には握
して、 執行未済のないよ

う配意すること。

t6) 車庫証明対策について

担当機関の活動にもかかわらず、 遅々として顕著な成果が見られないことはまこ

とに残念であります。 以下、 若干の事項を申し上げます。

ア、 特別委員会の性格、任務、 権限等の理解の徹底がなお十分で
はないと思われま

す。

イ、 特別委員のそれぞれの所管地域の具体的な情勢がは握されて
いないと思います。

(情勢報告において、 特別委員の属する支部あるいはセンターに止まっている。)

ゥ、特別委員会独自の広報 (情報) 活動が極めて不足している
と思います。

本会はなにをやっているのかわからない、 現在の情勢はどうなっているのかわ

からない、 という声を末端の会員が言っており、 支部定時総会を所定の
期間内に

開催できない理由として車庫問題をあげていることがそれを証明しています。

支部長会で報告し、支部長に文書を発送しただけでは、会員の不
満や期待感を

解決できないので、 センター長まで情報が伝達される
よう措置をとる必要があり

ます。 内容によっては会報の活用を考えるべきか
と思います。

以上極めて概括的に申し上げましたが、 会務執行の成否は、 各部、 委員
会の部長、 委

員長の指導性に負うところが大きく左右することを認識し、 任期の後半である昭和55年

:= . 度のいっそう充実した活動を特に要請して昭和54年度の監査報告を終
わります。

以 上 昭和51年度に現行会費を定めてから 5年目、 この間における諸物価の高騰等により55年度予算の
編成にあたり収支の均衡を保てない状況に陥った。

このため会費の増額改正を行おうとする理由は次のとおりである。
1. 5f年度決算と55年度予算の比較による諸経費の増加状況

は) 連合会会費が、 146.2 % 増加している。

連合会会費は51年度会員 1人月額 200 円であったが、 現在 400 円であることと会員数も増加
していることによる。

鰯 支部交付金が 131.8 % 増加している。
昭和53年度以降支部活動強化のため毎年増額の措置を講じてきたことによる。

会 費 月額 4,000 円

第4号議案 北海道行政書士会会則の一部改正について

北海道行政書士会会則の三部を次のとおり改正する。

北海道行政書士会会則中

｢ 別記第 4 (会則第68条)

会 費

月額 3,000 円　　 　　 　
　

を

｢ 別記第 4 (会則第68条)

会 費

に改める。

附 則

この会則は、 昭和55年 7月 1日から適用する。

改 正 理 由

r
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(釛 旅費 128.9 %、 会議費 105 % がそれぞれ増加している。

ァ. 昭和63年 7月以降本年度まで国鉄運賃は 4回にわたり改正されており、 昭和55年度の改正

を 5,5 % 見込むと51年度から55年度までを累積して 58.0 % 増加となる。

イ . 昭和54年度本会の旅費を改正し、 日当20 % 増の 3,000 円、 宿泊料22 % 増の 5,500 円とした。

ウ. 昭和51年度は、 役員数も 5名程少なかった。

割 人件費が 8 l.9 % 増となっている。

職員の待遇改善及び昇給による増加である。

圏 その他事務局倍上料の増44 % となっており、管理費の増加を含めると 64.7 % 増となってい

るなど諸経費の増加がある。

2. 財政問題の解決策とその検討

○) 55年度の財政危機を解決するには二つの方法が考えられる。 その一つは、 支出面を切りつめ、

なお不足するものは積立金を充当するやり方である。 それは、これまでの会務の水準を下げな

ければならないという欠点が発生する。

他の一つは、 会務の水準を下げることなく会費を増額し、 会員の負担を強いなければならな

い方法である。

(“ すなわち、 消極策をとるか積極策をとるべきかであるが、これからの物価動向を観察すると

郵便料金の50% 増を見込まなければならず、灯ブ由、 汽車賃、電気料金等の火中アップを考慮す

れば諸物価の上昇は多少にかかわらず不可避であり、 会費値上げは時間的な問題となっている。

一方、経理資金の多額な保有は、 一時借入の不要、 支部交付金の早期支出、 業者に対する即

時仏等によって経済性及び会運営の円滑化にもたらした効果は大きいので、この際、 会務の水

準を下げることなく積極策をとるべきであると結論に達した。

3. 会費増額を1,000円とした理由

会費の改正は、 現在の財政状況及び今後における或る程度の長期展望にたって考えるべきであ

り、 若干の余裕を考慮に入れることが必要である。

他方、 行政書士の報酬額は昭和51年度以降現在まで 33.3 % を超えていることでもあり、会費月

額 3,000 円を 4,000 円に改め、 月額 L OOO 円の増額を適当と考えた。

第 5号議案 昭和55年度事業計画について

昭和55年度事業計画 (案)

基 本 方 針
◇ 会員の和と団結

◇ 健全財政の保持

◇ 重要継続事業の積極的処理

〈総 務 部〉

l. 行政書士法制定30周年記念行事の執行

出 会員、補助者等の顕彰

第21回定時総会の際、 会則施行規程に基づく会員及び補助者の顕彰行事を行う。

(2) 記念誌を発行し、 全会員に配布する。

2. 会員の品位保持
行政書士としての品位を保持し、その信頼を高めるよう新入会員を主体にした研修会、支部会

合、 会報等を利用し品位保持につとめる。

3. 雇用行政書士対策

監察部、 綱紀委員会との連絡を密にし、雇用行政書士の排除指導につとめる。

4. 対話集会の開催

支部と十分協議の上、 2ヵ所程度会員との対話集会を開催し、 相互の理解を深める。

〈経 理 部〉

健全財政の確保

の 昭和55年度は、 郵便料及び国鉄運賃の改正に続く諸物価の高騰、 法制
定30周年記念事業特別

経費等の財政需要等により予算規模が膨脹するので、後年度の財政需要を賄い健全財政を維持

するには会費の増額が必要なので、今年度会費改正の議決を求めることとする。

(2) 会費滞納額の回収に努力する。

〈企 画 部〉

1, 法令の研究、 業務の改善等の企画立案

出 法令等の制定改廃の周知徹底を図る。

-諄
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惚) 行政書士必携、行政書士の業務講義、 報酬額の運用要領を検討し、必要な加除を行う。
2. 会 報 の 発 行

m 定期に 5月から隔月に発行する。

{2) 速報を要するものは随時発行する。

3. 業務の啓発普及

田 新聞又はラジオによる啓発宣伝を行う。

(幻 啓発普及資料としてチラシその他を作成する。

4. 行政事務手続き無料相談

行政書士の業務内容を地域住民に対して啓発普及するため随時のもの3回程弱モ、通年のもの 1

支部を支部事業として実施するよう推進し、助成金を交付する。

〈業 務 研 修 部〉

1. 専門部会の充実強化

2.

の 次の 6専門部会とし、 担当理事及び委員は協力して業務の改善進歩につとめる。
′

◇ 運輸 交通 部会 - - - - 運輸事業、 自賠責、 車両登録、車庫証明など

◇ 建設農地部会- - - - 建設業、農地法、河川法、宅造法など

◇ 風俗衛生部会 - - - - 風俗許可、食品衛生許可、旅館業法など

◇ 労 務 部 会 - - - - 社会保険、雇用保険、労災保険など

◇ 民 事 部 会 - - - - 相続、 帰化、 会社設立、告訴 (警察署) など

◇ 経 理 部 会 - - - - 記帳代行、決算諸表、借入金申込など

僻) 業務の完全受託と完全消化対策を研究し推進する。

(勘 案務資料の会員への周知を図り、市販されていない必要な業務資料を作成する。

. 業務研修会の開催

m 支部研修会に対しては、 次のとおり助成金を交付し推進を図る。

助 成 要 領

講 師 謝 礼 部 外 者 10,000 円以内

部 内 者 8,000 円以内

会 場 費 6,000 円

受 講者 助 成 1 人につき 600 円

物) ブロック研修会の開催

本会は必要によりブロック研修会を開催する。 フロックの区域は次のとおりとする。
第 1 ブロック 函館支部管内

第 2 ブロ ック 室蘭、 苫小牧、 日高の各支部管内

第 3 ブロ ック 小樽、 札幌、 空知の各支部管内

第 4 ブロ ック 旭川、 留萌、 宗谷の各支部管内

第 5 ブロック 網走支部管内

第 6 ブロ ック 十勝、
‘釧路、 根室の各支部管内

(3) 新人会員研修会の開催

札幌市において 幻白2 日の新人会員研修会を開催する。

〈監 察 部〉

職域の確保と非行政書士行為の排除

= 全道監察担当者会議を開催し、監察活動について協議を行う。

行政書士必携、 監察活動実施計画を携行してもらい、 7月に支部監察担当者とともに監察業務

推進対策を協議するための会議を開催する。

(2) 関係官公署並びに諸団体への啓発活動及び必要な折衝を行う。

支部において支庁、 市町村、 農業委員会、 商工会等を訪問して行政書士の業務に対する理解

を深めるとともに、 非行政書士行為の防止について協力を要請する。

圏 違反事実の実態は握につとめ必要な措置を講じる。

違反事実は、必携の様式に準じて通報してもらい、 違反事実の明白な場合は本会で注意、 勧

告、 警告等の措置をとる。 その経過は通報者及び関係支部へ通知して緊密な連携を保持するよ

う事務処理を取り運ぶ。

〈車庫証明対策特別委員会〉

重 点 方 針

◇ 陸運局所在地支部センターの業務誘致活動の推進

◇ 啓発宣伝活動の実施

◇ 日行連及び関係官公署に対する要望折衝



第 6号議案 昭和55年度一般会計収支予算について

会則第72条の規定により議決を求めます。

昭和55年度一般会計収支予算総括表
収 入

区 分 本 年 度 予 算
A
前 年 度 予 算 前 年 度 決 算

B
A ー B

l 会 費 57, B31 46,842 48,002 9, 629

出 現 年 度 分 55,903 44,562 45,603 10,300

‘2' 滞 納 繰 越 分 1,728 2,280 2,399 △ 671

2 入 会 金 4,200 4, 670 4,070 130

3 手 数 料 (登録) l,400 1,800 1,690 △ l90

4 補 助 金 (道)- 2,goo 2 700 2,goo 0

5 繰 越 金 3,44 1 5,885 6,886 △ 2,445

6 毅 - 入 500 300 755 △ 255

合 計 70.072 62, 197 63,203 6,869

園 本年度予算の伸び率は、前年度予算対比 !2 7 %、 前年度決算対比 10.9 % である。

昭和55年度一般会計収支予算
収 入

数 項 目 予 算 額
節 予 算 額 説 明本 年 度 前 年 度 増 △ 截

l 会 費 57, 83 l 46,842 10,789
櫓

現 年 度 分 55, 903 44,562 11,341 現 年 度 会 費 55,903
4 ~ 6月 1,刻 人x 9,桝 円X 0,95 = 11,467-… 円7 ~ 3月 1,鱒人X 36,饅円×0.95 X 0,95 = 44,446.320円

計 55,909,勘 円

滞 納 繰 越 分 l,728 2,280 △ 552 滞納繰越会費 1,728
54 年 度 滞 納 額 1,934,000 円×60弱 = 1,160,4の円53年度以前滞納額 l,893,鱒 円x 30 % = 567,蹴 円計 3,827,o m 円 17 28,300円

2 入 会 金 4, 200 4,670 △ 470
･ ' ' ･

入 会 金 4,200 4,670 △ 470 入 会 金 4,200 入 会 金 卸,㈱ 円× 140 人 ･4 2 の,節0円

3 手 数 料 1.400 も 800 △ 400

登 録 手 数 料 1,400 l,800 △ 400 登 録 手 数 料 1,400 登 録 手 数 料 10,… 円× 1知人 14の,鱒 円

4 補 助 金 2, goo 2-700 200

道 補 助 金 2,900 2.700 200 道 補 助 金 2,goo 道研修事業補助金 2,9節,蹴 円

5 繰 越 金 3,44! 5,886 △ 2,444

前年度繰越金 3,441 5,885 △ 2,444 前年度繰越金 3,44l 前年度繰越金 3,441,瑯 円

6 雑 入 500 300 200

日′テコ直三 . ･‘‐ ･雑 、入 500 300 200 鯉 入 500 曰打'二.‐ 191,000 円預金利子その他 309.㈱ 円
合 計 70,072 B2, '97 7.875

. ･

支 出
区 分 本 年 度 予 算 A 前 年 度 予 算 前 年 度 決 算 B A - B
l 総 務 管 理 費 64-184

千- 48,499
千目

48.582
千

5.622
千円

田 会 議 費 6,836 6,750 6,659 l77
鰯 支 部 交 付 金 14,889 12,357 13,285 1 604
欄 負 担 金 6,562 5,849 5,834 728
“) 総 務 費 l7,357 14,328 13,908 3,449圏 需 用 費 5,920 6,202 5,989 △ 69
(剛 旅 貿 2,】70 2,558 2,289 △ 119
の 渉 外 費 450 455 598 △ 148
2 企 国 費 3-894 3,60l 3, 104 790
旧 企 画 計 画 費 691 783 606 85
(a 会 報 発 行 費 2,383 1 868 l,792 591
圏 啓 発 指 導 費 820 850 706 n 4
3 業 務 研 修 費 4,854 4,860 も 849 5
q ) 研 究 研 修 会 費 3,560 2,484 2,059 l,501
鰯 専 門 部 会 賞 l,294 2.366 2.790 △ 1,4964 監 寮 部 費 1,086 l, 123 964 132
6 登 録 審 査 委 員 会 費 264 380 236 29
8 綱 紀 委 員 会 費 653 409 ,22 43,
7 特別委員会貝鬘 事,436 0 0 1. 4388 積 立 金 1,845 1. 936 l,936 △ 90
9 予 備 費 l,958 l-600 0 '.956
合 計 70,072 62, 197 59,76I 10,3 =

支 出

歌 項 ･目
予 算 額

節 予 算 額 説 明本 年 度 前 年 度 増 △ 截

l 総 務 管 理 費 64,l84 48,498 5,685
鼈

会 議 費 6,836 6.750 86 会 議 費 6,836

1. 会議開催諸経費 (旅費、弁当代、会場費)
･総 会 1回 1,171,000円
･正副会長会議 3 回 189,000 円
･支 部 長 会 2回 1,鱒7,000円
･総務 ･経理部会 各 4回 462,000円
･常 任 理 事 会 5回 紬 P OO円
･理 事 会 3回 1,425,卸0円
･理事会 ･支部長会合同 1回 814.000円
･諸 会 議 350,000円
2. 総会等の議事録作成費 40,000円
3. 監 査 費 4即,㈱ 円

支 部 交 付 金 14 889 l2,357 2,532 支 部 交 付 金 14,889

上 支部運営 ｣般交付金 虹,999,000円

2. 特 別 交 付 金 2,004.0脚円

支 部 名 一般交付金 特別交付金 計
札 甥

千R 千円 子内
3,281 723 4,似

函 館 1,039 170 1,209

小 搏 566 93 659
空 知 820 135 955

旭 川 1江89 195 1,384
留 萌 282 29 3=

宗 谷 268 15 283

網 走 1.200 179 1.379

支 部 名 一般交付金 特別交付金 f
札 幌 3,281 723 4,似
函 館 1,039 170 1,209

小 搏 5範 93 659
空 知 820 135 955

旭 川 1江89 195 1,384
留 萌 282 " 3=

宗 谷 268 l5 283

網 走 1,200 179 ],379

田 会 議 費 6,836 6,750 6,659 l77
鰯 支 部 交 付 金 ･ 14,889 12,357 13,285 1 604 .欄 負 担 金 6,562 5,849 5,834 728

･ 鑄 滌 纖8 1後発易 離8 0
3,4:8

同 族
. 質 2,170 2,558 2.289 △ 119

の 渉 外 費 450 455 598 △ 148
2 企 国 費 3-894 3,60l 3- 104 790
m 企 画 計 画 費 691 783 606 85
(a 会 報 発 行 費 2,383 1忍68 l,792 591
鰯 啓 発 指 導 費 820 850 706 1l4
3 業 務 研 修 費 ◆,854 4,860 も 849 5
q ) 研 究 研 修 会 費 3,560 2,484 2,059 l,501
鰯 専 門 部 会 貫 l,294 2,366 2.790 △ 1,4964 監 寮 部 費 1,086 l, 123 964 132
6 登 録 審 査 委 員 会 費 264 380 236 29
8 綱 紀 委 員 会 費 653 409 ,22 431
7 特別委員会貝

‘
中 州" ' 睾,436 0 ･ 0 1, 4388 積 立 金 1,845 l. 936 l,936 △ 90

9 予 備 費 l,958 l-600 0 1,956
合 計 70,072 62, 197 69,76I 10,3 =
圏 本年度予算の伸び率は、前年度予算対比 l2.7 %、 前年度決算対比 173 % である。
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款 項 目
予 算 額

節 予 算 額 説 明
本 年 度 前 年 度 増 △ 該

手口白 子臼臼 十HH ･ 千円円
室 蘭 477 75 552

苫 小 牧 4れ 62 485

日 高 242 21 263 ｢
十 勝 1.1l4 1醇 1,282

釧 路 799 1l3 912

根 室 299 26 325

計 11,999 2,醜 14,003

3. 総会出席代掻員特別交付金

(支部長旅費相当額), 縱 ,170円

苫 小 牧 423 62 485

日 高 242 21 263

十 勝 1,1l4 1醇 1,282

釧 路 799 1l3 912

根 室 299 26 325

計 11,999 2,麒 14,003

負 担 金 6,562 5,849 れ3 連合会負担金 6,562

連合会会費 会員 1八月 400円

(4月 ~ 9月) 1,334人× 400 x 6自分= 3,201,600円

(lo月 ~ 3月) 14 囚人x 4の x 6自分= 3,360.000円

計 6,561,600円

総 務 費 】7,357 14,328 3,029

給 料 手 当 11,556

載自給( 4人) 月 575,伽 円×l2 6,900,鯏 円
扶養手当 月 25,400円X 12 304,捌 円
通勤手当 月 24江20円×l2 第9付40円
時間外勤務手当 月 75,… 円X 12 900,伽円
期末手当 基本粭 600符節円4カ月分

2,401 600円
燃料手当 有扶養世帯主 第9,薊 円

そ の 他 0円
高時職員賃金 1日 3,即0円 延20日分 70.節 円
“ ]日 4,卸0円 2カ月分 200,節 円

福 利 厚 生 費 1,128
法定福利厚生費 月 84,伽 円×l2 1,0第,鰡 円

その他職員レクリエーション費 120,増 円

弔 慰 見 舞 金 250 弔慰規程による見舞金 250,…円

硲 千円 十

.

h
法制定 30周年

記 念 事 業 費
上437

顕 彰 費 415,2節円
記 念 誌 966,000円
会 場 費 弱,000円

諸 支 出 金 れ第6

特別会計操出 1,850,000円
対話集会開催経費 琵嶋⑧円
滞納整理対策費 456,000円

需 用 費 5,920 6.202 △ 282

備 品 費 I" 備 品 費 loo,000 円

消 耗 品 質 1,044

一般事務用消耗品 月 35,000円 x 12 = 420,000円
キヤノン紙代(メーター料込) 月 52,卸0円×l2

624,伽 円

印 刷 費 730

会 議 議 案 2閲,000円
登録 ･入会関係 loo,… 円
事務用諸用紙その他 430,㈱ 円

通 信 運 搬 費 18 24

諸会議案内 を8 覇 鑓 }lo.2嬬 柁
= 122.400円

会費納入通知 25 円× !,000通 4回 loo,㈱ 円
未 納 督 促 25円× 400通 4回 40,000円

市 町 村 照 会 55円 延 350通 19,250円
会員その他照会 55円×月 350通×12 23I,… 円
登録証明書郵送 410円 x l鱒人分 57粁閲円

配達証明、内容証明郵便 1,040円×延 100週 1は,000円
入会用品発送 鱒 円x ]40人分 70,卸0円
電話料通話料 月拗,000 円×12 960,000円
はがき代及び領収証発送 120,000円

需 用 費 5,920 6.202 △ 282

一 6 6 - - 6 7 一

款 項 目
予 算 額

節 予 算 額 説 明
本 年 度 前 年 度 増 △ 戴

千目 千円 千目

光 熱 水 費 244

電 気 料 月 = ,200円 x l2 134,400円
水 道 料 月 3,の0円x 12 36,鱒 円
燃 料 I8“缶 1,530円×48缶 73,440円

借 上 料 1,738
事務局、倉庫借上料 月 144,BOO円×l2

17 37,600 円

雑 費 240

共 同 管 理 費 月 5,鯛 円×12 60,0の円
茶 代 月 4,o m 円×12 48,… 円
ハイヤー、パス代 月 4,⑪0円×!2 48,の0円
新 聞 代 月 2,桝 円×I2 24,… 円
そ の 他 月 5,鯏 円×12 60,餓 円

旅 費 2,170 2,558 △ 機 糘 費 a 170

日 行 達 総 会 会長ほか 7人 L OO0,000 円
単 会 長 会 議 loo,…円 3回分 300,鯏 円
支 部 総 会 25,㈱ 円10支部分 250,桝 円
役員行動旅費 600.の0円
職 員 そ の 他 月 lo, " 0円 x l2 l20,叩0円

渉 外 費 450 455 △ 5 渉 外 費 450

会長交際費 支 部総 会 祝儀 5,000円x 14支部

70.GOO 円
他 会 諸 行 事 10.閲0円× 5回

50,000 円
業 務 拡 充 行 事 卸,… 円× 2回

60,⑧円
会員婚礼出席祝儀 10,赫 円x 5回

50,0脚円
来 客 接 待 5,… 円x 10人

即,000 円

L OOD円×20人

20,000円
銭別 ･香典 5,000円×10回 50,… 円
そ の 他 100,柳 円

2 企 画 費 3,894 3,501 393
千目

企 画 計 画 費 691 783 △ 92

活 動 費 363

部 会 費 49,000円x 2回 筋,000円
部会活動費 230,0脚円
賃 金 1日3,5卸円10日分 綿,禰円

図 書 費 178

参考図書 】0,000円

官 報 鋭,切0円
各種追録 月 12,節0円×l2 144,000円

国 別 費 150 印 刷 費 150.000 円

会 繊 発 行 費 2,383 I,868 515

絹 案 費 320

編集活動費 (会報編集及び全国広報担当者会議)

250〇00 円
" (特 集 号) l回 即,… 円

資料提供謝礼 2,000円×10人 20,000円

印 刷 費 1,020

会 報 96,㈱ 円 ( 1,500部)× 5回 剱,…円
特 集 号 450,… 円 ( 1再脚部)× 1回 450,加0円
臨時速報 30,000円 ( 1,500部)× 3回 90,000円

通 信 費 1,椰
会報 ･臨時号60円x 1,400通× 8回 672,飼 円
特 集 号 240円× I.4脚通x l回 336,… 円

賃 金 35 l日 3,500円 廷10人分 街,… 円

啓 発 指 導 費 820 850 △ 30 活 動 費 820

新聞広告等宣伝費 520.000 円
無料行政相談助成金 200D 餌円
啓発指導諸費 ]00,000円

･“““““““
、
、、‘‘
′

　　　　
　　
　　　　　　　　　



第 7号議案 昭和55年度特別会計収支予算について

会則第72条の規定により議決を求めます。

昭和55年度特別会計収支予算
収 入

科 目
予 算 頭

説 明
本 年 度 前 年 度 増 △ 載

L 物 品 頒 布 収 入 3,899
千円

3,o42
帶 857

干臼
現年度収入 3,844 000円 過年度収入 55,260 円

2. 一 般 会 計 繰 入 金 1,卸 1,250 600 一般会計繰入金 L 蜘 ,000円

3. 前 年 度 繰 越 金 494 5館 △ 103 前年度繰越金 494.180円

4. 雑 収 入 90 95 △ 5 郵送料、預金利子、その他89,000円 過年度収入 l,030円

合 計 6,333 4-984 1,349

支 出

款 項 目
予 算 額

節 予 算 額 説 明
本 年 度 前 年 度 増 △ 滅

3 嚢 務 研 修 費 4,854 4,860 4

十目

研 究

研 修 会 費
3,560 24 84 ],076

活 動 費 3,480

講師謝礼 平均 25.000円×55回 l.375.000円

講師旅費 7,500円×25回 187.500円

会場借上 6,000円×55回 330,000円

会員助成 600円メ 20 人×55回 660,000 円

新入会員研修会 1回 276,000円

ブロック研修会 651,000円

印 刷 費 60 各種研修資料印刷費 60,桝 円

図 書 費 20 研修用図書購入費 20,… 円

専 門 部 会 費 1,猟 2,366 △ ],072

活 動 費 644

業 研 部 会 費 182,0脚円× 2回 364,000円

各専門部会費 各2回 お0,剱円
業務指導諸費 50,⑨ 円

印 刷 費 5の 各 種 印 刷 費 500,000円

通 信 費 120 資 料 郵 送 料 120 0 00 円

図 書 費 30 図 書 購 入 費 卸,剱円

4 塩 裏 部 費 1,086 l,123 △ "

監 察 部 費 1,086 L 123 △ 37

活 動 費 836

部 会 費 93,500円× 2回 187,鱒 円

監察活動推進対策会議 1回 363,000円

監察活動諸費 286,加0円

印 刷 費 250 印 刷 費 2即,0節円

6 登審査
録
委員
貸議 264 380 △ l'6

籍

登 録 資 格
審査委員会費

264 380 △ 116 委 員 会 費 264
委員会開催費 2裏側0円×12回 252.聞0円

保留分決定旅費 - 3,000円 x 4回 蛇.0脚円

6 綱紀委員会費 653 409 = 4

綱 紀委員会費 553 409 144 活 動 費 553

委員会開催費 131,000円 x 3回 333,皿 円
調 査 旅 費 200,⑧ 円

調 査 諸 費 (フィ′レム現像等) 20.… 円

7 特別委員会費 l,436 0 1,436

車 庫 対 策
委 員 会 費

1,436 0 1.436 活 動 費 1.436

委員会開催費 3回 654,000円

啓発宣伝活動費 30O.OOO P9

対策活動春者實 482.0O0 P9

8 積 立 金 l,845 1,936 △ 90

積 立 金 1,845 1,935 △ 90 積 立 費 1.845
財政調整積立金 1 500,000円

退 職 積 立 金 345 000 円

9 予 備 費 l,956 l,500 456

予 備 費 19 56 1,500 456 予 簿 費 ],956 予 備 費 1,956,0脚円

合 計 70,072 62! 97 7,875

料
,

目
予 算 額

説 明
本 年 度 前 年 度 増 △ 截

上 仕 入 費 967
千円

280
千目

687
干H
各種物資仕入費 966,600円

2. 印 刷 工 料 24 05 1,870 535 印 刷 工 料 2,405,凹0 円

3. 人 件 費 2,4騎 2,227 229

給 料 月 125,000円x 12 1,5の,000円
通勤手当 月 114 00円×12 136,8 m 円
時間外勤務手当 72,節0円
期末手当 125,①0円x 4力自分 5の,000円
燃料手当 61,200円
法定福利厚生費 185,715円

4. 発 送 費 90 120 △ 30 送 料及び発送資材費 90,000 円

5. 雑 費 】5 27 △ 12 帳簿その他事務用品費 16,000円

6, 予 備 費 400 460 △ 60 予 備 費 400,000 円

合 計 6,333 4,984 l,349

}!
}

き

" ‐ :
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参考員村

支 部名
入 会 者 退 会 差 引

会員数前年度末
会 員 数 入 会 転 入

転
←出 計 廃業等 死 亡 処 分 計

札 幌 443 69 2 2 5 12 24 6 30 482

“ぷ
支 部 総 会

函 館 107 17 124 11 11 113

月 日 鑽成員姦 出席者数 主 要 議 案 小 樽 63 4 1上 68 4 2 6 62

空 知 81 12 2 惟｣ 94 5 5 89

札 幌 昭和64. 5.26

名

443

名

(
2g;
)
事業計画、予魚 役員選出

代議員選任、支部交付金の増額要求
旭 川 124 18 142 9 3 12 130

留 萌 19 2 1 2 20 1
4 11 19

函 館 54. 5.19 108
( 34 )

35
事業計画、 予算、支部規貝I彰変更、役員改選 宗 谷 9 ｣T-- ‘

lo 0 10

網 走 122 6 11 127 8 8 119

小 榑 54, 4,芻 63
( 24 )

46
事業計画、予算、役員及び代議員選出

室 蘭 52 3 11 54 4 4 50

苫 小牧 44 t･上 45 4 4 41

日 高 14 14 0 14

空 知 54, 5.第 81
( 26 )

“
事業計画、 予算、 役員改選、代議員選出 十 ･勝 106 11 117 4 11 5 112

釧 路 66 13 79 3 ‘‐■▲ 4 75

旭 川 54. 6,19 132
( 46 )

46
事業計画、 予算、代議員選任

根 室 15 2 17 0 17

計 1,265 158 7 7 1,423 76 14 90 1,333

留 萌 55. 3,卸
19
( 8 )

8

臨時総会、 53年度事業報告、決算報告、 54年度事業中間報

告、車庫証明センター運営方法 (運営費を含む)

宗 谷 54. 8. 6
10
( 8 )

9

事業計画、予算、車庫証明業務、業務研修会の開催、 移動

無料相談所の実施、監察活動

i
l

支 部名 会 員 数 代 議 ･員 数 摘 要
網 走 .54, 6,笈 39

( 35 )

39

事業計画、 予算、 車庫証明センター問題、支部規程の一部

改正、役員選出
札 幌 4 8 2 1 7

函 館 1 1 3 4

室 蘭 54.1 1.16 52
( 27 )

38

支部規則の一部改正、支部費の納入について、事業計画、

予算 小 榑 6 2 3

空 知 9 0 3

苫 小 牧
定時
54. 6, 2
臨時
54. 7.2 1

翠

鉛

g“
(黎2)
支部規程の一部改正 (旅費、 弔慰)、 事業計画、予算、

役員改選

姿ゞ
旭 川 1 3 0 5、---

-

ゞ"

刊
留 ･萌 1 9 1

宗 谷 l o 1

〔日 高 昭和55. 4.12
14
( 7 )

8

53年度、 54年度決算報告、 事業計画“予算、役員改選、、
J

代議員選出、監察員選任
網 走 1 1 9 4 ･圭遣

ず "

呈さ
重義
毒

室 蘭 5 0 2

十 勝 54. 5. l8
106

( 34 )

74
事業計画、予算 苫小 牧 4 1 2

日 高 1 4 1

釧 路 54. 6,23 70
( 第 )

57

福祉年金特別会計報告、事業計画、予算 車庫証明対策費

特別会計予算、代議員候補選任 (予選)
十 勝 1 1 2 4

さ
を
報
と
キ
ゞ
坤
斗
=
対
ソ
輻

釧 路 7 5 3

根 室 54. 7. 7 l6
( 10 )

10

事業計画、予算、支部会員の和と団結強化、 業務研修会の

開催並びに業務の研究、 対話活動の実施

根 室 1 7 1

計 1,3 3 4 5 1



団 年計報告提出状況調
.“臨 席,瞬 i

一
度務資料ま

支 部名
55.12,3 1 現在

対象会員数

55. 3.31 現在

提 出 数
比 率 摘 要

札 幌 4 0 9 2 8 0 68.5 %
函 館 9 3 7 0 75,3

小 樽 5 8 4 4 75.9 ･

空 知 6 9 6 3 9l,3

旭 川 1 0 9 7 8 71 6

留 萌 1 8 1 4 77.8

宗 谷 1 0 6 ･ 60.O

網 走 1 1 0 7 8 70.9

室 蘭 4 8 3 5 72.9

苫 小牧 3 9 3 3 8 4.6

日 高 1 4 l o 7 1.4

十 勝 1 0 1 8 3 82.2

釧 路 6 0 3 7 61 7

根 室 1 5 1 3 86.7

計 1, 1 5 3 8 4 4 73.2

平 均 賃 金 の 算 定 方 法
↑ 平均賞金の計算期間のとり方

(1) 雇入から負傷の直前の賃金締切日まで 3 賃金計算期間ある場合。
雇入年月日 負傷年月日 賃金締切日 賃 金 計 算 期 間 総日数

50 , 4 . f 54 . 8 , 5 末 日 5 / 1 ~ 5 /30 6 / 1 ~ 6 /30 7 ハ ~ 7 /3l 92

50 . 4 / 1 5夕. 8 . 5 25 日 4 /26 ~ 5 /25 5 /26 ~ 6 /25 6 /26 ~ 7 /25 91

例 1

例 2

(2) 雇入から負傷の直前の賃金締切日まで 2賃金計算期間ある場合。

　
　

　
　

　
　

例

例

例

雇入年月日 負傷年月日 賃金締切日 賃 金 計 算 期 間 総日数

54 . 6 , l 54 8 . 5 末 日 6 / l ~ 6 /30 7 / 1 ~ 7 /31 61

54 . 5 , lo 54 , 8 , 5 末 日 5 /lo ~ 5 /3l 6ハ ~ 6 /30 7 / l ~ 7 /31 83

54 , 5 , lo 54 , 8 , 5 25 日 5 /10 ~ 5 /25 5 /26 ~ 6 /25 6 /26 ~ 7 /25 77

(3) 雇入から負傷の直前の賃金締切日まで 1賃金計算期間ある場合。
雇入年月ロ 負傷年月日 賃金締切日 賃 金 計 算 期 間 総日数

54 . 7 . 1 54 , 8 5 末 日 7ノー ~ 7 /31 31

54 . 6 , fo 54 , 8 . 5 末 日 6 /lo ~ 6 /30 7 / l ~ 7 /31 52

54 . 6 , IO 54 . 8 . 5 25 日 6 /Iひ- 6 /25 6 /26 ~ 7 /25 46

例 l

例 2

例 3團 補助者使用会員数調
幡 贓年 3月31日現在

※リ麗鰯している
者

補助者を
2名使用
している
者

補助者を
3名使用
している
者

艘麟
している
者

補助者を
5 名以上
使用して
いるもの

計 摘 要

札 幌 50 18 8 f･4 4 81

函 館 8 3 3 14

小 樽 8 8 1 ′"‘“ 18

空 知 14 7 2 23

旭 川 16 5 11 22 へ

留 萌 ･ 1 3 4

宗 谷 2 11 l 4

網 走 ･ 17 5 3 2 27

室 蘭 6 2 1 1 1 11

苫小 牧 3 2 2 7

日 高 T･.･4 1

十 勝 14 5 2 1 4 26

釧 路 8 ずI.▲ 9

根 室 、 1 l

計 148 60 14 lo l6 2“

(4) 雇入から負傷の直前の賃金締切日まで l賃金算定期間がない場合。

　
　

　　　

　
　

例

例

例

雇入年月日 負傷年月日 賃金締切日 賃 金 計 算 期 間 総日数

54 . 7 , 2 54 , 8 . 5 末 日 7 / 2 ~ 7 /3l 8 / 1 ~ 8 / 4 34

54 . 7 . 2 54 , 7 , 3 1 末 日 7 / 2 ~ 7 /30 29

54 , 7 , 2 54 , 7 , 3 1 25 日 7 / 2 ~ 7 /25 7 /26 ~ 7 /30 29
キー}

(5) 雇入から負傷まで計算期間の短し･場合。

例 1

例 2

雇入年月日 負傷年月日 賃金締切日 賃 金 計 算 期 間 総日数

54 . 8 , 2 54 . 8 . 5 末 日 8 / 2 ~ 8 / 4 ′ 3

54 , 7 . 28 54 , 8 . 3 末 日 7 /28-- 7 /31 8 / 1 ~ 8 / 2 6

注) 上記(4)(5)においては、 負傷当日の日数及び賃金は算入しない。

(6) 雇入当日に負傷した場合、 又は計算期間がすべて私病欠勤の場合などは、 申請に
より監督署長が決定する。
(7) 平均賃金の計算期間中に次の事項に該当する場合には、その日数及び期間中に支
払われた賃金は控除する。
イ、 業務上負傷し、 又は疾病にかかり療養のため休業した期間。
ロ、 産前産後の女子が労働基準法65条の規定によって休業した期間。
ハ、 使用者の責に帰すべき事由によって休業した期間。
二、 試の使用期間。

離す

- 7 2 一



2 平均賃金の計算方法

(1) 原則として次の計算方法による。

o賃金総額÷総日数= 平均賃金

(2) 最低保障平均賃金計算方法 (賃金計算期間におけを労働日数が、 総日数の60 % に

満たない場合。

o賃金総額÷労働日数× 帯 ‐平均賃金

(3) 平均賃金の計算期間が 2 週間未満で、 かつ、 満稼働している場合は次の計算方法

に よ る。

6
　o 賃金総額÷総日数× - - = 平均賃金

(4) 上記(1)から(3)の方法によって計算した平均賃金にあたる額を、 給付基礎日額とす

ることが ｢適当でないと認められる｣ ときは、 別に決める。

イ、 平均賃金が 2 ,I85円に満たない場合は、 給付基礎日額は 2 ,185円とする。

口、･平均賃金の計算期間中に通勤災害や私傷病の療 のため休業した期間が含まれ

ている場合には、 その休業した期間及びその期間中に受けた賃金を差し引いて計

算する。 (休業補償請求書⑮欄に証明が必要です。 )

(5) 賃金総額の中には、 結婚手当、 退職金など臨時に支払われた賃金、 ボーナスなど

3ヵ月を超える期間ごとに支払われる賃金は含まれません。

3 休業補償給付請求書の記載上の留意事項

① ⑤欄休業期間は負傷当日を含めて記載し、 待期期間は除かないこと。
(2) ⑩欄災害原因は詳しく記載すること。
(3) 平均賃金算定内訳

イ、 ｢常用 ･日雇の別｣ 欄は臨時雇用者であっても ｢常用｣ に○印を付すること。

口、 月給者及び一定の期間によって支払ったものは A 欄、 日給者及び請負制によっ

て支払ったものは B 欄に記載すること

ハ、 諸手当は、 まとめることなく手当ごとに記載すること。

二、 ⑮欄は、 平均賃金計算期間中に私傷病の療養等のため休業した期間がある場合

に記載することo

ホ、 ⑮欄特別給与の額は負傷又は発病前 1ヵ年間に支払ったボーナス等を記載する

こ と o

- % -

北海道の最低賃金
(昭和54年度改正)

最 低 賃 金 の
件 名

最 低 賃 金 頭
適 用 の 範 囲 発 効

年 月 日日 額 B滲 問 給

北 海 道
(地‐城 包 括) 2 ,5 0 7 3 1 4

造内のすべての事業に働く労働者に適用されますが、下記の産業
については、 それぞれの産業別最低賃金が適用されます。

5 4 .10 . 3

(産業別)

食料品製造業
2 ,8 6 0 3 5 8

ただし、 次の者は下段の金額が適用されます。
(野 手作業による洗浄、皮むき、選別、包装又は箱読めの業務に主
として従事する者。
(2) 清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者。

5 4 . = .102 ,5 6 0 3 2 0

繊 維 産 業 2 ,7 7 0 3 4 7
ただし、 次の者は北海道最低資金 (上記)が適用されます。
衣服 ･その他の繊維製品製造業、 メリヤス手袋製造業、 梨綿業に
係る業務に従事する者。

54 .11 .10

木材 ･木製品 ･

家具 ･装備品

製 造 業

2 ,9 1 6 3 6 5
ただし、 次の者は下段の金額が適用されます。
の 家具 ･装備品製造業に係る業務に従事する者であって、雇入れ
後 6月未満の技能習得中のもの。
俊) 経木 ･同製品製造業、木毛製造業、つまようじ製造業、割ばし
製造業又はアイスステックパー製造業に係る業務に従事する者。
優れ鮒の様非▽l:【.正の業務【 主として従事する書を除く。)
(3) 手作業による塗り、 選別、 補修、 包装又は運搬、 清掃、 炊事、
その他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する書。

54 ,11 .10

2 ,5 7 4 3 2 2

パ ルプ ･ 紙 ･

紙 加 工 品

製 造 業

3 ,2 0 1 4 0 1
ただし、 次の者は下段の金額が適用されます。
(幻 加工紙製造業、紙製品製造業、紙製容器製造業 (重包装紙袋製
造業を除く。)又はその他のバルブ ･紙 ･紙加工品製造業に係る業
務に従事する者。
(2) バルブ製造業、紙製造業および重包装紙袋製造業に係る業務に
従事する者であって、 手作業によるこん包、 選別又は運搬、満掃、
炊事その他これらに準ずる軽易な業務に主として従事するもの。

54 .11 .10
2 ,6 2 9 3 2 9

出 版 ･ 印刷 ･

同関連産業

2 ,9 5 4 3 7 0
ただし、 次の者は下段の金額が適用されます。
(1) 印刷業に係る業務に従事する者であって、 雇入れ後 6 月未満の
技能習得中のもの。
惚) 清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な兼務に主として従事する者。

54 .11 .102 ,6 4 2 3 3 1
窯 ･業 ･土 石
製品製造業

2 ,9 0 9 3 6 4 ただし、 次の者は下段の金額が適用されます。
手作業による包装、 清掃、 片付けその他これらに準ずる軽易な業
務に主として従事する者。

5 4 . = .102 ,5 5 3 3 2 0

機械 ･金属製品

等製造業 及び

自動車整備案

/機械修理業、
＼を 含 むノ

2 ,9 9 5 3 7 5 機械 ･金属製品等製造業。
(下記の者は除かれます。)

54 . = .10

2 ,9 4 5 3 6 9 自動車整備案。

2 ,5 7 8 3 2 3

Q ) 届入れ後 6月未満の者であって、 当該職種の葉務に主として従
事した期間が、 技能取得期間を含め通算して 6 月未満のもの。
(め 卓上において小型電動工具又は手工具を用いて行う六あげ、 組
立て、 ねじ合せ、 みがき又は塗油の業務に主として従事する者。
蜷) 清掃、 整理、 片付け、 炊事その他これらに準ずる軽易な業務に
主として従事する者。

卸売業･小売業

2 ,7 8 I 3 4 8
卸売業 清掃、 片付けの業務に主として従事する者は下段の

金額が適用されます。

54‘= .1O
2 ,5 3 1 3 1 7

小売業
ただし、 次の者は北海道最低賃金 (上記)が適用されます。
履入れ後 6月未満の ･
(1) 和服、 洋服の仕立ての業務に係る技能取得中のもの。
(2) 飲食店における調理師の見習。

石 炭 鉱 業 4 ,4 3 7
坑内作業に従事する者。
(坑外作業に従事する者は北海道最低賃金(上記)が適用されます。)

55 . 2 .15

金 属 鉱 業 4 ,3 5 0
坑内作業に従事する者。
(腕外作業に従事する者は北海道最低賃金(上記)が適用されます。)

55 . 2 .15

(精皆勤手当、通勤手当、家族手当は算入されません。)
最低賃金額以上の賃金を支払わないと最低賃金法違反となり、処罰されることがあります。
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労働保険 ･雇用保険手続き
の手引きの訂正

業研部労務部会
本年 5月申込者に配付した上記手引き、
7 頁中、 2 行目 (青色…)は く藤色…) に。
⑭中予定期間はき& 誠 に 測 頁No.3の表
中⑬の下欄 ｢被保険者の種類｣ 欄に ｢短期
雇用特例被保険者｣ と記入する。 No.4 の表
中 ｢雇用期間｣ 欄は ｢目54年 5月 1日、 至

54年 I2月30日と記入する。 ｢終業 7 時、 実

働博時間｣ は ｢終業 5時実働 8時間｣ に訂
正する。

l新法紹介 l
L --- ---‐‐‐‐- ---------;

民法及び家事審判法の一部を
改正する法律のあらまし
(昭和55年 5月留日法律第増号公布)

(施行56年篭月僅日)

(法定相続分の改定)

1 子、 直系尊属又は兄弟姉妹及び配偶者
が相続人となる場合におけるその相続分
は、 次によるものとすることとしたo

(民法第 900条第 1号 ~ 第 3号関係)

くり 子及び配偶者が相続人であるとき
は、 子の相続分及び配偶者の相続分
は、 各 2 分の 1 とする。

(2) 配偶者及び直系尊属が相続人である
ときは、 配偶者の相続分は、 3 分 2 と

し、 直系尊属の相続分は、 3 分 1 とす

る。

(3) 配偶者及び兄弟姉妹が相続人である
ときは、 配偶者の相続分は、 4 分の 3

とし、 兄弟姉妹の相続分は、 4 分の 1

とする。

(兄弟姉妹の代襲相続の制限)

2 兄弟姉妹を代襲して相続人となる者
は、 兄弟姉妹の子に限ることとした。
(民法第 889条第 2項係関)

(寄与分制限)
3 被相続人の財産の維持又は特別の寄与
をした相続人は、 寄与の方法、 程度その

他の事情に応じ、 遺産の分割の協議又は
審判において、 相当額の財産を取得する
ことができることとした。 (民法第904

条の 2関係)

(遺産の分割の基準の改定)

4 遺産の分割は、 遺産に属する物又は権

利の種類及び生活の状況その他一初の事
情を考慮してこれをすることとした。 〔

民法第 906条関係)

く遺留分の改定)

5 兄弟姉妹以外の相続人は、 遺留分とし
て、 次の額を受けることとした。 (民法

第 1,028条関係)

① 直系尊属のみが相続人であるとき
は被相続人の財産の 3 分の 1

② その他の場合には、 被相続人の財産
の 2 分の l

(審判事項の追加)

6 乙類の家事審判事項として寄与分を定
める処分を加えることとした。 (家事審

判法第 9条第 1項乙類第 9号の 2関係)

(審判前の保全処分)

7 家事審判法第 9条の審判の申立てがあ

った場合においては、 家庭裁判所は、 最

高裁判所の定めるところにより仮処分そ

の他の必要な保全処分 (以下 r審判前の
保全処分｣ という。 ) を命ずることがで
きることとした。
(1) 審判前の保全処分が確定した後に、
その理由が消滅し、 その他事情が変更
したときは、 家庭裁判所は、 これを取
り消すことができるものとすること。
(2) 審判前の保全処分の執行は、 民事執
行法その他の仮差押え及び仮処分の執
行に関する法令の規定に従ってするも
のとすること。 (家事審判法第15条の
3 の新設及び同法第16条関係)
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労災保険率表
事業の種類の分類 事業の種類の番号 事 業 の 種 類

労 災 保 険 率

旧 料 率 所 料 率

林 業

0 l 製薪業又は木炭製造業 1α)0分の34

の89

分の51

0 2 木材伐出築 分 分の113

0 3 その他の小木葉 鱒0分 1000分の32

]00℃分の48漁 業 l l 泊魚 業 1ハイ^ ^

′
-

鉱 業

建 設 事 業

2 3 石灰石鉱葉又はドロマイト鉱業 ]000分の43 1000分の56

2 2 石炭鉱業 KX)0分の71 1000分の89

2 5 採石菜 分 分のll3

2 6
3 l

その他の鉱業

水力発電施設、隧道等新設事業

道路新設事業

looo分の28

1閲0分の83

1000分の36

]000分の38

1000分の124

looo分の38

3 5

3 8

築% 設

既設建築物設備工事葉 1000分の27 ]000分の30

6 機械装置の組立て又はすえ付けの事業 1000分の28 1(X)0分の3l

3 7 他の建設事業 1000分の25 1000分の34

製 造 業

製 造 業

4 3 製糸業 1000分の 4 1000分の 5

4 4 木材又は木製品製造業 1000分の22 1000分の25

4 5 カレプ又は紙製造業 1(X)0分の 9 lo閃分の u

4 7 化学工業 1000分の 7 looo分の 8

5 3 鋳物業 1000分の16 1000分の20

5 4
金属製品製造業又は金属加工業 (洋食器、刃物、手工具又は一般金物

製造業及びめっき葉を除く。)
looo分の19 looo分の22

6 3 羊食器、 刃物、 手工具又は一般金物製造業 (めっきを除く。) 1000分の16 K X)0分の海

5 5 めっき葉 1(X)0分の10 1000分の12

5 6
機械器具製造業 (電気鞭被器具.製造業、輸送用機械器具製造業、船舶

製造又は修理業及び計量器、光学機械、時計等製造業を除く。)
]000分の 9 1000分の10

5 7 電気機微器具製造業 looo分の 4 10斜〕分の 5

5 8 業 (船舶製造又は修理業を除く。) 1〔X)0分の 7 1000分の 75

5 9

い … 炉, 旭 努 ‐ 、 。

船舶製も着又は修理業
- □ ′¥′‐ -Lベー 基幹 学 ロ ー、疊 .

looo分の16 1000分の21

6 0

6 4 棊 1000分の 7 1000分の 7

6 1 その三 一%□業 I M O分の10 l000分の n

運 輸 業

7 I

′-〕 ･U

髯‘ =:′′‐、
]000分の 5 1000分の 6

7 2
貨物取扱事業 (港湾貨物取扱事業、沿岸荷役禁及び船内荷役葉を除

く。)
1000分の18 1000分の19

7 4 沿岸荷役葉 ]000分の38 1000′分

7 5 船内器新得裁 1000分の66 1000分の71

電気、 ガス、 水道
又は熱供給の事業 8 1 電気、 ガス、水道又は熱供給の事業 1000分の 4 1000分の 4

そ の 他 り事 業

9 1 譜掃、 火葬 Y はと茜の事業 1000分の11 1000分の14

9 2 綣箕三 一, .業 1(X)0分の 7 1くめ0分の12

9 3 ビルメンテナンス菜 ]000分の 5 1U択正万の 6

9 4 事業 1000分の 4 1000分の 5

新穿斗率は昭和55年 4 月 l 日以降から適用されます。
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(遺産分割のための遺産の競売等)

8 家庭裁判所は、 遺産の分割の審判等を

するため必要があると認めるときは、 審

判に先立って相続人等に遺産の全部又は
一部についての競売その他最高裁判所の

定める方法による換価を命ずることがで

きることとした。 (家事審判法第l5条の

4 関係)

(家事審判法の過料等の額の改定)
9 履行命令の不遵守等に対する制裁とし
ての過料等の額を相当額に引き上げるこ

ととした。 (家事審判法第27条、 第28条
第 l項、 第30条第 l項及び第条関係)

(施行期日等)

ゆ この法律の施行の日を昭和56年 1月 1
日とし、 所要の経過措置を講じ、 及び関

係法律の整理等を行うこととした。 (附

則第 1項 ~ 第 4項、 第 6項及び第 7項関

係)
(相続税における配偶者の負担の軽減措

置)
= 法定相続分の改定に伴い、 配偶者が取
得した財産のうち遺産額の 2 分の 1まで
は相続税を課さないものとすることとし

た。 (附則第 5項関係)

J-【-----‐-‐･･▲------------　 　

茎税金 365目 !
　 　

贈 与 と 税 金
国 税 庁

贈与税は、 個人から財産をもらったとき

に、 もらった人にかかる税金です。

財産をあげたり、 もらったりするのは、
主に、 夫婦や親子の間で行われることが多

いので、 贈与税のことをうっかり忘れてい

たという人も案外おられるようです。
そこで、 贈与税のあらましについて説明

しま しょ う。

〈相続税の補完税〉

贈与税は相続税の補完税だといわれてい
ます。 相続によって財産をもらった人には

相続税がかかりますが、 生前に贈与が行わ
れますとそれだけ相続する財産が少なくな
り、 相続税が軽くなります。 それでは、 生

前に贈与を受けた人と受けなかった人との

間に税金の面で不公平が生じることになり

ますので、 生前の贈与に対しては贈与税が

かかることになっています。

しかし、 法人から財産の贈与を受けたと

きは、 それが贈与であることには変わりが

ありませんが、 法人には相続がありません

ので、 その贈与については、 贈与税ではな

く、 一時所得として所得税がかかります。
く贈与税の計算〉

まず、 その年の 1月 1日から月日までの

倖年間に、 個人から贈与を受けた財産の価

額を合計します。これを贈与税の課税価格
といいます。

次に、 この課税価格から基礎控除額の60

万を差引き、 その残額に税率をかけた額が

贈与税となります。 従って、 1年間に個人

からもらった財産の価額の合計が、 60万円

以下であれば贈与税はかかりませんo
贈与税の税率は、 lo % から75 % まで、 課

税価格に応じて高くなる超過累進税率とな

っ て い ま す。

〈配偶者控除〉
夫婦の間で居住用不動産などの贈与があ

ったとき、 次の要件のいずれにも当てはま

れば配偶者控除が受けられます。控除額は
最高 l千万円ですから、 基礎控除額の60万
円と合せて、 1 千60万円まで贈与税はかか

らないことになります。

1 姻婚期間が20年以上の夫婦の間の贈与
で あ る こ と。

2 贈与を受けた財産は、 自分が居住する
ための不動産動産であるか、 居住用不動
産を取得するための金銭であること。

3 贈与税の申告期限である翌年 3月 15日

までに、 贈与を受けた居住用不動産又は

贈与を受けた金銭で取得した居住用不動

産に実際に居住し、 その後も引続いて居

住する見込みであることo

この配偶者控除を受けるときは、 贈与税

の申告書に、 (1)戸籍臍 (沙) 本と戸籍の附

票の写し、 (2)贈与を受けた居住用不動産の

登録簿臍 (抄本、 (3)住民票の写しを添付し

なければなりませんo

く特別障害者に対する贈与税の非課税〉

心身に重度の障害がある特別障害者の生

活費などに充てるために、 一定の信託契約

に基づいて、 特別障害者を受益者とする財

産の信託があったときは、 その信託財産の

うち 3 千万円までは贈与税がか か り ま せ

ん。

この非課税の取扱いを受けるには、 財産

の信託の際に ｢障害者非課税信託申告書J

を、 信託会社を通して税務署長に提出しな

ければなりません。

〈親族間の金銭貸借や名義変更など〉

金銭の貸借は、 それ自体としては贈与で

はありませんが、 親子や夫婦など特別な関

係にある人との間の金銭の貸借には、 その

返済について ｢ある時払いの催促なし｣ と

か、 ｢出世払い｣ のようなものがあります。

このように、 形式的には金銭の貸借になっ

ていても、 実質的に贈与と認められるもの

については、 贈与税がかかります。

また、 金銭のやりとりをしないで不動産

や株式の名義を変更した場合、個人から時

価よりも著しく低い価額で財産を譲り受け

た場合、 債務を免除してもらったり肩代わ

りしてもらった場合など、 経済的な利益を

受けたときは、 実質的に贈与を受けたこと

になりますから、 贈与税の課税対象となり

ます。

〈贈与税の申告と納税〉

贈与税の申告は、 贈与を受けた年の翌年

の 2 月 1 日から 3 月31日までに、 贈与を受

けた人の住所を所轄する税務署にしなけれ

ばなりません。

贈与税の納税は、 申告期限と同じ 3月 I5

日までですが、 贈与税額が 5 万円を超えて

いて一時に納付することができ な い と き

は、 年賦で納める延納の制度もあります。

この場合には、 延納期間中、 年
-6 .6 % の利

子税がかかります。 なお、 農地の贈与を受

けたときには特例があり、 例えば、 農業を

引継ぐ子が、 親から生前に農地の全部を一

括して贈与を受けたような場合には、 一定

の要件のもとに、 納税が猶予されます。

- 支部のうごき-

昭和55年定時総会

札幌支部

空知支部

苫小牧支部

釧路支部

根室支部

旭 川 支 部

網 走 支 部

室蘭支部

o 十勝支部事務所は、 次に移りました。

帯広市公園東町 3丁目= 番地 5

米倉事務所内 (〒080) (電話(0155)

2 5 一 8 2 3 7 )

4月 l2日 (三善

5月24日 (都市会館

5月24日 (平安閣

日 高 支 部 、
ノ
ノ

、
.ノ

、
ノ
ノ

、
･ノ

、、
ノ

" (市民会館 )

6月 7日 (三吉会館 )

" (中標津、 町寿宴)

6月 19日 (労働会館 )

6 月29日 dヒ見市、市民会館)

7月19日 (東室蘭、 大将)

- 7 8 - - 7 9 一



支部役員改選される
次の支部で55年定時総会におい役員が改
選された。 〔旭川支部は、 別記支部だより

による)

日高支部
職名 氏 名 分掌業務
支 部 長 金田 誠

トリ 副支部長 小彼 重吉 企画

室義 理 事 三上 紀一 総務

そぎ 〃 伊東 幸治

髪 監 事 工藤 健一
監 察 員 伊東 幸治
十勝支部
支 部 長 米倉 博
副支部長 西尾 山彦
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き 理 事 幸谷 栄一 総務
〃 田守 煕則 〃

薄黍 " 堀口登志雄 業研
き◆ " 坂下 導 "

山崎 慎一 監察
杉江 嚏 "

理 事 狩峰栄四郎 監察
“ 上田 仁郎 車庫
" 五十嵐陽一 “

“ 荒 一興 "

監 事 片桐 音松
“ 鈴木 一雄
綱紀委員 宮木 常男
" 瀬尾 朝則

釧路支部
支 部 長 大沢 清
副支部長 前田紀久男 経理
" 辰尾 征良 広報

; 理 事 下田 芳子 広報

き " 木村 豊年 福祉年金、監察
" 芹田 俊夫 総務、業研
" 金倉 孝志 監察
〃 大橋 義躬 業研
〃 杉谷 壽 監察
" 畑 登 広報
" 細木 貞次 福祉年金
監 事 中島 寛
" 斉藤 政男

根室支部
支 部 長 山田 清一
副支部長 本田 政一
副支部長 虻川 茂
常任理事 富樫 正神 監察
理 事 高田 憲二
" ‘ 山本 晃
監 事 吉田大二郎

室蘭支部

支 部 長 腰山 寛
副支部長 福田喜一郎
〃 猪股 静
理 事 桑原浅之助
" 菅原 繁治
〃 澤里 忠蔵
“ 斎藤龍三郎
" 宮崎 繁雄
" 村上 清
〃 川村 泰三
監 事 江良二三夫
" 三戸部正朝

支部研修会の開催状況

o苫小牧、 日高支部合同で 5月3l日苫小牧
市労働福祉センターにおいて、 車庫証明申
請手続きについて、講師を苫小牧警察署交
通規制課長松本喜一氏により苫小牧支部12
名、 日高支部 4 名が受講した。
o根室支部 6月 7日 中標津町寿宴にお
いて、 放火、 失火の罪文書偽造の罪につい
て山田根室支部長を講師として12名が受講
した。

o函館支部 6月 " 日 湯川町福井館にお
いて、 行政手続相談業務について、講師を
山口総一郎、高橋栄一の両氏により14名が、
また、 7 月 l8日 共愛会館において、建設
業の決算報告について、 講師を渡島支庁建
設指導課主事山本正広氏により36名が受講
しまこ。

o空知支部 7月 19日 滝川市文化センタ
ーにおいて、 農地法関係について、 講師を
空知支庁農地係長小田原幸司氏により39名
が受講したo

旭川支部だより

旭;1l支部長 西 川 正 信

旭川支部定時総会は、去る 6月19日午前

lo時から旭川市労働会館において会員48名

が出席、来賓として北海道行政書士会会長

(代理葛西副会長) 並びに土田空知支部

長、旭川商工会議所会頭 (代理原田専務理

事) 各位御臨席のもとに開催された。
今次総会では任期満了に伴う役員の改選

が行われ、 次の方々が選任され、 さらに 6

月26日午後 1時から改選後初の役員会を開

催、役員人事を決定、 新事業年度に向って

スタ ー トを した。

記

職 名 氏 名 分 掌 業 務

支 部 長 西川 正信

副支部長 染川賢一郎 総務、監察部担当

“7 古屋 福治 経理、 企画部担当

“ 田井 純二 業務研修部担当

理 事 上窪 靖主 総務部長

れ7 池田 宗美 企画部長

れツ 横田 輝議 監察部長

" 山口 喜義 経理部長

" 中平 孔一 業務研修部長

れ7 江口 茂 監察、 企画部担当

監 事 谷本 時次

れ7 伊林 利長

代議員 丹羽 繁

れ7 三井 隆信

" 永沼 祐

" 條 勲
" 吉岡 信一

　

旭川支部慶弔規則を制定
! i

第2l回定時総会に提案された慶弔規則は

全会一致で可決、 即日施行された。 この規

則は会員相互の親睦を図ることを目的とし
“
:!

たもので従来の弔事又は疾病等の場合だけ

でなく、 会員の結婚並びに長寿 (喜寿、 米

寿、白寿) 等の慶事にも会員が挙げて祝意

を表わそうとの意図で制定され、 次の方方

が規則制定第 1号該当者として総会終了後

西川支部長から祝儀を贈られ参会者の盛大

なる拍手により祝儀を贈られた。

長寿により祝儀を贈られた方々

(敬称略)

小松 仁 米寿 (数え年89才)

伊藤 初三郎 喜寿 ( " 82才)

川真田忠次郎 ( 〃 82才)
=

　　 　　

荒 慶次郎 喜寿 (数え年80才)

横 田 輝 義 “ ( " 80才)

日下部 豊 " 〔 〃 80才)

丹羽 繁 ･ 〃 ( 〃 80才)

谷 口 虎 雄｣ 〃 ( " 78才)

大島 鍋太郎 " ( " 78才)

松 山 伊 八 “ ( 〃 78才)

三 浦 五 郎 " ( " 78才)

田 中 権 吉 〃 ( “ 77才)
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法制定30年の回顧と今後の課題

網走支部 佐 藤 三千三

行政書士法が制定されて、 30年を迎える 菫
に当り過去をふり;返って見て更らに今後ど J l
のよ 効こ対処すべきかを、 じっくり考える

-

必要がある。

会員数の増加率から見ると法制定後lo年

当時約 250名が昭和45年 (法制定20年) に

820余と大躍進し、 更らに現在では1 ,300余

名と増加の一途をたどり行政書士業が如何



にも魅力ある資格であるような印象をうけ
る。 さて、 法の改正面から見ると第 1 回の
改正 (昭和35年) では都道府県毎に 1ヶの
会をつくること、 と所謂強制加入となり一
応会としての基盤が完成した。
昭和街年には従来知事が行っていた登録
を各都道府県会に移譲され会も法人格を附
与された。
さらに今回の改正で提出代行および相談
業務が加えられもう行政書士会 (界) は盤
石である。

以上は ｢行政書士界の明｣ 正面から見た
｢明るい｣ 部分である然し裏面から見る ｢
暗い｣ 部分のあることは案外知らない。
私は敢えてその ｢晴｣ の部分を訴えて今
後の警鐘としたいと考えこの拙い文を寄稿
する以所である。
第一に行政書士業務についてその範囲は
4 千余とも 6千余とも云われているが行政
書士が業として日常取扱う業種数はそれよ
りはるかに少いはずである。
第二が行政書士の業務範囲の 4 千余乃至
は 6千余は別として所謂需要と供給即ち依
頼される行政書士業務数とそれを処理消化
し得る会員数の比率であるが結果は消化で
きないという答である。
にぜ行政書士の横行の原因はここにあるわ
けである。

次に昭和45年第 2回目の法改正前に臨時
行政審議会の答申に ｢行政書士不要論｣ が
出されたことである。

また昭和43年に｢社会保険労務士法｣の制
定によって行政書士の業務量が大きく後退
した。まだ ｢交通保険士｣ ｢自動車検査登
録士｣ 等々が行政書士業務の内特に魅力あ
るものを虎視耽々 (こしたんたん) とねら

っている。 きわめて概略ではあるが行政書
士界の｢明｣ と｢晴｣ の一部の説明である。
さて今後の課題であるが、 先づ行政書士

会の体質改善が急務である。これは急激な
体質改造論ではない。各書士の特質即ち日
常の業務内容を把握し業務量の多い農地、
民事、 風俗、 食品衛生、 建設業等々の部会
を強化し、 にせ書士や他の団体等の入る余
地をなくする強力防禦策を構ずる。
行政書士法制度30年で提出代行が認めら
れたのに対し他の土業ではもっと早く代理
若しくは代行権が認められている特に社会
保険労務士は10年で代行権が認められてい
るのは何故か、 それは当該官公署等が必要
だからである。 行政書士の場合特定窓口が
ないのがむしろ弱点ともいえるであろう。
行政書士と行政書士会が一体となって愛
され信頼される官公署等の良き協力者とな
る努力が特に必要である。

　　　　　　　　　　　
5月 6日1 決算監査 (業務 ･出納)
7日′

5月 8日 法 = 3 0 。 、 ムせ

5月 15日

5 月25日

5 月26日

ん7

6月 10日

6月 l2日

法制定30周年式典打合せ
13 :00 ~ 15 :00 片岡ビル
登録資格審検委員会
l5 :00 ~ l7 :00 片岡ビル
法制定30周年式典打合せ
15 :00 ~ 17 :30 片岡ビル
定時総会対策打合せ
l5 :00 ~ 17 :00 片岡ビル
法制定30周年記念式典
10 :00 ~ 12 :00 北海道厚生年金
会館
第21回定時総会
13 :00 ~ 16 :32 “

登録資格審査委員会
:5 :00 ~簿7 :00 片岡ビル
第 1回業務研修部会
9 :30 ~ 12 :00 片岡ビル
第 2回理事会
13 :00 ~ 16 :00 片岡ビル

6月 芻 日行連定時総会
愛媛具云(愛媛県松山市)
総務部 ･経理部合同部会
,0 :00 ~ 13 :00 片岡ビル

7月 5 日

7月 7 日 企画部会
m :00 ~ 15 :00 事務局

7月 8 日 監察部会
l3 :00 ~ l7 :00 片岡ピル

“ 登録資格審査会
l5 :00 ~ 17 :00 片岡ビル

7月 lo日 業務研修部労務部会
1α00 ~ f4 :00 事務局

7月 = 日 第 2回車庫証正対策特別委員会
lo ;00 ~ 14 :30 片岡ビル

(注) 会議のあらましは次号に登載いた
します。

人生においてはだれしも、 しばしば乗り

越えねばならない壁にぶつかる時がある。
そのとき人は、 気力をふるいたたせ、 真正

面から壁に立ち向かってゆく、 そして悩み

苦しみ、 その果てに、 人は壁を乗り越え新

しい道を見い出していることに気づく。

このことは到底できないと自ら信じてか

かるのは、 それは自らできぬようにしてし

まうものである。 (訓話辞典より)

事務局次長 渡辺市郎氏には、 本年 1月
上旬突然病魔に倒れ療養中でしたが、 この
たび退職の願出があり 6月25日付でこれが

承認されました。同氏は昭和51年本会事務

局員として勤務され在職中の4 年間誠心誠

意会と会員皆様のために献身的努力をされ
ました。 この度の退職に当 り心から感謝し

一日も早く全快されますことを祈念いたし

ます。

去る 5月26日第2I回定時総会も滞りなく

終り目下昭和55年度事業計画に基づき着々
その作業に邁進いたしておりますが、 私ど

も編集スタッフの総会時における会報編集

発行についての御意見を十分体し、御期待

に添うべく一層の努力をして参りますので

今後ともよろしく、御支援、御協力をお願
い申し上げます。

企 画 部
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行政書士の仕事のあらまし

次のような書類の作成･書類作成の相談･官公署への書類の提出代行

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　書、 告 旨訴 状

-

]

十

十

十

軒

十

風俗営業、 病 (医)院、 薬局開設
食品衛生関係、質屋、古物商営業
旅 館、 公 衆 浴 場 許可申請

自 賠 責 f呆 険 金 請 求

呂 、
-
、 莪日

園囮 畠" ← 食品衛生関係･質屋･古物商営業
　　 　　　

続

自 動 車 、運 、送 事 業 免 許
庫証明、自動車新規登録 ･移転 ･抹消
自動車検査、 自動車分解整備

囮 囮 ← 車庫讓 自動車新規登録移転抹消

労働 基 準 法関 係 諸届 書
健康 f呆 険、 厚 生 年 金 保 険
労 災 f某 険、 雇 用 ‘呆 険

錨 . 塗 ← 健康保険、厚生年金保険
　　

〈注〉昭和55年 9月 1日以降に行政書士会の会員になった者で、社会保険労務士
の資格を有しない者は労務の仕事を扱いません。

行政書士会の会員以外の者が、上記書類の作成業務を報酬
を得て行うと処罰されます。
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